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令和７年３月定例会日程 

                                          

日 次 月  日 摘         要 

第１日 ３月14日（金） 

 審査日程の決定 

建設課・維持管理課審査 

  議案乙第３号・第15号、報告第１号 

〔説明、質疑〕 

 都市整備課審査 

  議案乙第３号 

〔説明、質疑〕 

 国道・交通政策課審査 

  議案乙第３号 

〔説明、質疑〕 

 農林課・農業委員会事務局審査 

  議案乙第３号 

〔説明、質疑〕 

 商工観光課審査 

  議案乙第３号・第６号、議案甲第18号 

〔説明、質疑〕 

 上下水道局審査 

  議案乙第７号・第８号 

〔説明、質疑〕 

 議案審査 

  議案乙第３号・第６号～第８号・第15号 

〔採決〕 
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第２日 ３月17日（月） 

 建設課審査 

  議案乙第９号 

〔説明、質疑〕 

維持管理課審査 

  議案乙第９号 

〔説明、質疑〕 

 都市整備課審査 

  議案乙第９号 

〔説明、質疑〕 

報告（都市整備課） 

  鳥栖市市街化調整区域における地区計画の運用基準の 

改正について 

市有地と県有地の交換について 

〔報告、質疑〕 

 国道・交通政策課審査 

  議案乙第９号 

〔説明、質疑〕 

農林課・農業委員会事務局審査 

  議案乙第９号 

〔説明、質疑〕 

商工観光課審査 

  議案乙第９号・第12号 

〔説明、質疑〕 

第３日 ３月18日（火） 

 上下水道局審査 

  議案乙第９号・第13号、第14号 

〔説明、質疑〕 
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第４日 ３月19日（水） 

 現地視察 

  田代大官町・萱方線等道路改良事業現地 

  国土交通省・今町線等道路改良事業現地 

 議案審査 

  議案乙第９号・第12号～第14号、議案甲第18号 

〔総括、採決〕 

建設経済常任委員会行政視察の件 
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３月定例会付議事件 

                                           

１ 市長提出議案 

                                           

〔令和７年３月13日付託〕 

 議案乙第３号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第８号）          〔可決〕  

 議案乙第６号令和６年度鳥栖市産業団地造成特別会計補正予算（第２号）    〔可決〕  

議案乙第７号令和６年度鳥栖市水道事業会計補正予算（第２号）        〔可決〕  

議案乙第８号令和６年度鳥栖市下水道事業会計補正予算（第３号）       〔可決〕  

議案乙第15号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号）          〔可決〕  

〔令和７年３月14日 委員会議決〕 

 議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算                 〔可決〕  

 議案乙第12号令和７年度鳥栖市産業団地造成特別会計予算           〔可決〕  

 議案乙第13号令和７年度鳥栖市水道事業会計予算               〔可決〕  

 議案乙第14号令和７年度鳥栖市下水道事業会計予算              〔可決〕  

 議案甲第18号工事請負契約の締結について                  〔可決〕  

                          〔令和７年３月19日 委員会議決〕  

                                            

２ 報 告 

                                            

 鳥栖市市街化調整区域における地区計画の運用基準の改正について（都市整備課） 

 市有地と県有地の交換について（都市整備課） 
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令和７年３月14日（金） 
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１ 出席委員氏名 

 

  委員長 藤田昌隆 

  副委員長 飛松妙子 

  委員 小石弘和 

  委員 齊藤正治 

  委員 久保山日出男 

  委員 和田晴美 

  委員 野下泰弘 

 

２ 欠席委員氏名 

 

  なし 

 

３ 説明のため出席した者の職氏名 

 

経済部長兼上下水道局長 宮原信 

 経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 古沢修 

 商工観光課長補佐兼商工観光労政係長 廣重浩三 

 商工観光課企業立地係長兼産業団地推進室産業団地推進係総務主査 香月啓介 

 商工観光課産業団地推進室長補佐兼産業団地推進係長 能冨繁和 

 農林課長 楠和久 

 農林課農政林務係長 脇弘人 

 農林課農地整備係長兼流域治水対策係総務主査 今村真一 

 農業委員会事務局長 庄山裕一 

 農業委員会事務局振興係長 武田隆洋 

                                  

 上下水道局管理課長 犬丸章宏 

 上下水道局管理課長補佐兼総務係長 秋山政樹 

 上下水道局次長兼水道課長 日吉和裕 

 上下水道局次長兼水道課浄水場長 平塚俊範 

 上下水道局水道課水道事業係長 赤尾寛 
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 上下水道局水道課参事兼課長補佐兼浄水・水質係長 松雪秀雄 

上下水道局下水道課長 桑形伸 

上下水道局下水道課下水道事業係長兼流域治水対策室流域治水対策係総務主査 

古賀咲子 

 上下水道局下水道課長補佐兼下水道施設係長 中牟田恒 

                                  

 建設部長 中島勇一 

 建設課長 三澄洋文 

 建設課長補佐兼庶務係長 下川広輝 

 建設課住宅係長 山下範史 

  建設課営繕係長 犬塚毅 

 建設課営繕係総務主査 山口和馬 

 建設課整備係長兼流域治水対策室流域治水対策係総務主査 立石佳照 

 建設部次長兼維持管理課長兼流域治水対策室長 大石泰之 

 維持管理課長補佐兼流域治水対策室長補佐 山下美知 

 維持管理課長補佐兼管理係長 江藤誠 

 維持管理課維持係長兼流域治水対策室流域治水対策係長 宮田博志 

 都市整備課長 田中秀信 

 都市整備課長補佐兼都市計画係長兼流域治水対策室流域治水対策係総務主査 三橋秀成 

都市整備課参事兼課長補佐兼公園緑地係長 樋本太郎 

 国道・交通政策課長兼スマートインターチェンジ推進室長 森岡敬晶 

 国道・交通政策課長補佐兼スマートインターチェンジ推進室長補佐兼事業係長 

杉本修吉 

  国道・交通政策課道路・交通対策係長 舟越健策 

 

４ 出席した議会事務局職員の職氏名 

 

  議事調査係主査 松雪望 

 

５ 日程 

 

  審査日程の決定 
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 建設課・維持管理課審査 

  議案乙第３号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第８号） 

  議案乙第15号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号） 

  報告第１号専決処分事項の報告について 

〔説明、質疑〕 

 都市整備課審査 

  議案乙第３号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第８号） 

〔説明、質疑〕 

 国道・交通対策課審査 

  議案乙第３号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第８号） 

〔説明、質疑〕 

 農林課・農業委員会事務局審査 

  議案乙第３号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第８号） 

〔説明、質疑〕 

 商工観光課審査 

  議案乙第３号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第８号） 

  議案乙第６号令和６年度鳥栖市産業団地造成特別会計補正予算（第２号） 

  議案甲第18号工事請負契約の締結について 

〔説明、質疑〕 

 上下水道局審査 

  議案乙第７号令和６年度鳥栖市水道事業会計補正予算（第２号） 

  議案乙第８号令和６年度鳥栖市下水道事業会計補正予算（第３号） 

〔説明、質疑〕 

 

 議案審査 

  議案乙第３号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第８号） 

  議案乙第６号令和６年度鳥栖市産業団地造成特別会計補正予算（第２号） 

  議案乙第７号令和６年度鳥栖市水道事業会計補正予算（第２号） 

  議案乙第８号令和６年度鳥栖市下水道事業会計補正予算（第３号） 

  議案乙第15号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号） 

〔採決〕 
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６ 傍聴者 

 

  なし 

 

７ その他 

 

  なし 
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午後１時８分開会                                 

                                           

藤田昌隆委員長 

ただいまから、建設経済常任委員会を開会いたします。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  審査日程の決定 

                                          

藤田昌隆委員長 

初めに、委員会の審査日程についてお諮りいたします。 

あらかじめ正副委員長で協議しました日程案をお手元にお配りしております。 

本日、補正予算を建設部から経済部、上下水道局、採決までやります。 

それで、月曜日が本会議終了後、当初予算の議案審査を建設部、経済部、18日に上下水道

局、19日に現地調査と自由討議、総括、採決という形で進めていきたいと思っております。 

続きまして、現地視察について副委員長から説明をお願いいたします。 

飛松妙子副委員長 

現地視察についてでございますが、現在、視察候補地として、田代大官町・萱方線、国土

交通省・今町線が出ております。 

委員の皆様からほかにも希望場所があれば調整をしていきたいと思っておりますので、18

日火曜日審査終了までに私に御連絡いただきたいと思います。もしなければ、２か所になり

ます。 

藤田昌隆委員長 

今、２か所あるんで、例えば、あと２か所ぐらいしたいというのがあれば出してください。 

よろしいですか。 

    〔発言する者なし〕 

要望は副委員長のほうに報告をよろしくお願いします。（「お願いします」と呼ぶ者あり） 

以上で、審査日程のほうはよろしいでしょうか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。 

よって、審査日程につきましては以上のとおり決定いたしました。 

それでは、付託議案審査に入りますので、準備のため暫時休憩をいたします。 
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  午後１時10分休憩 

                                           

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                           

  午後１時12分再開 

                                           

藤田昌隆委員長 

再開いたします。 

審査に入ります前に、中島部長から一言御挨拶をお受けしたいと思います。 

よろしくお願いします。 

中島勇一建設部長 

令和７年３月定例会建設経済常任委員会建設部関係の審査に先立ちまして、一言御挨拶申

し上げます。 

今回、本委員会で御審議をいただく議案は乙議案２件と報告が１件ございます。 

主に決算見込みによる補正と繰越明許費でありますが、土木費の補正額といたしましては、

7,205万3,000円となり、当初から合計いたしますと32億9,523万3,000円となっております。 

また、専決処分事項の報告も１件ございます。 

詳しくは各担当課長から説明させますので、何とぞ御審議のほどよろしくお願いします。 

また補足でございますが、増額の主な理由は、別委員会、総務常任委員会のほうで審議い

ただくこととなりますが、駅周辺整備課の都市開発基金積立金――鳥栖駅の開発に関する積

立金です。こちらのほうに１億101万3,000円含まれておりますので、補足させていただきま

す。よろしくお願いいたします。 

藤田昌隆委員長 

どうもありがとうございました。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  建設課・維持管理課 

                                          

   議案乙第３号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第８号） 

   議案乙第15号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号） 
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藤田昌隆委員長 

それでは、これより建設部関係議案の審査を始めます。 

建設課及び維持管理課関係議案の審査を行います。 

議案乙第３号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第８号）及び議案乙第15号令和６年度

鳥栖市一般会計補正予算（第９号）を一括議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

三澄洋文建設課長 

それでは、議案乙第３号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第８号）のうち建設課分の

主なものにつきまして、補正予算説明資料に基づき御説明をいたします。 

まず、歳入について御説明いたします。資料の２ページをお願いいたします。 

款15使用料及び手数料、項１使用料、目５土木使用料、節３住宅使用料につきましては、

市営住宅使用料の収入見込みによる補正でございます。 

３ページをお願いいたします。 

款16国庫支出金、項２国庫補助金、目４土木費国庫補助金、節３住宅費国庫補助金につき

ましては、市営住宅改善事業に係る国の社会資本整備総合交付金の増額補正でございます。 

４ページをお願いいたします。 

款17県支出金、項２県補助金、目６土木費県補助金、節１住宅費県補助金につきましては、

木造住宅の耐震診断・改修事業に係る県補助金の減額補正でございます。 

５ページをお願いいたします。 

款22諸収入、項４受託事業収入、目１受託事業収入、節４土木費受託収入につきましては、

国所管の轟木排水機場など９施設と県所管の沼川排水機場など３施設の操作管理等の決算見

込みによる補正でございます。 

７ページをお願いいたします。 

款23市債、項１市債、目５土木債、節４住宅債につきましては、国の社会資本整備総合交

付金の増額に伴い交付金相当額を減額するものでございます。 

続きまして、歳出について御説明いたします。 

８ページをお願いいたします。 

款８土木費、項１土木管理費、目１土木総務費、節２の給料から節４の共済費につきまし

ては、決算見込みによる補正でございます。 

９ページをお願いいたします。 

款８土木費、項１土木管理費、目１土木総務費、節12委託料につきましては、歳入で御説 
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明いたしました国所管の轟木排水機場など９施設と県所管の沼川排水機場など３施設の操作 

実績に対する補正でございます。 

10ページをお願いいたします。 

款８土木費、項５住宅費、目２住宅改善費、節18負担金、補助及び交付金につきましては、

木造住宅耐震改修補助金及び不良住宅空家等除却補助金の決算見込みによる補正でございま

す。 

次に、繰越明許費について御説明をいたします。資料の11ページをお願いいたします。 

まず、田代大官町・萱方線等道路改良事業でございます。 

こちらにつきましては、道路改良で使用する占用物、電柱、地下ケーブル等の移設に関し

まして、資材の調達それから移設設計等の遅れから一定の期間を要することとなりましたの

で、電柱や地下ケーブル等の占用物の移転補償費及びその後に行う道路改良工事費を繰り越

すものでございます。 

占用物の移設につきましては、本年６月下旬の完了を見込んでおり、道路改良工事につき

ましては、本年中の完了を見込んでいるところでございます。 

国土交通省・今町線道路改良事業につきましては、用地測量事業において沿線地権者との

境界確認に不測の日数を要したことから、委託料を繰越すものでございまして、本年10月下

旬の完了を見込んでいるところでございます。 

以上、建設課分の説明とさせていただきます。 

大石泰之建設部次長兼維持管理課長 

続きまして、維持管理課分につきまして御説明いたします。 

12ページをお願いいたします。歳入の主なものでございます。 

款15使用料及び手数料、項１使用料、目５土木使用料、節１土木管理使用料につきまして

は、市道占用料及び公有水面使用料の決算見込額でございます。 

次に、款18財産収入、項２財産売払収入、目１不動産売払収入、節１土地売払収入につき

ましては、里道や水路など法定外公共物払下げに伴う土地売払い収入でございます。 

続きまして、13ページをお願いいたします。 

款22諸収入、項６雑入、目４雑入、節４雑入につきましては、路上事故損害賠償５件に係

る保険金などでございます。 

款23市債、項１市債、目５土木債、節１道路橋梁債につきましては、決算見込みにより減

額するものでございます。 

続きまして、歳出の主なものについて申し上げます。 

資料の14ページから16ページにかけましては、決算見込みに伴う補正でございます。 
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このうち、資料14ページの款８土木費、項１土木管理費、目１土木総務費、節10需用費に 

つきましては、国の電気・ガス代の負担軽減策である、電気・ガス価格激変緩和対策事業に

伴い、令和６年９月分から11月分、令和７年２月・３月分につきまして、電気代が当初見込

額から減少いたしております。 

また、今年度実施しております街路灯のＬＥＤ化に伴い、令和７年１月以降の照明器具工

事後電力変更分から順次電気代が減少する見込みであることから、減額補正を行ったもので

ございます。 

15ページをお願いいたします。 

項２道路橋梁費、目２道路維持費、節15原材料費につきましては、道路陥没等に使用する

道路補修用の材料費に要する経費を計上いたしております。 

16ページをお願いいたします。 

目５交通安全対策事業費、節13使用料及び賃借料のうち、道路照明灯ＬＥＤ賃借料につき

ましては、当初は令和６年10月よりリース改修を予定しておりましたが、調査確認に時間を

要したことから、本年３月からリース開始となりましたことに伴い減額補正をするものでご

ざいます。 

以上で、３月補正の説明といたします。 

続いて17ページをお願いいたします。 

繰越明許費繰越計算書について御説明いたします。 

資料の17ページの上段、河川浚渫改良事業につきましては、令和６年12月に入札不調とな

ったことから河川工事は非出水期に実施する必要があり、十分な工期を確保するため、工事

請負費を令和８年３月中旬まで繰越すことといたしております。 

次に、追加議案の議案乙第15号令和６年度一般会計補正予算（第９号）の資料をお願いい

たします。 

河川浚渫改良事業のうち、先ほど説明いたしました河川工事に加えまして、古賀第１ため

池工事につきまして、２月上旬の天候不順の影響により工事請負費を令和７年８月下旬まで

繰越すことといたしております。 

このことから、17ページの河川浚渫改良事業費の繰越額の欄が追加議案の額に変更するこ

ととなりますのでよろしくお願いいたします。 

17ページにお戻りいただきまして、下段の橋梁長寿命化事業につきましては、鉄道管理者

等との協議調整に不測の日数を要したことから、工事請負費を本年12月末まで繰越すことと

いたしております。 

以上で、説明を終わります。 



 

- 18 - 

 

よろしくお願いいたします。 

藤田昌隆委員長 

どうもありがとうございました。 

これより質疑を行います。 

小石弘和委員 

まず、建設課の繰越明許費の詳しい金額を教えてください。 

１億4,700万円のこの工事が幾ら、この工事が幾ら。 

立石佳照建設課整備係長兼流域治水対策室流域治水対策係総務主査 

田代大官町・萱方線等道路改良事業の繰越しを上げております１億4,700万円の内訳を申

し上げます。 

まず、工事費の繰越しのほうが１億1,700万円、補償費で上げております占用物、電柱等の

移設のほうで3,000万円でございます。（「もう一遍」と呼ぶ者あり） 

道路改良工事のほうで１億1,700円、補償、電柱、地下ケーブルの移設のほうで3,000万円

になっております。 

以上です。 

小石弘和委員 

工事の約１億1,000万円はどこの工事がずれ込んでいるわけ。 

立石佳照建設課整備係長兼流域治水対策室流域治水対策係総務主査 

現在、事業をさせていただいております道路改良工事の区間といたしましては、萓方バス

停から西側の区間のところの道路改良工事が一部と、もう一つが道路構造物の設置工事とい

うことで、池田下ため池のほうに行っております水路の改良工事の２つになります。 

小石弘和委員 

ため池に行くその改良工事は３月７日で工期が終わっとるのにまだやりよるやんね。どれ

だけ延びると。 

立石佳照建設課整備係長兼流域治水対策室流域治水対策係総務主査 

今、お話いただいております道路構造物の設置工事ですけれども、こちらの水路が３号と

４号と２か所の水路の工事を発注させていただいております。 

小石議員の御指摘がありました一部の管渠工事ですけれども、そちらのほうは現場打ちの

構造物の設置工事になっておりまして、今、配筋等の工事をさせていただいておりまして、

こちらの水路の工事につきましては、４月の上旬までを予定させていただいております。あ

と残りの３号の水路工事のほうをさせていただく予定を考えております。 

小石弘和委員 
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 構造物に工期は３月７日ってはっきり書いてあるやん。あそこの沿線沿いの構造物に工期 

３月７日って書いてあるやん。 

立石佳照建設課整備係長兼流域治水対策室流域治水対策係総務主査 

道路工事につきましては、年度内の繰越しの手続をさせていただいているんですけれども、

看板のほうについてはまだそこまで直していなかったというところだと思いますので、至急

対応したいと思います。 

小石弘和委員 

それはもう少し行政が現場に行って、指導が足らん。いっちょん工事はしてねえやないか。 

私はしょっちゅうあそこを歩いて見てるけど、３日に一遍、４日に一遍しか鉄筋を組んで

ないよ。それならずっと明許繰越しよ。建設課が一番多いやんね。国庫交付金が来ていない

けん遅れるっていうようなことなら分かるけど、これだけ材料も上がってくると一般財源か

らまた出さないかんようになる。1.1キロメートルを当初は11億円よ。もう何年ね。５年で完

了することになっとったよ。 

確かに材料費の値上がりとかいろいろあるけど、もう少し行政的には現場に行ってハッパ

をかけなさいよ。工事が進んでないやんね。 

確かに労働力の問題もあるかも分からん。行政として雑な工事をしちゃいかん。あまりに

もコンサルに任せるからこうなってくるわけ。 

池田下ため池の工事の交差点を見てんね、あれだけの広さの待機場所を造ってどうすると。

信号も変な形になるよ。東西の信号も。 

そして縁石にしても10センチメートル、危のうしてあそこで待機はされんよ。 

もう少し工事に対して熱意のあるような指導をして、設計組んでくれんと。 

今ならまあいい、今度は交通量が――3,000台も4,000台も東西から来るよ。今は右折レー

ンがあるからある程度スムーズな格好になるけど。 

そうせんと、どんどんどんどん明許繰越が増えてくる。最終的に一般財源から持ち出さな

いかんような状況になるんじゃないの。 

その辺の住民から、私はしょっちゅう何でって言われよる。 

藤田昌隆委員長 

中島部長、今のに対して。ずっと終わらん。 

中島勇一建設部長 

現地の確認が怠っており、大変申し訳ございません。 

今後は徹底して現場の確認をして是正をしていきたいと思います。 

誠に申し訳ございません。 



 

- 20 - 

 

藤田昌隆委員長 

ぜひよろしくお願いします。 

小石弘和委員 

部長は簡単にそう言うよ。あなたいっちょん動いていないんやから。言うだけは簡単よ。

部下がどれだけ頑張っとっとね。ここで言うだけなら問題はないよ。もう少し職員さんの動

向ぐらい見てやってくださいよ。もうあと５年ですよ。工事が進まないから、児童は危なく

て朝は交通指導員さんがついてますよ。 

よろしくお願いします。 

藤田昌隆委員長 

ほかには。 

〔発言する者なし〕 

ありませんか。 

それでは、質疑を終わります。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

   報告第１号専決処分事項の報告について 

                                          

藤田昌隆委員長 

続きまして、維持管理課からの報告をお受けいたします。 

報告第１号専決処分事項の報告についてを議題といたします。 

執行部の報告を求めます。 

大石泰之建設部次長兼維持管理課長 

専決処分事項の報告について御説明いたします。 

委員会資料の専決処分事項の報告についての２ページをお願いいたします。 

市道の管理瑕疵に基づく損害賠償額を決定するため、地方自治法第180条第１項の規定に

より、専決処分したことを御報告するものでございます。 

相手方は個人でございます。過失割合は市が10割でございます。専決処分の日は令和７年

２月17日でございます。 

事件の概要といたしましては、令和７年１月18日午後１時頃自宅車庫から市道蔵上北田６

号線へ出た際に、区画整理事業にて設置した境界プレートにより右後輪のタイヤを損傷した

ものでございます。 
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以上、御報告といたします。 

藤田昌隆委員長 

報告が終わりましたが、何かありますか。 

野下泰弘委員 

今後、対策はどうされるのかお伺いしてもよろしいでしょうか。 

江藤誠維持管理課長補佐兼管理係長 

今回の部分は、蔵上の土地区画整理事業ということで、時間が経過しておりまして、こう

いった境界びょうが外れてタイヤにつき刺さったという自己管理瑕疵でございます。 

周辺の道路びょうについて確認をというと、なかなかできないところもあるんですけれど

も、道路パトロール中とかそういったところでは注意深く確認をしていきたいと思っている

ところです。 

市民の方から御報告等があった場合は、現場のほうで至急対応をさせていただきたいと考

えております。 

野下泰弘委員 

私は、こういうのがあるって知らなかったんですけど、こういったプレートで実際に市民

の方が通報してくれることってあるのかなと。もちろん道路に穴がほげていたら来ると思う

んですけど。 

江藤誠維持管理課長補佐兼管理係長 

こういった道路びょうについて、市のほうに外れているというような通報はなかなかあり

ません。正直なところ、外れていれば処分されたりとかというのが一般的でございます。 

後から自宅の敷地のほうの境界確認をする際に物証といいますか、そういうびょうがない

というパターンが……、一般的なところではなかなか通報等までは。 

びょうが外れているからとかっていうところと、全てのびょうについて網羅する情報って

いうのはないというところから、全てを点検して回るっていうのもなかなか現実的ではない

のかなというふうに考えております。 

野下泰弘委員 

このびょうというのは抜けるものなんですか。見た感じくぎを打ったような形ですけど、

もっと抜けないようないいものは現状ではないんですか。 

江藤誠維持管理課長補佐兼管理係長 

今、こちらに刺さっているようなこの金属プレートのびょうが、現在使われているもので

ございます。 

以前というか昔は、プラスチックのくいであったりコンクリートのくいというような非常 
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に構造物的なものが打たれてあったんですけれども、安全面とかそういったところで、今は

このびょうが一般的であります。 

抜けないようなものっていうところについては、今後、道路境界とかを行うような――市

のほうと、道路と民地との官民境界というところのびょうについては、境界確認をする際に

車とか車両がよく通る場所については、抜けにくいもの等をお願いするなど対応していきた

いというふうに考えております。 

野下泰弘委員 

ぜひ確認をお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

藤田昌隆委員長 

ほかには。 

    〔発言する者なし〕 

それでは、質疑を終わります。 

次に、都市整備課関係議案の審査に入りますので、執行部準備のため暫時休憩いたします。 

                                           

  午後１時37分休憩 

                                           

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                           

  午後１時39分再開 

                                           

藤田昌隆委員長 

再開いたします。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  都市整備課 

 

   議案乙第３号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第８号） 

 

藤田昌隆委員長 

これより、都市整備課関係議案の審査を行います。 

議案乙第３号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第８号）を議題といたします。 
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執行部の説明を求めます。 

田中秀信都市整備課長 

議案乙第３号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第８号）のうち、都市整備課分の主な

ものについて御説明申し上げます。 

建設経済常任委員会補正予算説明資料に基づき説明いたします。 

資料の18ページをお願いいたします。まず、歳入でございます。 

款15使用料及び手数料、項１使用料、目５土木使用料、節２都市計画使用料につきまして

は、公園使用料の決算見込みに基づく補正でございます。 

続きまして、19ページをお願いいたします。 

款16国庫支出金、項２国庫補助金、目４土木費国庫補助金、節２都市計画費国庫補助金に

つきましては、国の補助金内示に伴う補正でございます。 

続きまして、歳出でございます。20ページをお願いいたします。 

款８土木費、項４都市計画費、目１都市計画総務費、節１報酬、節３職員手当等、節８旅

費につきましては、決算見込みによる減額補正でございます。 

節２委託料につきましては、入札残による減額補正でございます。 

次に、21ページをお願いいたします。 

節13使用料及び賃借料、節18負担金、補助及び交付金につきましては、決算見込みによる

減額補正でございます。 

次に、22ページをお願いいたします。 

目２公園管理費、節１報酬から節26公課費につきましては、決算見込みによる減額補正で

ございます。 

次に、23ページをお願いいたします。 

目４緑化推進費、節10需用費につきましては、決算見込みによる減額補正でございます。 

以上、都市整備課分の説明を終わります。 

藤田昌隆委員長 

質疑を始めます。 

どなたかありますか。 

野下泰弘委員 

18ページの公園使用料です。 

今年、使用料を下げたと思うんですけど、ここの増額理由は何でしょうか。 

樋本太郎都市整備課参事兼課長補佐兼公園緑地係長 

お答えいたします。 



 

- 24 - 

 

公園使用料につきましては、例年、電柱それからガス管等の占用料、定額的に収入させて

いただいている使用料について毎年予算計上させていただいておりまして、公園の、例えば

工事の資材置場とか変動的な使用料というのは当初予算には計上させていただいておりませ

ん。 

今年度につきましては、そういった使用料について130万円ほど収入が入ったところでご

ざいましたので、今回補正をさせていただいたというところでございます。 

以上でございます。 

野下泰弘委員 

そうすると、今年値段を下げたことによってイベントが増えたとかそういったものではな

く、何かしらの資材置場として活用が多かったということですか。 

樋本太郎都市整備課参事兼課長補佐兼公園緑地係長 

さようでございます。 

藤田昌隆委員長 

ほかに。 

    〔発言する者なし〕 

ありませんか。 

なければ、以上で質疑を終わります。 

次に、国道・交通政策課関係議案の審査に入りますので、執行部準備のため、暫時休憩い

たします。 

                                           

  午後１時43分休憩 

                                           

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                           

  午後１時46分再開 

                                           

藤田昌隆委員長 

 再開いたします。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  国道・交通政策課 
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   議案乙第３号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第８号） 

                                          

藤田昌隆委員長 

これより、国道・交通政策課関係議案の審査を行います。 

議案乙第３号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第８号）を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

森岡敬晶国道・交通政策課長兼スマートインターチェンジ推進室長 

議案乙第３号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第８号）、国道・交通政策課関係分の

主なものについて御説明をいたします。 

委員会資料24ページをお願いいたします。まず、歳入でございます。 

款18財産収入、項１財産運用収入、目２利子及び配当金、節１利子及び配当金の九州新幹

線減渇水被害対策基金利子の補正につきましては、当該基金の運用としまして、本年度から

地方債を購入することといたしました。 

当初予定しておりました銀行預託に比べ、利子が高く、増額となったものでございます。 

続きまして、款23市債、項１市債、目５土木債、節１道路橋梁債につきましては、小郡鳥

栖南スマートインター整備の側道及び水路の付替えを行っておりました、飯田・酒井東線事

業費の精算に伴う市債の減額補正を行うものでございます。 

続きまして、25ページをお願いいたします。歳出でございます。 

款８土木費、項２道路橋梁費、目６道路整備交付金事業費、節18負担金、補助及び交付金

の減額につきましては、同じく、飯田・酒井東線ほか２路線、道路改良事業費の負担金及び

飯田・酒井東線の水門調査等負担金の精算に伴う減額補正でございます。 

引き続き、26ページをお願いいたします。 

款８土木費、項４都市計画費、目１都市計画総務費、節12委託料のうちミニバス運行業務

委託料につきましては、決算見込みによります増額補正でございます。 

清掃委託料につきましては、駅トイレ清掃に関しまして、入札残がございましたので、決

算見込みにより減額をしております。 

節18負担金、補助及び交付金、地方バス路線維持費補助金の減額につきましては、西鉄バ

スが運行しております路線バスが、当初見込みに比べまして運賃収入が大きかったことと、

国庫補助の増額がございまして市の負担額が減額になっておるものでございます。 

次に、27ページをお願いいたします。 

款８土木費、項６新幹線対策費、目１新幹線対策費、節24積立金につきましては、歳入で 
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御説明いたしました基金運用で増額になりました利子を基金のほうに積み増しするための増

額でございます。 

続いて、繰越明許費について御説明をいたします。資料28ページをお願いいたします。 

山浦パーキングスマートインターチェンジ（仮称）調査検討業務につきまして、現在進め

ておりましたが、交通量推計とスマートインターチェンジの構造検討に不測の日数を要して

おりまして、委託料を繰越すものでございます。本年６月末の完了を現在見込んでいるとこ

ろでございます。 

以上、議案乙第３号令和６年度一般会計補正予算（第８号）の国道・交通政策課分の説明

をさせていただきます。 

御審議よろしくお願いいたします。 

藤田昌隆委員長 

これより質疑を行います。 

小石弘和委員 

山浦パーキングスマートインターチェンジの調査検討業務委託料は当初で組んどったかな。

これはどういうふうな調査をすることやったかな。 

森岡敬晶国道・交通政策課長兼スマートインターチェンジ推進室長 

これはスマートインターの山浦のパーキングのほうでございましたけれども、これを設置

した場合の将来推計、また設置した場合のスマートインターの構造の概略検討、あとはそこ

からのアクセス道路の構造であったり、ルートの選定、こういったものを検証してまいって

おります。 

小石弘和委員 

要するにこれは、令和７年の６月を見込んでいるというような形よね。 

ということは今、建設課のほうで1,400万円ばかり組んで、できるかできんかの問題の調査

をしよるやろう。これと並行してやっているわけ。 

杉本修吉国道・交通政策課長補佐兼スマートインターチェンジ推進室長補佐兼事業係長 

お答えいたします。 

こちらは当初予算の委託料でございまして、この前払い金を除く部分を繰越すということ

で明許繰越に上げさせていただいておりますので、その調査費用の中で、同一の業務として

取り組んでいるところでございます。 

藤田昌隆委員長 

今、意味分かりましたか。 

ちょっと休憩します。 
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  午後１時52分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午後１時52分再開 

 

藤田昌隆委員長 

再開いたします。 

和田晴美委員 

26ページの土木費の項４都市計画費の節18の分です。 

御説明では、こちらは利益と国庫補助金のためにこういった減額が出たということなんで

すけれども、西鉄バスがどのくらいの利益が出たのか内訳のほうを。 

そして、補助金が幾らかの内訳を教えていただきたいのと、私の記憶では西鉄会社さんは

どっちかというと利益が出ないほうが――増額しているように感じていまして。 

そんな中、増額があった理由っていうのがありましたら、今後のこういった費用の検討の

際の材料になるのかなと思いますので、御説明をお願いいたします。 

森岡敬晶国道・交通政策課長兼スマートインターチェンジ推進室長 

この度、令和６年度の当初予算で見込んでおりました運行収入がございます。それに比べ

て運行収入は当初予算に比べて――歳入ですのでやはり少し低めに見込んでいたのは間違い

ないんですけれども、運賃収入につきましては、当初予算より1,100万円実績が、見込みが高

いという状況でございます。 

で、国のほうから頂きます国庫補助につきましても、当初見込んでいました額より560万円

ほど多く頂けるということになっております。 

実際の運行経費から運行収入と国庫補助を引いた、俗にいう赤字部分を市のほうで負担を

しておりますので、その収入が増えた分、市の持ち出しが圧縮されたという状況でございま

す。 

和田晴美委員 

ありがとうございました。 

先ほどの御説明についてもうちょっと詳しく。 

見込みで当初予算を組まれていたので、西鉄のほうがプラス1,100万円ということだった 

んですが、違う角度で聞きたいのが、例年と比べると利益がよかったんですか。よかったん 
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であればその理由を知りたいんですけれども、お答えできますでしょうか。 

森岡敬晶国道・交通政策課長兼スマートインターチェンジ推進室長 

まず運賃収入ですけれども、やはり令和５年度から６年度に比べて乗客数が増えておりま

す。 

鳥栖市は市外につながっています広域線と市内だけで走っています市内線がございます。

広域線で令和５年度に比べて、約２万人増となっております。市内線につきましては、約3,400

人が増となっておりまして、我々はよくコロナ禍と比較しますけれども、バスの利用者が令

和３年度以降ずっと増加傾向でございます。 

高齢者の移動も以前に比べて自粛していたものが少しずつ増えてきているというふうにも

思っておりますし、我々もその交通利用について、利用者が少し上向き傾向にあるというふ

うには見ております。 

和田晴美委員 

ありがとうございました。 

そうしましたら、ほかの事業の関連もありまして、もう一つだけ質問させてほしいんです

けれども、高齢者の利用が増えている傾向があるっていうことは、今後も高齢者の方がこう

いった分を利用する傾向として見ていい状況なのかだけ。見解が出しにくかったら、お答え

いただかなくて結構です。 

森岡敬晶国道・交通政策課長兼スマートインターチェンジ推進室長 

すみません、利用者の年齢区分っていうのを調べておりませんので、高齢者というのは推

測ではございます。 

私が答弁したものと少し真逆になるかもしれませんが、ミニバスのほうが高齢者の方の利

用が多い乗り物にはなりますけれども、実は、全体としてはミニバスの利用は少し落ちてい

るんです。ですので、私の先ほどの答弁とは矛盾してしまうというところがあるんですが、

こちらとしましても、年齢区分とかもこれから分析してまいりたいと思います。申し訳ござ

いません。 

小石弘和委員 

公共バスの場合、高齢者ばっかりじゃないよ。鳥栖駅から萱方、河内線、物すごい利用者

が増えていますよ。そういうふうな年齢区分も、たまにはあなたたちも調べる方向で乗って

みれば分かるわけ。 

よろしくお願いしときます。 

森岡敬晶国道・交通政策課長兼スマートインターチェンジ推進室長 

 今年度、バスの交通計画の策定をしておりました中で路線バス乗り込み調査とかはさせて 
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いただいております。 

手元に資料がございませんが、少ない日数ではございますが調べておりますので、議員も

おっしゃられましたように、我々も現地に出向いてそういうのを肌で感じるような調査をし

たいと思います。 

小石弘和委員 

よかったらその年齢別の資料を出してもらえんかね。 

森岡敬晶国道・交通政策課長兼スマートインターチェンジ推進室長 

交通計画の中で出た資料について、提出いたします。 

飛松妙子委員 

１点は、バスの料金が上がったかどうか。 

もう一点は、鳥栖市が来年度はいろんなイベントを考えているっていうことであれば、バ

スの利用者が増える可能性がありますので、その傾向もできたら調べていただければと思う

んですが、いかがでしょうか。 

藤田昌隆委員長 

すいません。 

副委員長の質問は、資料の提供ですか。そうじゃなくて、口頭での答弁ですか。（「来年

度に向けて」と呼ぶ者あり） 

森岡敬晶国道・交通政策課長兼スマートインターチェンジ推進室長 

西鉄バスの料金の改定がございまして、俗にいう初乗りといいますか、それが170円から

210円に値上げをされております。 

飛松妙子委員 

ありがとうございます。 

その結果、何万人が乗って、運賃がどのくらい上がったかっていうのは分かりますか。そ 

の結果、この1,000万円のプラスになった分のどのくらいの割合が値上げした分か分かりま 

すか。 

森岡敬晶国道・交通政策課長兼スマートインターチェンジ推進室長 

先ほどお伝えしましたバス運賃が、本年２月１日付けで値上げされております。 

現在、我々が集計していますのは、一昨年の10月から９月までという１年間でしておりま

すので、値上がりの分についての影響は今後の集計で上がってくるものと考えております。 

飛松妙子委員 

分かりました。 

藤田昌隆委員長 



 

- 30 - 

 

よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

それでは、質疑を終わります。 

次に、経済部関係議案の審査に入りますので、執行部準備のため暫時休憩いたします。 

 

  午後２時１分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午後２時８分再開 

 

藤田昌隆委員長 

再開いたします。 

審査に入ります前に、宮原部長より一言御挨拶をお受けしたいと思います。 

宮原信経済部長兼上下水道局長 

本日御審議いただきます経済部及び上下水道局関係の案件につきましては、乙議案が補正

予算関係議案４件、甲議案は追加して提案をさせていただきました新産業集積エリア事業用

地の３工区の造成に係る工事請負契約に関するものでございます。 

補正予算関係議案の主なものといたしましては、一般会計の農林水産業費につきまして、

下野地区の県営経営体育成基盤整備事業について今年度の本市の負担額に伴うもの。また、

防災重点ため池整備事業では、地震耐性評価及び豪雨耐性評価を実施するものでございます。 

このほか、主に事業費の決算見込みなどに伴うものでございます。 

なお、事情により年度内施行が困難な事業につきましては、繰越明許費の設定をさせてい

ただいております。 

詳細につきましては、各担当課長のほうから御説明をさせていただきますので、よろしく

お願いいたします。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

どうもありがとうございました。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 
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  農林課・農業委員会事務局 

 

   議案乙第３号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第８号） 

 

藤田昌隆委員長 

これより、経済部関係議案の審査を始めます。 

農林課及び農業委員会事務局関係議案の審査を行います。 

議案乙第３号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第８号）を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

庄山裕一農業委員会事務局長 

それでは、議案乙第３号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第８号）のうち農業委員会

事務局関係分について御説明をいたします。 

補正予算説明資料の２ページをお願いいたします。 

歳入につきまして、款17県支出金、項２県補助金、目４農林水産業費県補助金、節１農業

費県補助金の補正のうち主なものといたしましては、説明欄２項目めの農地利用最適化交付

金で、農業委員11名及び推進委員15名が取り組んだ農地集積や遊休農地の解消等の活動、成

果、実績に対する県の交付金を補正するものでございます。 

続きまして、資料３ページをお願いいたします。 

歳出の主なものにつきましては、款６農林水産業費、項１農業費、目１農業委員会、節１

報酬の補正につきましては、歳入で説明いたしました農地利用最適化交付金が農業委員及び

推進委員の活動に対する報酬の加算措置の交付金となっているため、合わせて補正をするも

のでございます。 

次に、節７報償費から節13使用料及び賃借料の減額は、決算見込みにより減額補正をする

ものでございます。 

以上、簡単ではございますが、農業委員会事務局関係分の補正予算説明とさせていただき

ます。 

楠和久農林課長 

続きまして、農林課関係分について御説明いたします。 

各科目において、決算見込みにより補正を行っておりますが、主なものについて御説明い

たします。 

まず、歳入の主なものについて御説明いたします。委員会資料４ページをお願いします。 

款14分担金及び負担金、項１分担金、目２災害復旧費分担金、節１農林水産施設災害復旧 
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費分担金につきましては、令和５年発生災害復旧事業、蔵上井堰災害復旧工事の国庫補助金

補助率のかさ上げにより減額するものでございます。 

款16国庫支出金、項２国庫補助金、目６災害復旧費国庫補助金、節１農林水産施設災害復

旧費国庫補助金につきましては、令和５年発生災害復旧事業、蔵上井堰災害復旧工事の国庫

補助金補助率のかさ上げにより増額するものでございます。 

５ページをお願いします。 

款17県支出金、項２県補助金、目４農林水産業費県補助金、節１農業費県補助金のうちの

４項目め、農村地域防災減災事業補助金につきましては、防災減災事業として取り組む、た

め池劣化状況評価業務に係る補助金でございます。 

項３委託金、目２農林水産業費県委託金、節１農業費委託金につきましては、下野町の経

営体育成基盤整備事業に係る今年度の登記事務の実績見込みに伴う補正でございます。 

６ページをお願いします。 

款20繰入金、項１基金繰入金、目４森林環境譲与税基金繰入金、節１森林環境譲与税基金

繰入金につきましては、森林経営管理事業の事業実績見込みにより減額するものでございま

す。 

７ページをお願いします。 

款23市債、項１市債、目４農林水産業債、節１農業債につきましては、下野地区で行って

おります県営経営体育成基盤整備事業の令和６年度分事業費実績見込みによる補正でござい

ます。 

目８災害復旧債、節１農林水産施設災害復旧債につきましては、分担金国庫補助金と同じ

く、蔵上井堰災害復旧工事の国庫補助率のかさ上げにより減額するものでございます。 

次に、歳出の主なものについて御説明いたします。９ページをお願いします。 

款６農林水産業費、項１農業費、目３農業振興費、節18負担金、補助及び交付金の説明欄

１項目め、鳥栖三養基有害鳥獣広域駆除対策協議会負担金につきましては、令和６年度にお

ける有害鳥獣捕獲数に対する奨励金の負担金でございます。 

10ページをお願いします。 

目５農業生産基盤整備費、節12委託料につきましては、三島・江島地区の経営体育成基盤

整備事業計画策定業務として本年度当初予算に計上しておりましたが、事業採択の要となり

ます園芸団地用地の調整に時間を要しましたことから、令和７年度に改めて計上することと

したため減額するものでございます。 

11ページをお願いします。 

節18負担金、補助及び交付金の３項目め、県営経営体育成基盤整備事業負担金につきまし 
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ては、下野地区で行っております事業の令和６年度事業費実績見込みによる補正でございま

す。 

次のページの主要事項説明書をお願いします。 

令和６年度につきましては、揚水機場、用水路及び農道の整備などを行っております。 

14ページをお願いします。 

目６農地等保全管理費、節12委託料の測量設計委託料につきましては、ため池劣化状況評

価業務に要する費用の補正でございます。 

事業費につきましては、令和７年度に繰越すこととしております。 

次のページの主要事項説明書をお願いします。 

防災重点ため池に係る防災工事等の推進に関する特別措置法の規定に基づいて、県が策定

した防災工事等推進計画に基づき、ため池の劣化状況評価、地震・豪雨耐性評価及び測量を

実施するものでございます。 

令和７年度は１か所のため池について実施することとしており、予定していた全てのため

池について劣化状況調査等が終了する予定でございます。 

17ページをお願いします。 

項２林業費、目２林業振興費、節12委託料につきましては、伐採面積が予定より減少した

ため減額するものでございます。 

19ページをお願いします。 

款11災害復旧費、項１農林水産施設災害復旧費、目１農林水産施設災害復旧費につきまし

ては、実績見込みにより減額補正するものでございます。 

20ページをお願いします。繰越明許費について御説明いたします。 

地域水利施設ストックマネジメント事業につきましては、鳥栖市土地改良区が実施するポ

ンプ修繕実施設計について、業務完了に必要な工期が年度内に確保できないため、補助金を

繰り越すものでございます。 

小規模土地改良事業につきましては、村田町申請の井堰修繕について、修繕製品の受注生

産により時間を要し、今年度中に完了できないため、補助金を繰り越すものでございます。 

防災重点ため池事業につきましては、防災重点ため池の豪雨耐性評価、地震耐性評価業務

について、業務完了に必要な工期が年度内に確保できないため繰り越すものでございます。 

農林水産施設災害復旧事業につきましては、令和５年度に発生した農業用施設災害につい

て、工事完了に必要な工期が年度内に確保できないため繰り越すものでございます。 

以上、簡単ではございますが、農林課関係分の補正予算説明とさせていただきます。 

藤田昌隆委員長 
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説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

小石弘和委員 

池田下のため池の伐採工事の予算は全部消化したわけですか。 

楠和久農林課長 

本年度予算については予算消化しております。 

ただ、全てを伐採できておりませんので、できていない分については、令和７年度に予算

を計上しているところでございます。 

藤田昌隆委員長 

小石委員、よろしいですか。 

小石弘和委員 

はい。 

藤田昌隆委員長 

ほかには。 

和田晴美委員 

私からは、県の支出金の目４、節１の項目……（「ページ数は」と呼ぶ者あり） 

５ページになります。 

歳入で、中山間地域等直接支払推進交付金がありますが、減額は僅かではありますけれど

も、この活用についての状況を御説明いただけますでしょうか。 

楠和久農林課長 

中山間の交付金については、まず対象区域が河内町、牛原町、上の車地区が対象となって

おります。 

全て合わせて300万円程度の交付金になるんですけれども、草刈り等の共同活動費であっ

たりとか、そういったものに対する消耗品と、後は、活動面積に応じて個人配分をすること

ができるようになっていますので、そういったものについて支払いを行っております。 

和田晴美委員 

じゃあ、御説明いただきました個人配分っていうのは面積に応じてということですが、配

分された方はどういった活用をされているか教えていただけますでしょうか。 

脇弘人農林課農政林務係長 

補足して説明申し上げます。 

５ページの歳入につきましては、事務費２万1,000円の減額でございますが、これは中山間 

の農業者の方に支払う分の補助金ではなくて、我々鳥栖市農林課のほうに来る事務費でござ

います。 
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農家の方に配分する個人分担金でございますけれども、これは地元の活動組織のほうで配

分を決めてあるんですけれども、草刈りとかをした日当に充てる分、そういったものと、あ

とは面積に応じた個人配分ということで農家の方の収入に充てる分でございます。 

以上でございます。 

和田晴美委員 

ありがとうございます。 

ひとまず、現状は御説明で把握いたしました。 

続きまして、９ページの質問に移りたいと思います。 

節18のところにあります鳥栖三養基有害鳥獣広域駆除対策協議会負担金ですが、この１頭

当たり2,500円云々かんぬんについてお尋ねさせていただきます。 

確認ですが、それぞれ成獣に対しての負担だと思いますけれども、本市においての成獣の

定義についてお尋ねしたいと思います。 

また、他の三養基のほうと同等の条件でしているのかなどを聞かせてください。 

なぜかといいますと、捕獲の効果について、交付金の支給に関して厳しく言ってきている

ので、そういった意味で効果があるかないかをお伺いしたく、お尋ねさせていただきます。 

楠和久農林課長 

成獣か幼獣かの違いということですけれども、個体の大きさと、あとは、御存じかと思い

ますが、しま模様があるかどうかそういったところで判断をしているところです。 

藤田昌隆委員長 

よろしいですか。 

和田晴美委員 

間違えていたら訂正をお願いしたいと思いますが、先ほどの回答では本市においてイノシ

シであると幼獣の際にしま模様がついているので、しま模様が消えた時点でイノシシを成獣

とみて、この2,500円を交付するということですか。 

そうなると、これから効果的なものをするために私からお願いですけれども、成獣といい

ますのが、繁殖能力が備わったものというのが定義的に入っておりますので、何らか協議を

行っていただいて――線が抜けた状態っていうのは繁殖能力がありませんので。 

これは私が勝手に言うことではないかと思いますので、繁殖能力に対しての個体の大きさ

を協議会のほうでじっくり――よければセンチでしたほうが問題がないかと思いますので、

そのような定義について協議を今後いただきたいということが一点。 

あともう一つは、成獣が６割以上なければ、もう10年たっても20年たっても効果が出なか

ったという兵庫県のデータがございましたので。 
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何でこれを言っているかというと、予算を削られたら困るので、きちんとした効果的な捕

獲事業を進めていただきたいということで要望いたしますが、今の時点でそのような協議が

できる状態なのかお答えだけいただけますでしょうか。 

楠和久農林課長 

おっしゃったような御指摘については猟友会さんと協議を行いながら、きちんと効果が上

がるような捕獲につなげていきたいと思います。 

齊藤正治委員 

イノシシの話ですけれども、旭地区という江島のところ、うちの周辺ではいつも何か巣が

あって、そして同じような……、同じようなっていうか顔はあまり見ませんけれども、子に

なったり親になったりして繰り返し来ているっていうこと。要するに代々そこにすみついて

いるのがやっぱり残っているのかなと。すみかになっているところがあるというような気が

しているんです。 

だからいつも同じような場所から出てきて、夕方になったら餌を食べて戻っていくってい

うような繰り返しが……、見ているとそういう感じみたいですけれども、そこら辺の捕獲っ

ていうか、箱わなを置いてあるんですけれども、なかなかかかって来ないような状況なんで

すけれども。 

藤田昌隆委員長 

だからどうしてほしいっちゅう意味ですか。 

楠和久農林課長 

実際のところ、どういった個体がどういう状況なのかという細かいところまでは当然把握

はできていませんが、ここに挙げていますように毎年500頭前後の捕獲をしていただいてお

ります。 

先ほども和田議員のほうからもありましたけれども、昨年この委員会でもちょっと出まし

たが、国のほうも効果的な捕獲をということが出ていますので、そういった効果的に捕獲が

できるような手法について、国も含めて検討していくべきかと思います。 

藤田昌隆委員長 

よろしいですか。 

齊藤正治委員 

 何ていうか、同じところばっかりに箱わなを置いてあるということは、要するにそこにず 

っとあちこちから来ている可能性が非常に高いんですけれども、そういったところのすみつ 

いているところを抑えてしまうということはできないんですか。 

楠和久農林課長 
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箱わなを置く場所については、巡回がしやすいところとか、人目につかないところとかそ

ういった条件があるので、どこでも置けるわけではないっていうことがあって、同じような

ところになっている部分もあるかとは思います。 

しかし、可能な限りできるだけ減らせるように、先ほど申し上げましたように猟友会さん

とも協議しながらできる限りの対策をしていきたいと考えております。 

小石弘和委員 

14ページの測量調査委託料。池田上ため池の。 

これは県支出金だから一般財源からじゃないから、別に問題はないと思うんです。調査は

分かるけど、このため池をどうしたいという県の指示も同時に来ているわけですか。 

楠和久農林課長 

ため池に関する法制度が平成30年の豪雨によってつくられたものでございます。 

ため池の決壊により全国的に被害がその時多く発生したということで、新たな法律がつく

られて、まず、全国的にそういったため池の調査をしなさいということです。 

小石弘和委員 

そこの説明は分かっとると。この池田上のため池を今度は地震対策、豪雨対策用に調査す

るというようなことでしょう。700万円。県はこの調査をしてどういうふうに池田上のため池

をしたいんかと。それで予算を組んでくると思うんですけど、それを私はお聞きしてるんで

す。 

楠和久農林課長 

調査した結果、例えば地震耐性がない、豪雨耐性がないっていうことが分かれば、当然、

それに伴う対策が必要になってくるかと思います。 

県のほうからもそういったため池の整備事業について説明があっております。 

ただ、現状といたしましては、今回、国のほうの予算でこういった調査に関する予算はつ

いております。 

ため池のそういった改修事業とかの事業メニューはございます。 

ただ、予算枠が現状そこまで大きくありませんので、例えば改修をしたいとすぐ手を挙げ

てすぐ予算がつくかっていうと現状そういった状況ではないというところがございます。 

ですので、もちろん手は挙げていくようになるんですけれども、現状、県のほうも国のほ

うもその整備事業に対する予算がそこまで多くないので、いつそういった整備事業ができる 

のかっていうのが課題といえば課題で、県のほうも認識はしているんですけれども、予算規 

模が少ないっていうのが現状です。 

小石弘和委員 
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このため池をしたいといったときには市が手を挙げていくわけですか。 

楠和久農林課長 

ため池は基本的に水利権者で管理していただくようになっていますので、まずはそれぞれ

の管理者の方が手を挙げていくのが最初だと思います。 

小石弘和委員 

池田上のため池はもう水利権者がおらんよ。余水吐でも何十年って抜いてない。田んぼが

ないんやから。部長も知ってるはずよ。 

宮原信経済部長兼上下水道局長 

今、おっしゃった水利権者がいないというのは、多分池田下のほうだと思います。 

池田上はまだ作っておられる方が数名いらっしゃいます。 

小石弘和委員 

私はそうは聞いていなかったわけ。何十年もあそこを整備したことがないし、余水吐も抜

いたこともない。 

あそこがほたってあるから、かえって池田下のため池のほうが豪雨の際はどうしようもな

いわけ。それでこの調査をして手を挙げても一緒だと私は思うんです。 

部長、すみませんけど、水利権者は何名ぐらいいらっしゃるんですか。 

宮原信経済部長兼上下水道局長 

私が知り得る限りでは、実際田んぼを作られている方はお二方いらっしゃいます。 

小石弘和委員 

そのお二方が大体どのくらいの田んぼを作られているんですか。 

宮原信経済部長兼上下水道局長 

すみません。 

そのお二方の耕作面積は、今、私が数字を持ち合わせておりません…… 

小石弘和委員 

耕作面積が５反以下なら整備はできないんですよ。私はそういうふうに聞いております。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

ほかには。 

野下泰弘委員 

すみません、ページ戻るんですが、９ページでどうしてもアライグマを聞きたくて。 

私、基里のほうに住んでいますが、毎年非常にアライグマが出て被害があるんですけど、 

そもそもの価格設定もそうなんですけど、市内の生息数というところで、イノシシとアライ 
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グマはどれぐらい生息しているのかなって。 

楠和久農林課長 

アライグマのほうははっきり分かりませんが、イノシシについてもなかなか生息数を把握

するのが困難だというふうに国の資料等でもされているような状況です。 

野下泰弘委員 

そうしたら、そもそもこの2,500円と1,000円――山の方はイノシシ被害がすごいというこ

とが言われていると思うんですけど、山を下りた市街地は多分アライグマがかなり出ている

と思うんです。そこの意見というか、要望にこの数字が沿った結果と言えるのか。 

イノシシ被害っていうところでももちろん農家さんたちが困られてると思うんですけど、

ふだんこの町なかに住まわれてる方からの被害がこの数字に反映されているのか。 

アライグマの被害が多いって言われていて、もしされてないようなら、同等の2,500円では

ないっていうところとか、そこは数字に比例してるのかっていうところを教えていただいて

もよろしいですか。 

楠和久農林課長 

アライグマの捕獲報償金、これは国の分、県の分、市の分とございまして、1,000円という

ふうに上げさせていただいていますが、実際の報奨金は国が1,000円、県が1,000円、合わせ

て3,000円の報奨金がございます。 

今おっしゃったような、これが見合っているのかっていうことについては、イノシシを捕

るのとアライグマを捕るのの負担とか、そういったことを考慮して算定されているものと考

えております。 

野下泰弘委員 

要望っていうところでいうとどうでしょうか。実際はイノシシとアライグマではかなり同

じぐらいの被害報告があるとか要望があるっていうところでは。 

楠和久農林課長 

イノシシとかですと、主に水稲、田んぼの被害とかが多い。アライグマですと果樹とかそ

ういったものの被害になりますので。 

ただ、果樹を作られている方がそこまで多くないということで――もちろん被害の報告は

ございますし、御自分で捕獲されている方もいらっしゃいますが、相対的にはイノシシのほ

うが面積的にも大きいのかなと考えています。 

野下泰弘委員 

 市街地っていうか、下のほうでは、ほとんどもう自腹で捕っているんです。私も毎年毎年 

父の手伝いで捕まえているんですけど、毎年来るんですよ。そうしたら、やっぱり山のほう 
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から下りて来ているとしか考えられなくて。 

山ではないというそこを、この価格差――イノシシ2,500円でアライグマ1,000円なら、僕

ならイノシシ捕ったほうが食べられるしっていうところもあると思うんで、このアライグマ

もちゃんと捕獲してくれるような価格設定にできないものかとちょっと御相談でした。 

要望です。お願いします。 

藤田昌隆委員長 

今のは、要望としてお聞きしておきます。 

和田晴美委員 

齊藤議員の御質問に対して、加えて私から要望です。 

これまで見ていく中で、ハード事業とソフト事業御存じだと思いますけれども、捕獲に関

する課題が大きいと思うんです。 

なので、例えば研修だとか情報を整理するなどのソフト事業のほうを少しばかり今後検討

していただけないかというところで、私のほうから要望をお伝えさせていただきます。 

以上です。 

飛松妙子委員 

イノシシとアライグマの捕獲の後の処分はどのようにされているかをお聞かせください。 

楠和久農林課長 

イノシシについては、主に焼却処分と埋設により処分をされております。 

アライグマについては、特定外来生物ですので捕獲した場合にそのまま山とかに放しては

いけないようになっているんで、原則殺処分をしないといけない。殺処分の方法はそれぞれ

様々に行われているかと思います。 

飛松妙子委員 

アライグマを殺処分した後は埋めていらっしゃるのか。 

楠和久農林課長 

アライグマとか他の死亡した小動物等は、例えば焼却場に持っていけば焼却をしていただ

くことができますが、現状イノシシは受入れが行われておりませんので、個人で焼却場を持

っていらっしゃる方がいらっしゃるんで、その方のところに持ち込んでいただくか、もしく

は埋設ということになります。 

飛松妙子委員 

 埋設の場合はどういう場所に。例えば個人の土地なのか、市が指定しているちゃんとした 

場所があるのか教えてください。 

楠和久農林課長 



 

- 41 - 

 

指定した場所とかではなくて、個人の農地とかそういったところになります。 

飛松妙子委員 

では、イノシシを埋設する場合は、今回は636頭あったってことなんですが、大体どの程度

埋設になるんでしょうか。 

楠和久農林課長 

今、細かい数字を持っていないんですが、少なくとも半数以上は焼却処分をされておりま

す。 

飛松妙子委員 

では、個人の土地に埋設をするということなんですが、何人の方がその場所を持っていら

っしゃって、そこに埋設ができるんでしょうか。 

楠和久農林課長 

基本的には捕獲した場所に埋設をするようになっているんですが、自分のところっていう

わけではなくて、状況に応じて埋設場所を――当然、地権者の方とかの相談も出てくるかと

は思いますが、そういったことになると思います。 

ただ、埋設にしろ、焼却にしろ、負担がかかっているっていうのは現状ございますので、

例えば、ほかの市町では外部に委託していたりするところもあるみたいですし、そういった

処分の手法については猟友会さんともいろんな協議はしているようなところではあります。 

飛松妙子委員 

そうですね。処分に関しては１年間で636頭。これが毎年毎年続くようであればその処分を

どういうふうにするのかっていうのをしっかりと市と協議していただいて、あまり相手の負

担にならないようにしていただければと思いますのでよろしくお願いいたします。 

小石弘和委員 

14ページの農地等保全管理費、使用料及び賃借料、ＮＨＫ放送受信料で36万1,000円も組ん

でいるけど、実際これ払ったことあるわけ。 

それから、備品購入費、何を買ってるの。 

楠和久農林課長 

使用料及び賃借料でございますけれども、今回、受信料を減額しているんですけれども、

36万円の内訳としては、ダム施設関係の機器等の賃借料、例えばパソコンであったりとか、

河川プールを設置する際のテント借上料であったり、ダムに軽トラックを配備しているんで 

すけれども、その車等の賃借料を全部合わせて36万円ぐらいの金額になっております。その 

中に受信料が含まれております。 

 施設用備品購入費についても、これもダム関係の備品になっていますので、令和６年度に 
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ついては刈払機を１個購入しているところです。 

小石弘和委員 

しかしこの使用料、賃借料がぴしっと合うね。数字は１円たりとも違わんやんね。 

楠和久農林課長 

これの内訳を簡単に申し上げますと、パソコンの借上料が５万円ぐらいで、車の借上料が

22万円ぐらいで、受信料が１万3,000円ぐらいです。 

これが当初予算で予算をつける中で、それぞれ端数を1,000円単位で最終的に決算で全部

科目を合わせますと、端数が1,000円減額が出るということで、今回1,000円の減額をしてお

ります。 

ですので、基本的には当初予算の執行予定どおりしているんですけれども、例えば、パソ

コン、ダム、それぞれ1,000円切上げて一旦予算計上しているものですから、決算額に直すと

1,000円余るということで今回マイナス1,000円ということで補正をさせていただいておりま

す。 

藤田昌隆委員長 

なければ終わりますが、よろしいですか。 

    〔発言する者なし〕 

以上で質疑を終わります。 

次に、商工観光課関係議案の審査に入りますので、執行部準備のため暫時休憩をいたしま

す。 

 

  午後２時48分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午後２時53分再開 

 

藤田昌隆委員長 

再開いたします。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  商工観光振興課 
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   議案乙第３号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第８号） 

 

藤田昌隆委員長 

これより、商工観光課関係議案の審査を始めます。 

議案乙第３号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第８号）を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

３月補正予算中一般会計、商工観光課関係分の主なものについて御説明をいたします。 

委員会資料21ページをお願いします。 

歳入です。いずれも決算見込みに伴う補正でございます。 

次のページをお願いします。 

款19寄附金につきましては、ふるさと納税の主要な謝礼品でございましたコカ・コーラ社

のお茶類が鳥栖工場の生産ではなくなったため、総務省の地場産品基準に基づきまして、謝

礼品から除外せざるを得なくなっております。そのことが減額補正の主な要因となっており

ます。 

次のページをお願いいたします。 

いずれも決算見込みに伴う補正でございます。 

24ページをお願いいたします。 

歳出です。いずれも決算見込みに伴う補正でございます。 

次のページにつきましても、決算見込みに伴う減額補正となっております。 

次のページをお願いいたします。 

目３観光費、節７報償費、こちらにつきましては、ふるさと納税に係る謝礼品代の決算見

込みに伴う減額補正でございます。 

次のページをお願いいたします。 

節10需用費から節12委託料まで、こちらにつきましても同じくふるさと納税に係る決算見

込みに伴う減額補正となっております。 

以上、説明を終わります。 

藤田昌隆委員長 

それでは、質疑を行います。 

野下泰弘委員 

25ページの節18、オフィス環境設備と空き店舗のところです。 
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今年はこれの活用はあったのか、確認でお願いします。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

まず、オフィス環境整備費補助金ですけれども、県の補助金と合わせて市のほうで補助金

を出している制度でございますが、昨年度、一昨年度については活用されてございますが、

今年度につきましては活用がなかったところでございます。 

次に、空き店舗等活用支援事業補助金につきましては、これまで活用の実績はございませ

んでしたが、今年度は１件活用がございまして、これは２件分の予算を確保しておったんで

すけれども、１件分実績がございまして、残る１件分の減額補正となってございます。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

ほかには。 

飛松妙子委員 

26ページのふるさと納税の謝礼品が減っている分が、いつから製造が変わったのか教えて

いただけますか。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

総務省の地場産品の基準については、毎年少なからず改正が行われておりまして、この地

場産品基準に基づく改正は２年ほど前に行われております。 

今年度からコカ・コーラ社のお茶類が鳥栖工場の生産ではなくなったということで、謝礼

品から令和６年度から外れているところです。 

以上です。 

飛松妙子委員 

ということは、2024年の４月から制度が変わって減ったっていうことですね。分かりまし

た。 

藤田昌隆委員長 

なければ終わりますが、よろしいですか。 

    〔発言する者なし〕 

以上で、質疑を終わります。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

   議案乙第６号令和６年度鳥栖市産業団地造成特別会計補正予算（第２号） 

議案甲第18号工事請負契約の締結について 
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藤田昌隆委員長 

続きまして、議案乙第６号令和６年度鳥栖市産業団地造成特別会計補正予算（第２号）及

び議案甲第18号工事請負契約の締結についてを一括議題とします。 

執行部の説明を求めます。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

３月補正予算中、産業団地造成特別会計について御説明いたします。 

委員会資料の28ページです。歳入です。 

いずれも決算見込みに伴う補正となっております。 

次をお願いいたします。 

歳出です。 

節18負担金、補助及び交付金、こちらにつきましては、県道中原鳥栖線の道路改良事業の

進捗に合わせまして、水道管の埋設工事を上下水道局に負担金として支払って実施をいたし

ております。 

今年度予定しておりました水道管の埋設工事のうち、県道工事の進捗により、一部令和７

年度に見送りましたのでその分を減額補正するものでございます。 

款２公債費、目２元金、節22償還金、利子及び割引料につきましては、事業費の減額分を

その分を地方債元金の繰上げ償還に充てるものとなっております。 

続きまして、令和６年度予算に関連しておりますので、追加議案の議案甲第18号工事請負

契約の締結について御説明をいたします。 

委員会資料30ページをお願いいたします。 

今回の契約でございますけれども、アサヒビール株式会社との土地売買契約に基づきまし

て、同社の指定する施工業者に新産業集積エリア３工区の造成工事を発注するものでござい

ます。 

なお、選定に当たりましては、12月に御説明をいたしておりましたとおりですけれども、

市内業者を半数以上入れていただくということで条件としておりましたので、今回このよう

な共同企業体となっております。 

工事名は新産業集積エリア整備事業造成工事（３工区）、工期は議決の翌日から令和８年

１月30日まで、請負金額は税込み３億6,190万円、請負者は前田道路・伸晃建設共同企業体で

ございます。 

次のページをお願いいたします。 

３工区の造成区域にグレーで着色をしております。そちらが３工区の造成区域となってお 
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ります。 

なお、今回発注いたします３工区の造成工事には、緑地や公園などの公共施設部分の整備

は含まれておりません。 

緑地、公園等の整備につきましては、市のほうで別途、指名競争入札にて地元業者に発注

をしたいと考えております。 

以上、説明を終わります。 

藤田昌隆委員長 

ありがとうございました。 

これより質疑を行います。 

小石弘和委員 

特別会計の令和６年度産業団地造成特別会計補正予算（第２号）の中で、新産業集積エリ

アの整備事業で、これには公園緑地工事が入っているわけですよね。 

これは令和４年度から令和８年度までだから、繰越明許費は要らないわけですよね。継続

繰越しでするわけですよね。 

ここには出てきていないわけですけど、これは私も興味があって何度か様子を見に行って

いるわけです。そのときに、公園緑地工事の中で当初工期は令和６年11月29日から令和７年

３月17日の工期は変更工期されているわけです。ちゅうことは、令和７年５月２日までにな

っているわけですよね。 

私自身も幾度となく見に行っているわけですけど、その進み具合にしても工期をなぜのん

だかと。 

変更になった理由をお聞きしたいというふうなことで、これは担当課の産業団地推進係の

理事者である能冨技術者にお聞きしたいと思います。 

能冨繁和商工観光課産業団地推進室長補佐兼産業団地推進係長   

議員の質問にお答えいたします。 

今回、令和６年度を通して公園緑地工事を発注しております。 

今回、３月７日までの工期としておりましたが、変更の理由といたしましては、工事の中

で遊歩道を整備することになっておりまして、遊歩道のわきに雨水を処理するための側溝を

敷設するように計画をしております。 

その側溝の製品自体が、最近佐賀県の中でも大規模な開発等を行っておる関係もありまし

て、製造が追いつかないということが一番の原因としてありまして、最終的な納入が３月の

下旬ぐらいまでかかってしまうということでしたので、今回工期を変更させていただきまし

た。 
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以上です。 

小石弘和委員 

この緑地工事は全額で１億5,000万円ぐらいあるわけですよ。うちはその半額を工事に使

っているわけです。公園緑地は今、約8,949万円ぐらいです。この工事は工期内でも２者ぐら

いでできると思うんですよ。 

当初の工期で終わっていただくように担当課のほうで――これを分割して、公園その１、

その２、緑地Ｃその１、緑地Ｂその１、その２、その３で区割りして入札をされているわけ

です。６分割して６者に入札をされているわけ。 

これは工期内で終わっていただくような担当課の配慮があったことだと思うんです。 

そして、二、三者ぐらいのものを６者で分けてやられたら工期内で終わって、次の段階に

進めるというふうな目論見もあったと思うんですけど、この工期内で終わっている会社っち

ゅうのは１者しかないんです。あとの５者はまだ終わっていないんですよ。 

担当課の技術者である方が頻繁に現場に出向いて、いろんなところでお話をしながら、工

期内にどうかというふうな指導をするべきじゃないですか。 

確かに今、理由は述べていただきましたけど、労働力の問題もあると思うんですよ。 

そういうふうなところも技術者である係長さんがそこの代表者を全体に集めてやれるもの

か、大物を集めて行ってハッパをかけるとか、おまえたちはなんしよっとかっていう、こう

いうような言葉を出してもらって。極論言うと業者からなめられたらいかんわけです。 

せっかく配慮をして出した工事が遅れて、もう少し積極的に担当課も業者のほうも頑張っ

てもらわんといかんじゃないかなと。そうせんと後の工事が進まないわけです。せっかくの

市のいい事業が……、要するに私はそれを言いたいんです。部長さんどうですか。 

藤田昌隆委員長 

いや、その前に。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

小石議員がおっしゃられていることは、ごもっともでございまして、理由はどうあれ工期

内に収めていただくと。 

それをこちらのほうも助言、指導していくというような立場であるというふうに認識をし

ておりますので、真摯に受け止めさせていただきまして今後対応に生かしてまいりたいと思

っております。ハラスメントにならないように注意しながら行ってまいります。 

藤田昌隆委員長 

よろしくお願いします。 

ほかになければ、よろしいですか。 
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    〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

商工観光課関係議案に対する質疑を終わります。 

次に、上下水道局関係議案の審査に入りますので、執行部準備のため暫時休憩いたします。 

                                           

  午後３時８分休憩 

                                           

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                           

  午後３時13分再開 

                                           

藤田昌隆委員長 

再開いたします。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  上下水道局 

                                          

議案乙第７号令和６年度鳥栖市水道事業会計補正予算（第２号） 

議案乙第８号令和６年度鳥栖市下水道事業会計補正予算（第３号） 

                                          

藤田昌隆委員長 

これより、上下水道局関係議案の審査を始めます。 

議案乙第７号令和６年度鳥栖市水道事業会計補正予算（第２号）及び議案乙第８号令和６

年度鳥栖市下水道事業会計補正予算（第３号）を一括議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

犬丸章宏上下水道局管理課長 

それでは先に、議案乙第７号令和６年度水道事業会計補正予算（第２号）の概要につきま

して、補正予算説明資料により御説明をさせていただきます。 

資料の２ページをお願いいたします。 

まず、収益的収支のうち、収入に係ります補正の主なものについて申し上げます。 

款１水道事業収益、項１営業収益、目１給水収益につきましては、水道料金の決算見込み

に伴う補正でございます。 
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続きまして、目２加入金につきましては、給水装置の新設などに係る加入負担金の決算見

込みに伴う補正でございます。 

続きまして、目３受託工事収益につきましては、雨水整備事業、河川改修事業などに伴い

ます受託工事に係る負担金の決算見込みに伴う減額補正でございます。 

続きまして、目４その他の営業収益につきましては、下水道使用料の徴収事務に係ります

下水道事業会計からの負担金及び消火栓維持管理に係ります一般会計からの負担金などの決

算見込みに伴う減額補正でございます。 

続きまして、項２営業外収益、目１受取利息及び配当金につきましては、有価証券利息な

どの決算見込みに伴う補正でございます。 

資料３ページをお願いいたします。 

続きまして、収益的収支のうち、支出に係ります補正の主なものについて御説明いたしま

す。 

款１水道事業費用、項１営業費用、目１原水及び浄水費につきましては、水処理で使用し

ます薬品代などの決算見込みに伴います減額補正でございます。 

続きまして、項２営業外費用、目１支払利息及び企業債取扱諸費につきましては、企業債

の借入利率の確定などに伴います減額補正でございます。 

次に、目２消費税及び地方消費税につきましては、建設改良事業の一部を翌年度へ繰越し

が生じたことなどにより、納付税額が増額となったことに伴います補正でございます。 

資料の４ページをお願いいたします。 

続きまして、資本的収支のうち収入に係ります補正の主なものについて御説明いたします。 

款１資本的収入、項２工事負担金、目１工事負担金につきましては、道路改良事業、開発

行為などに伴います受託工事に係る負担金の決算見込みに伴う減額補正でございます。 

続きまして、項３他会計負担金、目３他会計負担金につきましては、消火栓設置に係る一

般会計からの負担金の決算見込みに伴います減額補正でございます。 

続きまして、資本的収支のうち支出に係ります補正の主なものについて御説明いたします。 

款１資本的支出、項１建設改良費、目１原水設備費につきましては、入札の執行などによ

る工事請負費の決算見込みに伴います減額補正でございます。 

続きまして、目３送配水設備費につきましては、本年度の工事実施を予定した箇所のうち 

河川改修や道路改良の事業進捗に伴い工事の実施を翌年度以降としたことなどに伴います減 

額補正でございます。 

続きまして、項３投資その他の資産、目１投資有価証券につきましては、有価証券買入れ

の決算見込みによる減額補正でございます。 
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続きまして、議案乙第８号令和６年度下水道事業会計補正予算（第３号）の概要について

説明をさせていただきます。 

初めに、大変申し訳ございませんけれども補正予算書の資料ではなくて議案のほうの補正

予算書を御覧いただきますようにお願いいたします。 

それでは、補正予算書18ページを御覧いただきますようにお願い申し上げます。 

18ページの下のほうにありますけれども、第４条の債務負担行為の廃止について、初めに

説明をさせていただきます。 

浄化センターに関する債務負担行為でございますけれども、浄化センターは、浸水想定区

域内に位置しておりますことから、耐水化を図るため令和９年度までを事業期間とし、水処

理施設の周囲に耐水壁を設置することを予定し、債務負担行為を設定させていただいており

ました。 

しかしながら、国からの交付金の今後の見通しなどについて、国、県との調整を行いまし

た結果、各年度の事業費の平準化を図るため、耐水化の事業期間を延伸するなどの事業計画

の見直しが必要となりました。 

このようなことから、変更後の事業計画に即した債務負担行為の設定をさせていただきた

いため、今回ここにお示しをしております当該債務負担行為につきましては、一旦廃止をさ

せていただきまして、令和７年度の予算案におきまして改めて債務負担行為を設定させてい

ただきたいというふうに考えております。 

そういったことで、今回の廃止の議案のほうに記載をさせていただいているということで

ございます。 

債務負担行為に関する説明は以上でございますので、大変申し訳ございませんけれども補

正予算の内容につきまして、資料のほうでまた説明をさせていただきたいと思います。 

補正予算説明資料の５ページを御覧いただきますようにお願いを申し上げます。 

資料５ページでお願いいたします。 

まず、収益的収支のうち収入に係る補正の主なものについて御説明いたします。 

款１下水道事業収益、項１営業収益、目２他会計負担金につきましては、雨水処理に要す

る経費として一般会計から受け入れる負担金の決算見込みに伴う減額補正でございます。 

次に、項２営業外収益、目２国庫補助金につきましては、国からの交付金の額の決定に伴

います減額補正でございます。 

続きまして、目３他会計補助金につきましては、下水道事業会計の決算見込みに伴い一般

会計から受け入れます補助金を補正するものでございます。 

続きまして、目４長期前受金戻入につきましては、浄化センターストックマネジメント事 
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業の一部を翌年度に繰り越すことなどに伴い減額補正をするものでございます。 

資料の６ページをお願いいたします。 

続きまして、収益的収支のうち支出に係る補正の主なものについて御説明いたします。 

款１下水道事業費用、項１営業費用、目１管きょ費につきましては、決算見込みに伴う減

額補正でございます。 

続きまして、目２処理場費につきましては、浄化センター包括的管理業務委託料などの決

算見込みによる補正でございます。 

続きまして、目６減価償却費につきましては、決算見込みに伴います減額補正でございま

す。 

続きまして、項２営業外費用、目１支払利息及び企業債取扱諸費につきましては、企業債

利息の借入れ利率の確定などに伴う減額補正でございます。 

続きまして、目２消費税及び地方消費税につきましては、建設改良事業の一部を翌年度へ

繰越しをすることにより、納付税額が増額となったことに伴います補正でございます。 

資料の７ページをお願いいたします。 

続きまして、資本的収支のうち収入に係る補正の主なものについて御説明いたします。 

初めに、項２国県補助金、目１国庫補助金について申し上げます。 

国からの交付金は、これまでの交付率等の状況を踏まえまして予算に計上しておりました

が、令和６年度におきましては交付率が当初の見込みよりも低く国からの交付金の配分額は

予算額を下回ることとなっておりました。 

年度末を迎えまして、国からの交付金の額が決定したことに伴い、今回減額補正をさせて

いただくものでございます。 

先ほど申しました国からの交付金を減額補正することに伴いまして、項１企業債、目１建

設改良事業等の財源に充てるための企業債につきましても減額補正とさせていただいており

ます。 

続きまして、項４分担金及び負担金、目１受益者負担金につきましては、下水道受益者負

担金の決算見込みに伴います減額補正でございます。 

続きまして、目２受益者分担金につきましては、下水道受益者分担金の決算見込みに伴い

ます補正でございます。 

続きまして、資本的収支のうち支出に係る補正の主なものにつきまして御説明いたします。 

款１資本的支出、項１建設改良費、目１施設建設費につきましては、資本的収入で説明い

たしました国からの交付金の減額補正に伴い事業費につきまして減額補正をさせていただく

ものでございます。 
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以上で、議案乙第７号及び議案乙第８号の説明を終わります。 

よろしく御審議を賜りますようお願い申し上げます。 

藤田昌隆委員長 

どうもありがとうございました。 

説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。 

ありませんか。 

    〔発言する者なし〕 

それでは質疑がございませんので、以上で上下水道局関係議案に対する質疑を終わります。 

次に、採決に入りますので、執行部準備のため暫時休憩をいたします。 

 

  午後３時26分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午後３時37分再開 

                                          

藤田昌隆委員長 

 再開いたします。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  採   決 

 

藤田昌隆委員長 

これより採決を行います。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

   議案乙第３号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第８号） 

 

藤田昌隆委員長 
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初めに、議案乙第３号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第８号）についてお諮りいた

します。 

本案中、建設経済常任委員会に付託されました関係分につきましては、原案のとおり可決

することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。 

よって、本案中建設経済常任委員会に付託された関係分は原案のとおり可決されました。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

   議案乙第６号令和６年度鳥栖市産業団地造成特別会計補正予算（第２号） 

 

藤田昌隆委員長 

続きまして、議案乙第６号令和６年度鳥栖市産業団地造成特別会計補正予算（第２号）に

ついてお諮りいたします。 

本案は原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

   議案乙第７号令和６年度鳥栖市水道事業会計補正予算（第２号） 

 

藤田昌隆委員長 

議案乙第７号令和６年度鳥栖市水道事業会計補正予算（第２号）についてお諮りいたしま

す。 

本案は原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

   議案乙第８号令和６年度鳥栖市下水道事業会計補正予算（第３号） 

 

藤田昌隆委員長 

続きまして、議案乙第８号令和６年度鳥栖市下水道事業会計補正予算（第３号）について

お諮りいたします。 

本案は原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

   議案乙第15号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号） 

 

藤田昌隆委員長 

続きまして、議案乙第15号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号）についてお諮り

いたします。 

本案は原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

藤田昌隆委員長 

以上で、当委員会に付託された補正予算議案の審査は終了いたしました。 

本日議決した本案に対する委員長報告書の策定等につきましては、正副委員長に御一任願

いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。 
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よって、そのように決しました。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

藤田昌隆委員長 

以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

これをもちまして、本日の委員会を散会いたします。 

                                            

  午後３時40分散会 
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１ 出席委員氏名 

 

  委員長 藤田昌隆 

  副委員長 飛松妙子 

  委員 小石弘和 

  委員 齊藤正治 

  委員 久保山日出男 

  委員 和田晴美 

  委員 野下泰弘 

 

２ 欠席委員氏名 

 

  なし 

 

３ 説明のため出席した者の職氏名 

 

経済部長兼上下水道局長 宮原信 

 経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 古沢修 

 商工観光課長補佐兼商工観光労政係長 廣重浩三 

 商工観光課企業立地係長兼産業団地推進室産業団地推進係総務主査 香月啓介 

 商工観光課産業団地推進室長補佐兼産業団地推進係長 能冨繁和 

 農林課長 楠和久 

 農林課農政林務係長 脇弘人 

 農林課農地整備係長兼流域治水対策係総務主査 今村真一 

 農業委員会事務局長 庄山裕一 

 農業委員会事務局振興係長 武田隆洋 

                                  

 建設部長 中島勇一 

 建設課長 三澄洋文 

 建設課長補佐兼庶務係長 下川広輝 

 建設課住宅係長 山下範史 

  建設課営繕係長 犬塚毅 
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 建設課営繕係総務主査 山口和馬 

 建設課整備係長兼流域治水対策室流域治水対策係総務主査 立石佳照 

 建設部次長兼維持管理課長兼流域治水対策室長 大石泰之 

 維持管理課長補佐兼流域治水対策室長補佐 山下美知 

 維持管理課長補佐兼管理係長 江藤誠 

 維持管理課維持係長兼流域治水対策室流域治水対策係長 宮田博志 

 都市整備課長 田中秀信 

 都市整備課長補佐兼都市計画係長兼流域治水対策室流域治水対策係総務主査 三橋秀成 

都市整備課参事兼課長補佐兼公園緑地係長 樋本太郎 

 国道・交通政策課長兼スマートインターチェンジ推進室長 森岡敬晶 

 国道・交通政策課長補佐兼スマートインターチェンジ推進室長補佐兼事業係長 

杉本修吉 

  国道・交通政策課道路・交通対策係長 舟越健策 

 

４ 出席した議会事務局職員の職氏名 

 

  議事調査係主査 松雪望 

 

５ 日程 

 

 建設課審査 

  議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算 

〔説明、質疑〕 

 維持管理課審査 

  議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算 

〔説明、質疑〕 

 都市整備課審査 

  議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算 

〔説明、質疑〕 

報告（都市整備課） 

鳥栖市市街化調整区域における地区計画の運用基準の改正について 

  市有地と県有地の交換について 
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〔報告、質疑〕 

 国道・交通政策課審査 

  議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算 

〔説明、質疑〕 

農林課・農業委員会審査 

  議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算 

〔説明、質疑〕 

 商工観光課審査 

  議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算 

  議案乙第12号令和７年度鳥栖市産業団地造成特別会計予算 

〔説明、質疑〕 

 

６ 傍聴者 

 

  なし 

 

７ その他 

 

  なし 
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  午前10時29分開会                                   

                                           

藤田昌隆委員長 

本日の建設経済常任委員会を開きます。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

藤田昌隆委員長 

審査に入ります前に、中島部長から一言御挨拶をお受けしたいと思います。 

よろしくお願いします。 

中島勇一建設部長 

令和７年３月定例会建設経済常任委員会建設課分の審査に先立ちまして、一言御挨拶申し

上げます。 

今回、本委員会で御審議いただく議案は、乙議案の令和７年度一般会計予算でございます。 

建設課分の当初予算額といたしましては、歳入額３億7,929万1,000円。歳出額３億9,455万

3,000円となっており、令和７年度の主な事業といたしましては、引き続き田代大官町・萱方

線等と国土交通省・今町線等の道路完了事業を推進していく予定でございます。 

また、新たな事業といたしまして、田代大官町・萱方線等の２工区に着手する予定でござ

います。 

住宅費関連といたしましては、継続して市営住宅の適切な管理と改修に努め、空き家等対

策の新たな取組として、地域活性化と子育て世帯に対する改修費用の補助を行うことといた

しております。 

詳しくは担当課長から説明させますので、何とぞ御審議のほどよろしくお願いいたします。 

藤田昌隆委員長 

どうもありがとうございました。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  建設課 

 

   議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算 
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藤田昌隆委員長 

これより、建設部関係議案の審査を始めます。 

建設課関係議案の審査を行います。 

議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

三澄洋文建設課長 

おはようございます。 

それでは、議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算のうち、建設課関係の主なものに

ついて、当初予算説明資料に基づきまして御説明申し上げます。 

まず、歳入でございます。資料の２ページをお願いいたします。 

款15使用料及び手数料、項１使用料、目５土木使用料、節３住宅使用料につきましては、

市営住宅の使用料でございます。 

３ページをお願いいたします。 

款16国庫支出金、項２国庫補助金、目４土木費国庫補助金、節１道路橋梁費国庫補助金に

つきましては、田代大官町・萱方線などの道路改良事業等に係る国の社会資本整備総合交付

金でございます。 

事業の概要につきましては、歳出のほうで説明をさせていただきます。 

続きまして、４ページをお願いいたします。 

款16国庫支出金、項２国庫補助金、目４土木費国庫補助金、節４住宅費国庫補助金につき

ましては、市営住宅改善事業、木造住宅耐震化促進事業及び空家対策事業などに係る国の社

会資本整備総合交付金でございます。 

５ページをお願いいたします。 

款17県支出金、項２県補助金、目６土木費県補助金、節２住宅費県補助金につきましては、

木造住宅耐震化促進事業に係る県の補助金でございます。 

項３委託金、目３土木費県委託金、節１住宅費委託金につきましては、市営と県営が併設

します公営住宅において、共有する部分に係る管理委託費の県からの委託金でございます。 

続きまして、６ページをお願いいたします。 

款22諸収入、項４受託事業収入、目１受託事業収入、節４土木費受託収入につきましては、

轟木排水機場など国が所有する９施設と沼川排水機場など県が所有する３施設の操作管理等

に係る国・県からの操作受託料でございます。 

８ページをお願いいたします。 

款23市債、項１市債、目４土木債、節１道路橋梁債につきましては、道路改良事業等に係 
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る市債でございます。 

続きまして、歳出について御説明をいたします。９ページをお願いいたします。 

款８土木費、項１土木管理費、目１土木総務費のうち、節２の給料から節４の共済費につ

きましては、建設部長及び建設課職員８人分の人件費を計上しております。 

節12委託料につきましては、轟木排水機場など市内12施設の操作管理に係る地元への操作

委託料でございます。 

11ページをお願いいたします。 

款８土木費、項２道路橋梁費、目６道路整備交付金事業費につきましては、田代大官町・

萱方線、国土交通省・今町線などの道路改良事業に係る経費を計上しております。 

こちらにつきましては、主要事業説明書にて御説明をいたします。 

12ページをお願いいたします。 

まず、田代大官町・萱方線等道路改良事業でございます。 

こちらにつきましては、令和７年度は工事請負費として主に池田下ため池公園前から西側

付近の改良工事を予定しております。 

また、用地といたしまして、都市開発基金で先行取得いたしました用地の一部買戻しを予

定しております。 

13ページをお願いいたします。 

国土交通省・今町線等道路改良事業につきましては、令和７年度では委託費として19件の

物件等調査を行う予定としております。 

また、そのうち１か所の事業用地につきましては、物件等移転補償と事業用地の取得を行

うこととしております。 

続きまして、14ページをお願いいたします。 

款８土木費、項２道路橋梁費、目７道路新設改良費につきましては、令和７年度から田代

大官町・萱方線の第２工区に着手するため、所要の経費を計上しております。 

これにつきましても、主要事項説明書にて御説明をいたします。 

15ページをお願いいたします。 

当該路線の概要でございます。 

こちらにつきましては、１工区に続きまして、２工区の事業区間を池田下ため池公園前か

ら国道34号田代大官町交差点までの約480メーターの改良を予定しております。 

こちらにつきましては、通学路の安全確保、それから交差点改良による住宅改善などを見

込んでいるところでございます。 

令和７年につきましては、路線測量と予備設計を行いまして、地元との協議調整を図りな 
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がら、計画幅員、それから道路線形などの基本計画を作成した上で、令和８年度より、国の

交付金を活用して事業を進めてまいりたいというふうに考えているところでございます。 

続きまして、17ページをお願いいたします。 

款８土木費、項５住宅費、目１住宅管理費のうち、節２の給料から節４の共済費につきま

しては、建設課職員16人分の人件費でございます。 

また、節10需用費の中の修繕料につきましては、市営住宅の修繕料を計上しております。 

18ページをお願いいたします。 

款８土木費、項５住宅費、目１住宅管理費、節12委託料につきましては、市営住宅の適正

管理を行うための費用といたしまして、主に給水施設や消防設備等の保守点検、水道メータ

ーの交換及び市営住宅内の樹木管理などを計上しております。 

19ページをお願いいたします。 

款８土木費、項５住宅費、目２住宅改善費、節12の委託料及び節14の工事請負費につきま

しては、市営住宅の改善事業といたしまして、施設の長寿命化や居住性向上を図るための必

要な経費を計上しております。 

令和７年度につきましては、委託料として主に浅井アパート12棟の外壁等改修工事の監理

業務、それから工事請負費といたしまして、主に浅井アパート12棟の外壁等改修工事及び元

町アパートの屋根防水改修工事を計上しているところでございます。 

節18負担金、補助及び交付金につきましては、主に空き家対策として、これまでの空き家

の除却補助金に加えまして、新たに空き家の活用補助金を計上しております。 

これにつきましては、主要事項説明書にて御説明をいたします。 

20ページをお願いいたします。 

空家対策事業といたしましては、これまで適正な管理で行われていない空き家を抑制する

ため、空き家の除却に関わる補助を行ってまいりました。 

今回、国の補助制度を活用し、空き家の活用に係る補助等を行うことといたしました。 

この空き家活用に係る補助事業の採択要件といたしまして、地域の活性化や子育て世帯な

どに寄与することが条件とされております。 

まず、地域活性型でございますが、空き家を福祉施設、体験型学習施設、子ども食堂など、

地域コミュニティーの維持再生に資する施設に改修する場合、国と市で改修費の３分の２、

上限160万円を補助するものでございます。 

また、子育て世帯型につきましては、空き家を改修し、居住する子育て世代のうち、市外 

からの転入世帯あるいは世帯を分離し市内に移動する世帯などを対象に、国と市で改修費の 

３分の２、上限80万円を補助するものでございます。 
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改修内容といたしましては、台所や浴室、トイレなど生活にかかる箇所から屋根や外壁な

ど、景観に係る箇所まで適用できるものと考えております。 

以上、令和７年度の建設課関係分とさせていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

藤田昌隆委員長 

説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

齊藤正治委員 

15ページの田代大官町・萱方線の道路改良工事の２工区の分ですけれども、今、一応、大

木川のところまで１工区が仕上がってきよる状況でございますけれども、今の１工区の分が

いつまでかかるのか、２工区の分がそこから34号線まで――これは測量して計画してみない

と分からないんでしょうけれども、何年ぐらいを予定してあるのか、まずお尋ねいたします。 

三澄洋文建設課長 

まず、第１工区の事業につきましてでございます。 

こちらにつきましても、以前から非常に遅いということで御指摘も受けておるところでご

ざいますけれども、令和６年度分がちょっと繰越しもございますけれども、整備させていた

だいている状況でございます。 

今回、令和７年度ということで、本来は令和７年度に完了したかったんですけれども、電

柱等の移設がどうしても遅くなる部分があるということで、その分の後に工事が一部残って

しまいますので、令和８年度をめどに進めてまいりたいと現在考えているところでございま

す。 

２工区につきましては、令和７年度から測量関係、概算の設計関係をさせていただいて、

令和８年度に詳細、それから用地測量とかに入らせていただいて、早ければ令和８年度もし

くは令和９年度から用地の御相談をさせていただいて進めてまいりましたら、どうしてもや

っぱり、一般的には10年ぐらいかかるのかなというふうに思っているところでございます。 

まだ具体的なところは決めていませんので、そこは、これから検討してまいりたいという

ふうに思っているところでございます。 

齊藤正治委員 

萱方線も令和８年度で一応終わるということですけれど、ちょっと時間がかかり過ぎだか

ら、第２工区についてはもっとスピードアップしたところでしていただきたいということと、

これから先、小郡市に行く道路は、八坂神社のところまではある程度歩道はあるんですけれ

ども、あそこも改良する予定なのか、もう一つ先は県道に入ってくるのかな。そこら辺との

調整はどういうふうになっているんですか。 



 

- 67 - 

 

三澄洋文建設課長 

まず、遅いという御指摘でございますが、目いっぱい進めて極力早く終わるように努めて

まいりたいというふうに考えているところでございます。 

それと、34号線から先についてでございますけれども、こちらにつきましては、現在都市

計画道路として未着手路線の３路線の中の一つとして上がっておりまして、鉄道の横断部が

どうしてもその先に絡みますものですから、その辺の具体的な方向性がまだ見えていないと

いうことでございますので、現道をそのまま広げていくのか、それともルートを変えていく

のか、その辺がまだ見通しが立っていないところもございますので、現状では今の34号線か

ら東側につきましては、まだ具体的なものは進んでないというか、議論できていない部分で

ございます。 

以上でございます。 

齊藤正治委員 

それも早急に対応していかないと、いずれにしてもこれが、500号線――小郡市まで行く道

路ときちんとつなぎ合わせるような形でないと、ここが中途半端になってしまうっていうこ

とですね。 

それからもう一つは、この萱方線ともう一つ南に今、市道がありますよね、光林飯店の前。

要するに同じようなところに２本あるわけです。どういう交通の流れを今後されていこうと

してるのかというのがよく見えてこない。 

都市計画道路のほうの問題もありますでしょうし、もうちょっと南とかは渋滞解消をまず

せんばいかんでしょうけれども、そういったところの計画も何か考えとかんといけないので

はなかろうかという気がしておりますけれども、どういう計画。 

三澄洋文建設課長 

おっしゃるように、都市計画道路自体がこの田代大官町・萱方線の延長線上に一つあって、

その下に田代駅古賀線という路線がございまして、鳥栖高前の道路から、そこでＴ字で終わ

っている状況でございます。あれから先の都市計画決定はもうされていますので、その分は、

存続という形で今のところ残っていますけれども、現状ではなかなか家屋連檐等もございま

すので、事業が非常に難しいという状況でございます。 

おっしゃるように、道路のネットワーク上、東西に抜ける道路がちょっと少なくなってい

ますので、これにつきましては、あそこが正直事業化は難しい部分がございますので、それ

に代わるようなところは今後検討していく必要があるのかなというふうに思っているところ

でございます。 

以上でございます。 
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齊藤正治委員 

市内の道路はなかなか改良するのが――もう既に建築されたりしているのはあると思うん

ですけど、それとともに鳥栖市内の外周の交通がスムーズにいくようなことも当然頭の中に、

計画の中には入れていかないと、いつまでたっても国道34号あるいはバイパスの交通量の多

さっていうのは減らないのかなっていうようなことを思うわけですけれども、そういった対

策は何か検討されてるのかどうか、いいですか。 

三澄洋文建設課長 

国、県と連携しながら、基本的には大型車とか、それ以外に広域移動される車は、国、県

が担っていただく必要がございますので、そういった話は要望等もさせていただきながらそ

ういった外郭道路のほうに抜けていただくような話をしていますし、市内部の交通としまし

てはそこを補完するような道路の整備は今後も必要なのかなというふうに思っています。 

正直、現状では協議等はなかなか進んでいませんけれども、そういったことも考えていく

必要があるというふうに思っているところでございます。 

以上でございます。 

齊藤正治委員 

国、県も確かに大事なんですけれども、市がそれを結ぶ道路の役割を担っていかないと、

県道とか国道ばっかりじゃあ処理できないということは現実にあらわれていると思うんです

けれども、そういったことも今後検討していただくようにお願いをしておきます。 

よろしくお願いします。 

藤田昌隆委員長 

よろしいですか。 

    〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

ほかに。 

久保山日出男委員 

説明資料の18ページでございます。 

水道メーター取替えは全世帯ですか。この浅井、南部、前田で何世帯なのか。 

それと、前年は全然していないけど、何年目でメーターを変えようとしているのか。 

藤田昌隆委員長 

答弁できますか。 

山下範史建設課住宅係長 

浅井町浅井アパートが30世帯、前田アパートが20世帯、南部が…… 

藤田昌隆委員長 
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それから後は。 

山下範史建設課住宅係長 

９年に１回になります。 

久保山日出男委員 

いや、９年なのはいいんだけど、この世帯はえらい少ないが、何年に１回取り替えるって

いったら……、このメーターというのは一度に変えられるんじゃないと。どんな意味。 

山下範史建設課住宅係長 

市営住宅の中で更新時期が来たものについて、９年に１回ずつ更新をさせてもらっていま

す。 

久保山日出男委員 

更新時期ってどういう意味ですか。最初に同時に建設したらメーターの更新日はずっと一

緒じゃないと。 

山下範史建設課住宅係長 

市営アパートの建設時期が棟によって違いますので、その棟の建設時期に合わせて、９年

経過して、その後にずっと９年ずつ更新をさせてもらっています。 

久保山日出男委員 

分かりました。 

藤田昌隆委員長 

ほかに。 

和田晴美委員 

私からは、20ページの空家等対策事業について御質問させていただきます。 

まず、新規事業の地域活性化型空家等活用補助金及び子育て世帯型空家等活用補助金です

が、予算的にはそれぞれ10軒ずつぐらいの見込みをして予算立てをしてくださっているかと

思いますが、現在、対象となっている空き家の件数と全体数、前に聞いたときは350軒ぐらい

だったと思うんですけれども。 

それと、それが年々増えたり減ったりっていうことだったんですが、これを本市としまし

て、目標があれば。例えば３年間とか今年で何％減らしたいっていう目的でやっているのか

っていうものも。空き家の状況によってはこれが活用できない空き家もあるかと思いますの

で、新規事業なので、内容等をお聞かせいただければと思います。 

三澄洋文建設課長 

 こちらにつきましては、空き家がこれまでほぼほぼ変わらなかったんですが、最近ちょっ 

と微増に転じてきているという状況でございます。 
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それでうちとしては、危険な空き家につきましては倒壊等の恐れもありますし、そういっ

たところにつきましては、除却補助金を出しながらなるべく減らしていただくような、そし

て更地になれば当然流通もしますので、これまでそういった取組をやってきましたけれども、

これにつきましては、やはり最近は例えば子育て世帯とかがアパートから引っ越されて、一

軒家に移りたいとかいう声も聞きますし、例えば子ども食堂をやりたいとかいうことも福祉

関係からもお話を聞いたりしましたものですから、こういった事業がないだろうかというと

ころで、県とか国とかと相談させていただきながら、これは福岡市が先行してされていると

ころでございまして――今年度から福岡市が新規でされております。 

まだ実績がないというところで、どれぐらいの応募があっているのかっていうのはまだ実

績がないところでございますけれども、社会ニーズがそういった流れにもなっていますんで、

そういったものを活用しながら少しでも危険な空き家等を減らす、やっぱり空き家を減らし

ていく努力として除却に加えてこういったものをさせていただくというところで考えておる

ところでございます。 

ですので、新年度からさせていただきますけれども、これを活用してどれぐらい空き家を

減らしていくとかいうのは今のところ持ち合わせていない状況でございます。 

なるべくなら使って、扱っていただいて、そういったところに寄与していきたいというふ

うに思っているところでございます。 

以上でございます。 

和田晴美委員 

ありがとうございました。 

私もなるべく空き家対策の解決を――鳥栖は意外とほかからすると、今までの何か対応が

よかったのか、少ないほうじゃないかと思っておりましたが、それでもある、なお増えてい

るっていうことで。 

なぜこの質問をしたかといいますと、私もいろんな空き家を見かけて気になるところです

が、おっしゃるとおりもうどんな手を尽くしても住めないっていうものから、ちょっとリフ

ォームなど工事をすれば使えるものっていうのがはたから見て分からないので、それを活用

するためにはそういった情報提供も必要じゃないかなと。 

この空き家だったら幾らまではしなくても改修すれば可能な空き家がどのぐらい鳥栖であ

るかというのを把握していたほうがいいんじゃないかという思いもあって質問させていただ

いたところでした。 

あともう一つ、これに関して最後に聞きたいのが、この助成金はまあまああって、使って

みようと思う人がいるかと思いますが、金額が金額なのでこれを活用したときに、例えば改 
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修した建物を単発的に、例えば翌年に使うのをやめてもいいものなのか、何年間使わないと

いけないという期間などの縛りがあるかないか、お尋ねさせていただいてよろしいでしょう

か。 

山下範史建設課住宅係長 

10年間同じ用途で使っていただく必要がございます。 

所有者の方は変わってもいいんですけれども、変わったとしても、用途としては10年間継

続して利用するっていうことが国の補助金を受けている関係でそういう要件が決められてい

ます。 

和田晴美委員 

そうしましたら、例えば子ども食堂であれば子ども食堂を10年間するということで使用者

は変わってもいいけどと。 

加えてもう一つ聞きたかったのが、子ども食堂なんかは、個人じゃなく団体も使っていい

ということでよろしかったですか。 

山下範史建設課住宅係長 

子ども食堂で10年間ということもいいですし、例えば違う地域活性化に資する施設であれ

ば、老人の方を集めた食堂とかの用途の変更でも地域活性化であれば10年間で大丈夫でござ

います。 

野下泰弘委員 

19ページの市営住宅改修工事費の南部団地のところですが、この14棟というのは14号棟と

いう意味ですか、14戸ってことですか。確認で。 

犬塚毅建設課営繕係長 

南部団地におきましては、全部で９棟市営住宅がございまして、11棟から19棟という名称

をつけております。ですので、今回は14棟について工事を行うものでございます。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

もう１回お願いします。 

犬塚毅建設課営繕係長 

南部団地につきましては、市営住宅が９棟ありまして、９棟が11棟から19棟という名称を

つけております。で、今回は14棟というところの工事をするということでございます。 

野下泰弘委員 

ありがとうございます。 

そうしたら、１棟だと思うんですけど、14棟のガス管と給湯設備の費用割合とガス管の敷 
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設ルート、既存のルートから分岐で部屋ごとに分けていくのか大元を引っ張ってくるのかを

教えていただければと思います。 

犬塚毅建設課営繕係長 

ガス管と給湯設備の金額の割合につきましては、すいません今、資料を持っておりません

ので、後ほど御回答したいと思っております。 

それと、改修の方法ですけれども、今、南部団地につきましては、都市ガスが来ておりま

す。これが各戸にメーターがついてガスを供給している――例えば台所であったり、お風呂

の給湯のほうに使っております。で、この配管は基本的にそのまま生かしていくような形に

なります。 

改修を行いますのは、各戸のメーターから新たにつける給湯設備――ここにガスが供給さ

れる必要がございますので、この間の配管であったり、給湯器から今度お湯ができて、例え

ば台所であったりお風呂のほうにお湯が供給されますので、そのお湯の配管、それらを今回

の工事で取り付けるということになります。 

以上でございます。 

野下泰弘委員 

ありがとうございます。この14棟はあと何部屋あるんでしょうか。 

山下範史建設課住宅係長 

18戸です。 

藤田昌隆委員長 

ほかには。 

小石弘和委員 

今の住宅改修工事の浅井アパートのこの12棟、これは名称が決まっていると思うんです。 

私はＴＣ12というふうな数字を見ているんですけど、12棟という名目で出ていないと思う

んですけど。 

そして12棟であれば、今、めくらが２棟かぶさってるんですよ。これは12棟と一緒に3,200

万円で工事をされているんですか。 

犬塚毅建設課営繕係長 

まず、棟の名称でございますけれども、浅井アパートにつきましては、建物の東側と西側

のほうにローマ字のアルファベットでＲＣの11とかＲＣの12とかという書き方がされていま

す。 

私も詳しく調べたことはないんですけど、恐らくＲＣっていうのは、建物の構造、鉄筋 

コンクリートの造りであることから、ＲＣというのが先に書かれて、その後に数字が書かれ 
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ているのが、12棟という意味合いで書かれているものと思っております。 

ですので、ここでは、ＲＣという表現はなくして12棟という表現を資料のほうではさせて

いただいているということでございます。 

小石弘和委員 

じゃあ、その12棟はめくらがかぶさってるんですよ。もう１棟、２棟一緒にめくらがかぶ

さってるんです。工事者は伸晃建設か何か書いてあったんですよ。 

犬塚毅建設課営繕係長 

恐らく今、伸晃建設様が施工されている建物につきましては、市営住宅と道を挟んで東側

にある県営住宅の工事をされているのではないかというふうに認識しております。 

小石弘和委員 

じゃあ、県営住宅を２棟しているわけですね。 

めくらが２つかぶさって、市営住宅のほう１棟に今、めくらがかぶさってるんですけど。 

犬塚毅建設課営繕係長 

県営住宅のほうにつきましては、恐らく現在、北側の棟から３棟程度足場がかかった状態

で工事を進められているものと認識しております。 

現在、市営住宅でそのような足場をかかっているところはございませんので、来年度工事

をする予定にしております。 

小石弘和委員 

分かりました。 

そういうふうなことで、私たちはＲＣの12とかＲＣの13とかしか見えないですから、棟っ

ていうふうなことはなかなか理解しにくいと思うんで、そういうところを明確に括弧してで

も書いていただくと理解できると思うんです。以上です。 

それから、12ページの田代大官町・萱方線は令和７年度のこれだけの予算でやると完了す

るというような形？これが完了した時点で、現在いくらつぎ込んでいるわけですか。 

立石佳照建設課整備係長兼流域治水対策室流域治水対策係総務主査 

田代大官町・萱方線工区の令和６年度までの事業費っていうことでよろしいですか。全体

ではなく事業を始めてから令和６年度までの。 

下川広輝建設課長補佐兼庶務係長 

田代大官町・萱方線等の道路改良事業１工区の分ですけど、平成27年度から令和６年度ま

での分が今、約17億1,700万円となっております。 

小石弘和委員 

 そうでしょう。これ当初の予算ですれば５年で造って14億円ですよ。もう依然として17億 
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円ですよ。延べば延ぶほど一般財源が物すごい出てくるわけです。無駄な金を使っているん

じゃないですか。 

当初予算は５年間で14億円ですよ、11億円から14億円というような――そりゃあ物自体が

上がっているんですけど、これだけスピードが遅れればまだ上がるんですよ。 

恐らく令和８年度には終わらないと思うんです。令和９年、10年、あと四年か三年かかる

んじゃないですか。お金が湯水のように出てくるわけじゃないんですよ。もう少しその点を

考えてもらわないと、道路に関してはなかなかうまくいっていないと思うんで、よろしくお

願いします。 

藤田昌隆委員長 

ほかには。 

野下泰弘委員 

同じく19ページの浅井アパートの外壁ですけど、これは今回も塗装をされるっていうこと

でよろしかったのか。 

それともう一個確認したかったのが、12棟というのが恐らく緑の棟の横だと思うんですが、

あれは全部緑になっていくっていう認識でよかったんですか。 

三澄洋文建設課長 

おっしゃるように、一番北側が緑になっていましたので、基本的にこれを大きく変えるこ

とは厳しいだろうというふうに思っているところでございます。 

それから、御指摘もございましたので庁内で話をさせていただいて、あまりにも強烈なイ

メージがあったもんですから、外側のトーンを少し落とす、要は外壁だけを少し落として、

中は基本的にあのグリーンの形でいくところで、少し落とした形で今、進めようとしている

ところでございます。 

一部はそれでもう終わっている部分もございますので、そういった流れで今進めていると

ころでございます。外壁塗装は、今回もやる予定でございます。 

以上でございます。 

野下泰弘委員 

ちょっと分かりにくかったんで。外壁は緑のちょっと薄い感じになるっていうイメージで

いいですか。 

三澄洋文建設課長 

側面、道べたのほうが少し落ちるイメージです。（「薄い？」と呼ぶ者あり） 

薄い感じです。 

北南が隣接されている方もいらっしゃるんで、あまりそことかけ離れるわけにはいきませ 
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んので、そこは基本的に踏襲する形でいこうと思います。 

以上でございます。 

野下泰弘委員 

ありがとうございます。 

そうしたら、その色で北のほうから順次外壁塗装が終わっていくっていう認識でいいです

か。 

三澄洋文建設課長 

そのような認識で思っていただければと思っております。 

以上でございます。 

藤田昌隆委員長 

ほかに。 

飛松妙子委員 

20ページの空家等対策事業の件ですが、まず、地域活性化、空家等活用補助金と子育て世

帯型、空家等活用補助金のこの「等」ってついている意味が、空き家のみという意味で捉え

ていいのか、それとも何か別の意味があって等をつけていらっしゃるのか、まず教えてくだ

さい。 

三澄洋文建設課長 

こちらにつきましては、まず、不良住宅空家等除却費補助金ということで書いております。 

「等」が含めているのは、１つは家屋等だけじゃなくて、例えば樹木でどうしても影響す

る部分とかそういったものも……（「すみません。ちょっと訂正いたします」と呼ぶ者あり） 

山下範史建設課住宅係長 

空き家の対策基本法がございまして、その中で空き家のことを「空家等」という表現をし

ております。その名称を使わせてもらっていることから、空家等という表現になっておりま

す。基本的には空き家になります。市内に所在する空き家が要件になります。 

飛松妙子委員 

ありがとうございます。 

それと、地域活性化型の中で福祉施設や子ども食堂などとありますが、先ほど福祉施設の

お声もあったということでお伺いしましたが、福祉施設のお声というのは具体的にどういう

福祉施設を想定されているのか教えてください。 

三澄洋文建設課長 

実は、こういった案件は大体、福祉側との連携の中でお話を伺っているところでございま

して、子ども食堂は当然ながら、放課後児童クラブとかそういったものも何かお声が福祉サ
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イドにあったということで、こちらにつきましてはどっちかというと教育委員会になると思

いますけど、そういう問合せが四、五件あったということで伺っておりますので、そういっ

たものを踏まえてこういった対象にしているところでございます。 

以上でございます。 

飛松妙子委員 

ありがとうございます。 

子ども食堂のお話もございましたが、今の子ども食堂は８地区あって、ほぼ、まちセンと

か公民館とかを利用されて活動されているってことをお聞きしているんですが、この子ども

食堂を上げているということは、そういうお声が別途あったのか、その８地区の中でそうい

うことを考えているというお話とかがあったのか、その辺りはどのようなことでしょうか。 

山下範史建設課住宅係長 

子ども食堂につきましては、８地区のほかに新たに事業として立ち上げたいっていう方か

らの御相談をいただいております。 

飛松妙子委員 

では次に、子育て世帯型の件ですが、市外から転入する世帯、もしくは世帯分離して市内

に移動する世帯に対してっていうことですが、転入者の方がどうやって空き家ということを

知ることができるのか、どういう広報をされるのかを教えてください。 

山下範史建設課住宅係長 

転入される方なんですけれども、鳥栖市であったり、鳥栖周辺で利便性がいいということ

で、福岡市内の方だったり、そういう方から、鳥栖市内に安く買える住宅がないかというよ

うな問合せがたまに建設課にございます。 

そういった中で、鳥栖市で空き家バンクっていう制度を設けて、空き家の利活用を推進し

ているんですけれども、その中で御紹介をさせてもらったりとか、あと、個別にある不動産

屋さんを紹介をさせてもらって、そういう声を拾ってそこからその補助制度について御説明

をさせてもらって、これを利用したいということであればその空き家の活用を図っていただ

くという形で考えているところであります。（「広報は」と呼ぶ者あり）ＰＲですか。 

市内世帯についてはチラシの回覧を考えています。 

市外についてはホームページとか、くーみんテレビの出演依頼というか、出演の調査があ

っていますので、久留米地区、周辺地区にはなりますけれども、そういうところでこういう

制度の周知を図っていきたいというふうに考えているところであります。 

飛松妙子委員 

ありがとうございます。 
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問合せがいろいろあって、こういう制度を活用することを新年度からやるということで、

いいことだと思いますし、あとはやっぱり広報をもっと考えていかないと、今のお話ではも

う限られたところへの周知になるのではないかと危惧をいたしますので、できるだけ目につ

く形で広報できるように、ＳＮＳを活用したりとか、そういうことを考えていただいて、ぜ

ひ移住していただけるようにこの支援策が活用できるお願いをしたいと思います。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

ほかにありませんね。 

    〔発言する者なし〕 

以上で、建設課関係議案に対する質疑を終わります。 

次に、維持管理課関係議案の審査に入りますので、執行部準備のため暫時休憩をいたしま

す。 

 

  午前11時17分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午前11時24分再開 

 

藤田昌隆委員長 

 再開いたします。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  維持管理課 

 

   議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算 

 

藤田昌隆委員長 

これより、維持管理課関係議案の審査を始めます。 

議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 
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中島勇一建設部長 

それでは引き続き、維持管理課分について御説明いたします。 

維持管理課分の当初予算額といたしましては、歳入額４億6,312万8,000円、歳出額９億

2,027万円となっており、令和７年度の主な事業といたしましては、引き続き、国庫補助金を

活用し、橋梁長寿命化事業及び鳥栖・基山線と平田・養父線の道路舗装事業を推進していく

予定でございます。 

また、新たに国庫補助金を活用し、内水浸水想定区域図作成及び３Ｄ都市モデル整備事業

について取り組むこととしております。 

良好な生活環境を保全するとともに、近年多発する豪雨災害に伴う道路の冠水被害や道路

の危険箇所に適切に対応し、市民の安全・安心を確保するため道路維持事業や交通安全対策

事業、河川しゅんせつ改良事業などを行うこととしております。 

詳しくは、担当課長から説明させますので、何とぞ御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

大石泰之建設部次長兼維持管理課長 

それでは、議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算のうち、維持管理課関係の分につ

いて御説明いたします。 

資料21ページをお願いいたします。 

まず、歳出の主なものについて御説明いたします。 

款15使用料及び手数料、項１使用料、目５土木使用料、節１土木管理使用料につきまして

は、市道占用料及び公有水面使用料の令和７年度の収入見込みでございます。 

22ページをお願いいたします。 

款16国庫支出金、項２国庫補助金、目４土木費国庫補助金、節１道路橋梁費国庫補助金に

つきましては、橋梁長寿命化事業に係る国の補助金でございます。 

節２河川費国庫補助金につきましては、都市再生推進事業費補助金に係る国の補助事業補

助金でございます。 

23ページをお願いいたします。 

款23市債、項１市債、目４土木債、節１道路橋梁債につきましては、橋梁長寿命化事業や

舗装長寿命化事業に係るものでございます。 

節２河川債につきましては、河川改修等の緊急自然災害防止対策事業などの起債事業に係

るものでございます。 

続きまして、歳出の主なものについて御説明いたします。 

24ページをお願いいたします。 
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款８土木費、項１土木管理費、目１土木総務費、節10需用費につきましては、道路照明灯

の電気料及びトイレ設置などの上下水道使用料などの光熱費が主なものでございます。 

25ページをお願いいたします。 

項２道路橋梁費、目１道路橋梁総務費のうち節２給料から節４共済費につきましては、維

持管理課職員17名分の人件費を計上いたしております。 

節12委託料につきましては、道路台帳修正委託料などを計上いたしております。 

26ページをお願いいたします。 

目２道路維持費の主なものですが、節１報酬及び節３職員手当等につきましては、道路パ

トロール、草刈りなどの作業要員としての会計年度任用職員３人分の人件費を計上いたして

おります。 

節10需用費の修繕料につきましては、市道側溝等を道路構造物の破損などに対応するため

の修繕料でございます。 

27ページをお願いいたします。 

節12委託料の主なものといたしまして、市道のり面等の草刈りや市道緑地帯、街路樹など

の草刈り委託料、緑地帯等管理委託料、また市道のパトロール及び舗装の簡易補修を行う舗

装路面補修委託料などを計上いたしております。 

節14工事請負費につきましては、道路側溝等の新設や敷設替に係る費用を計上いたしてお

ります。 

28ページをお願いいたします。 

目３道路舗装費、節12委託料につきましては、道路舗装工事で実施予定箇所のうち、測量

設計に時間を要する箇所につきまして、詳細設計に必要な経費を計上いたしております。 

節14工事請負費につきましては、単独費としての道路舗装工事市内一円及び舗装長寿命化

事業並びに補助事業の舗装工事費を計上いたしております。 

このうち補助事業につきましては、次のページをお願いいたします。 

主要事項説明書でございます。 

鳥栖・基山線につきましては、点線でお示ししておりますとおり、２月の臨時議会で計上

いたしました弥生が丘西交差点から南の事業区間に続く約80メートルの区間、平田・養父線

につきましては、縦の幹線道路である蔵上西線との交差点から岸田橋の間の一部区間約130

メートルの舗装打替えを実施する予定といたしております。 

28ページにお戻りください。 

目４橋梁維持費、節12委託料及び節14工事請負費につきましては、橋梁長寿命化事業に係

る経費を計上いたしております。 
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30ページの主要事項説明書をお願いします。 

橋梁長寿命化事業につきましては、対策が必要な124橋のうち、社会的影響度の低い橋梁を

除く74橋について優先度を踏まえ、修繕、設計及び定期点検などを行っていくものでござい

ます。 

令和７年度は、改修工事を図中にお示ししております２橋、田代第１、第３橋、それから

橋梁の定期点検65橋を予定いたしております。 

続きまして、31ページをお願いいたします。 

目５交通安全対策事業費、節７報償費につきましては、交通安全指導員謝金として、定数

64名分の経費を計上いたしております。 

節10需用費の主なものにつきましては、交通安全指導員の被服費、啓発用グッズなどの経

費を計上いたしております。 

節12委託料の主なものにつきましては、駅前駐輪場の整理及び指導委託料として、鳥栖駅、

麓駅、弥生が丘駅前の駐輪場の整理に要する経費のほか、カーブミラーや道路案内看板など

の道路構造物の老朽化の調査に係る経費を計上いたしております。 

節13使用料及び賃借料の主なものにつきましては、ＬＥＤ道路照明灯のリースに要する経

費を計上いたしております。 

なお、令和７年度から令和16年度までＬＥＤ道路照明灯賃借料として１億9,517万6,000円

の債務負担行為を計上いたしております。これにつきましては、36ページに掲載しておりま

す。 

32ページをお願いいたします。 

節14工事請負費につきましては、防護柵や区画線などの交通安全施設工事に係る経費を計

上いたしております。 

項３河川費、目１河川改良費、節12委託料につきましては、準用河川の草刈委託料及び大

野川の改修に係る調査設計委託料、また、内水浸水想定区域図作成等委託料を計上いたして

おります。 

節14工事請負費につきましては、河川や水路のしゅんせつ、改修に要する経費を計上いた

しております。 

33ページの主要事項説明書をお願いします。 

説明書２番の主なものといたしまして、近年多発する大雨被害の軽減を図るため、麓地区

を流れる準用河川、向原川、旭地区の逆川の補修、しゅんせつ等に係る経費、次に、大野川

のウグメ田団地付近の護岸改修、次に、防災ため池工事として古賀第１、第２ため池の改修、

最後に排水路のしゅんせつ整備工事に係る経費を計上いたしております。 
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次に、34ページの主要事項説明書をお願いいたします。 

内水浸水想定区域図作成及び３Ｄ都市モデル整備事業につきましては、大雨災害により発

生が予測される災害リスクを市民に分かりやすく可視化し、防災意識の高揚を図るため、浸

水範囲や浸水の深さを表示する内水浸水想定区域図を作成した上で浸水状況を立体的に見る

ことができる３Ｄ都市モデルとして整備を行う経費を計上いたしております。 

これにつきましては、参考資料といたしまして３Ｄ都市モデルの浸水被害の表示のイメー

ジを別に資料を上げております。このような図を最終的に作ることを想定しております。 

資料の35ページをお願いいたします。 

最後に、款11災害復旧費、項２土木施設災害復旧費、目１土木施設災害復旧費、節12委託

料及び節14工事請負費につきましては、災害時の応急対応などを迅速に行うため、被災箇所

調査設計等に係る委託料及び復旧工事費を計上いたしております。 

以上、説明を終わります。 

よろしくお願いいたします。 

藤田昌隆委員長 

説明が終わりました。 

質疑を行います。 

飛松妙子委員 

32ページの大野川改修家屋調査委託料というのがあるんですが、家屋調査とはどのような

ことを想定されているのかを教えてください。 

大石泰之建設部次長兼維持管理課長 

今年度から、ウグメ田団地のすぐ横の護岸の工事にかかっておりますけれども、住宅と工

事箇所が隣接しておりますので、工事の振動等で万が一住宅に損傷が出ないように今年度事

前の調査を行っております。令和７年度は工事完了後に行う家屋調査を予定しております。 

以上です。 

飛松妙子委員 

分かりました。ありがとうございます。 

それから、34ページの内水浸水想定の３Ｄ都市モデル整備事業ですが、先ほど添付された

資料を見させていただいたんですが、これは市民の方にも見ていただく３Ｄ都市モデルの資

料になっていくと思うんですが、これを見ただけではどの程度浸水するのかとかいうのがよ

く分からないといいますか、その辺はどのように分かりやすく伝えることになるんでしょう

か。 

大石泰之建設部次長兼維持管理課長 
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既存であります外水のハザードマップなども、色によってどの程度まで水が来るというの

を表しております。 

同じように、内水の浸水が50センチまでいきます、ここは１メーター50センチまでいきま

すというような深さを表すような地図を作りますので、それを併せて立体的に見るとどうい

うふうに見えるんだというのをこの３Ｄ都市モデル整備事業で表すことで、市民の皆様にど

こまで水がくるのかというのを分かりやすくお伝えするために整備したいと考えております。 

飛松妙子委員 

分かりやすく整備していただくと思うんですけど、今、私たちが見た段階ではちょっと分

かりづらいところがありますので、そういうのもできればこういうふうになりますっていう

のが具体的にできているところがあると思いますので、見せていただくと大変ありがたいと

思います。 

それと、これの広報とかはどのように……、今後になっていくと思うんですが、何か考え

ていらっしゃることはありますか。 

大石泰之建設部次長兼維持管理課長 

委託が完了しました後に市のホームページなどを通じて、この３Ｄのモデルについては閲

覧が可能になるようにしたいと思っております。 

以上です。 

飛松妙子委員 

もちろんホームページで広報していただくんですが、できたことをまず知ることがすごく

大事ですので、そこの広報も併せて考えていただいていますか。 

大石泰之建設部次長兼維持管理課長 

市報やＳＮＳなども使って市民の皆様にお知らせをするように努めてまいりたいと思って

おります。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

ほかに。 

和田晴美委員 

私からも３Ｄ都市モデル整備、想定地区図の作成について質問させていただきます。 

本年度、まちづくり推進センターの文化祭などに行きましたら、意識が高いところではこ 

ういった防災に関しての地域調査などを始めておられました。 

そこで御意見を聞いたところ、行政の方とかから頂く情報が具体的に自分の地域だとどう

いう道で逃げればいいとか、例えば浸水する前にどうしたらいいか、浸水したらどうしたら
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いいかという、地域の具体的な避難の在り方を知りたい、具体的な活用方法が分からないっ

ていうことがありましたので、それに関しては防災関連の所管のところと連携しながらする

ことが可能なのか、それがなければそういったものを含めて、作成しました情報を活用いた

だきたいと思いまして質問させていただきます。 

大石泰之建設部次長兼維持管理課長 

この事業につきましては、庁内の各課――都市整備課、それから総務課防災係とも連携し

て取り組んでおりますので、単に作って終わりではなくて、その後、防災といかにお知らせ

をしていくかというのを連携して知恵を出し合ってやっていきたいと思っております。 

以上です。 

和田晴美委員 

ありがとうございます。 

子供と高齢者などは避難するタイミングなどが違うということも聞いておりますので、よ

かったらそういったところの連携も、連携する際にお伝えいただければと思います。 

私からは以上です。 

野下泰弘委員 

27ページで２点御質問させていただきます。 

まずは駅連絡通路等管理委託料、去年も質問させていただいたんですけれども、去年が

1,455万円計上されておりまして、本年度が829万2,000円というところで、去年さっと上がっ

て高いんじゃないかっていうことを言わせていただいたんですけど、今年これだけ下がった

理由を教えてください。 

江藤誠維持管理課長補佐兼管理係長 

主な減額の理由といたしましては、今年度については、エレベーター施設、建物の調査委

託料を計上しておりまして、それについては今年度実施しましたので、来年度については、

この部分についてが減額になっておるというところでございます。 

野下泰弘委員 

かしこまりました。 

そうしたら、エレベーターが約600万円したということですね。 

もう一点同じページで、草刈委託料が今回5,051万3,000円計上されております。去年比で 

500万円ほど上がっているんですけれども、ほかの今までなかった市道ののり面の草刈りが 

増えたという認識でよかったんでしょうか。 

江藤誠維持管理課長補佐兼管理係長 

 市道等の草刈りにつきましては、業者委託、シルバー人材センターさんへお願いしたり、 
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地元町区へお願いしたりしているところですけれども、今回、増額になっている部分につい

ては、一部シルバー人材センターさんのほうでできない部分もあったりして、そこを業者委

託されたり、当然、人件費等も高騰しておりますので、そういった部分での増額となってお

るところでございます。 

野下泰弘委員 

そうしますと、やっぱりシルバーさんはすごく安くしてくれるっていうような認識でよろ

しいんでしょうか。 

江藤誠維持管理課長補佐兼管理係長 

業者委託の部分については公共の単価がございまして、それの形なんですけれども、シル

バー人材センターさんについても同じようなところがあるんですけれども、一般的に比較を

すると、当然、経費の面であったりとか、そういったものでシルバー人材センターさんのほ

うが安くなるというのが結果的なところではございます。 

藤田昌隆委員長 

ほかに。 

飛松妙子委員 

すみません。草刈委託料で確認といいますか、お願いといいますか。 

まず、今年度ですか、シルバー人材センターの方が大けがをされたとお聞きしているんで

すが、先ほどの話の中でできないところは外部委託をするというところで、例えば無人で草

刈りが出来る機械の導入とかを考えて、それをシルバー人材センターのほうでもできるよう

にとかそういうお考えはないでしょうか。 

藤田昌隆委員長 

今の質問は、市で買ってそれを人材センターに貸し出すということですか。 

暫時休憩します。 

 

  午前11時45分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午前11時47分再開 

藤田昌隆委員長 

再開します。 

大石泰之建設部次長兼維持管理課長兼流域治水対策室長 
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今、上げていただきました御意見につきましては、シルバー人材センターの所管課でござ

います担当部署にお伝えした上で、検討していただくようにしたいと思っております。 

以上です。 

小石弘和委員 

21ページの土木管理使用料の市道占用料、これはいいことばってん、ちょっと分からんと

ですけど、これは鳥栖ガスとかがメーターで判断しているのか、九電、ＮＴＴは本数で計算

しているものか。その点を教えていただきたいと思うんですけど。 

江藤誠維持管理課長補佐兼管理係長 

九電さんについては、電柱を建てた際に一本幾らというような形で占用料というのが発生

します。それが年間何本あるかという積み上げで占用料というのはございます。 

あと、ケーブルテレビさんとかについては、共架している――ＮＴＴ柱を使ったり九電柱

を使った延ばしている線、その上空の占用の部分であったりとか、そういったもので占用料

のほうを頂いているところです。 

あと鳥栖ガスさんとか筑後ガスさんについては、市道の中に入れていますガス管の延長で

あったりとか、そういったもので占用料というものの規定がございますので、その料金の積

み上げということで、令和７年度予定しています、今、占用いただいている部分の積み上げ

でございます。占用料については以上となります。 

小石弘和委員 

ちなみに、九電の電柱の本数とＮＴＴの本数、鳥栖ガス、筑後ガスのガスを通しているメ

ーター数。個人は57万4,000円って上がってるけど、どういうふうな……。それから電柱使用

料を３本で4,500円、どこが電柱はしてるかなと思いながら、これはいいことですけど分から

ないからお聞きしているんですけど。 

藤田昌隆委員長 

答えられますか。 

分かる範囲で……（「分からないなら後で教えてください」と呼ぶ者あり） 

それでよろしいですか。（「それで結構ですから」と呼ぶ者あり） 

分かりました。 

小石弘和委員 

それからもう一点。路側帯の草刈りの縁石。 

県の方針としては小学生目線で草刈りを行うような新聞報道があっているわけですが、そ

ういうふうな低木が鳥栖市内にも相当出てきているわけです。 

私は、五、六年ぐらい前から――田代駅・古賀線はアベリアなんですよ。ここは年間３回 
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ぐらいしていただいているんですけど、アベリアの場合は伸びが早いから、縁石から50セン

チで維持管理課にお願いをして、していただいています。 

小学１年生が見えるような状態になっておるから、やはり、その点もこの草刈りは維持管

理課で要請されておりますので。 

それから、その中にカヤがどんどんどんどん出てくるんですよ。それを草枯らしでできな

いものかと思って。私は鎌でするんですけど、予算は相当組んでありますから、そういうと

ころは業者さんとある程度話をしながらやっていただきたいと思っています。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

答弁なしでよろしいですね。（「はい」と呼ぶ者あり） 

ほかには。 

    〔発言する者なし〕 

ございませんか。 

なければ、維持管理課関係議案の審査を終わります。 

それでは、もう昼食タイムにしたいと思いますんで、次の都市整備課関係議案は午後１時

10分から再開をいたします。 

 

  午前11時53分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午後１時10分再開 

 

藤田昌隆委員長 

再開いたします。 

都市整備課関係議案の前に、先ほど野下議員より質問がありました南部団地14棟ガス管給

湯設備改修工事についての資料が参りましたので、説明を求めます。 

三澄洋文建設課長 

 野下議員から午前中のうちに南部団地14棟ガス管給湯設備の中身についてということで御 

質問がございましたけれども、そのときに答えられませんでしたので、改めて資料で御説明

いたします。 

 今回、工事費2,100万円を上げさせていただいていますけれども、その内訳としましては、 



 

- 87 - 

 

16戸分のガス管に要する費用460万円、それから給湯器、その他給湯に必要な費用ということ

で1,640万円、合計2,100万円ということで上げさせていただいています。 

以上でございます。 

野下泰弘委員 

まずは、資料ありがとうございます。 

この給湯器に関して、単純計算で16戸で2,100万円だと、１戸131万円で非常に高額だと思

うんです。普通に民間ですれば、高くても工事込みで30万円でっていうところで、民間の３

倍から４倍ぐらいの価格となっていると思いますので、この正当性を教えていただいてよろ

しいでしょうか。 

三澄洋文建設課長 

給湯設備の中でも、ある程度最新版といいますか、機材的にもそういうものも使っており

ますし、諸経費もこの中には含まれていますので、その分が上がっているものというふうに

思っているところでございます。 

以上でございます。 

野下泰弘委員 

もちろん効率が良い給湯器――恐らくこれは風呂の給湯器の大きいやつだと思うんですけ

ど、その給湯器自体が単体で幾らするっていうのは分かるんですか。 

山下範史建設課住宅係長 

価格については今、持ち合わせていないんですけれども、価格が高いということについて

は、お風呂の給湯と台所の給湯２点給湯となりますので、普通の給湯器に比べたらかなり価

格が高くなっていると思われます。 

それに加えて、先ほど課長が申しましたように、諸経費等も含んでおりますし、あと換気

設備とかその辺の電気設備の撤去、あと産廃の費用も含んでおりますので、その辺を加味し

た価格で積算をさせていただいております。 

野下泰弘委員 

ガス管って恐らく部屋のところまでガスが引っ張ってあるんですけど、これが何メーター

ぐらい敷設されるのか分かりますか。台所とお風呂場まで行くんですかね、行かないのかな。

給湯器をどこにセットするかにもよるんですけど、何メーターで1個28万7,000円いくのかっ

ていうところを教えてもらってもいいですか。 

藤田昌隆委員長 

この場で答えられますか。 

三澄洋文建設課長 



 

- 88 - 

 

すみません。今は資料を持ち合わせておりません。 

以上でございます。 

野下泰弘委員 

すみません、また後で聞かせていただきます。 

ありがとうございました。 

小石弘和委員 

資料を出すなら、どの機種でメーカーはどれだと、そして配管がどのくらいだというふう

なことをあなたたちがきちんと把握しとらんけん、こがんなるわけ。130万円かかってもそれ

だけの金額の見積りは取っているんやろう。相見積りしとっとやろうもん。それならちゃん

と資料があるんだから、その資料を一緒に提示すればそういう問題は起きらんわけ。 

以上です。 

飛松妙子委員 

給湯器って、個人で買えば国の補助金とかがあるんですけど、こういう場合は補助金って

いうのは使えるんでしょうか。 

給湯器はエコキュートではない？（「ガスだから」と呼ぶ者あり） 

失礼いたしました。以上です。 

藤田昌隆委員長 

資料のほうは後ほど。 

それでは、以上でこれについては終わります。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  都市整備課 

 

   議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算 

 

藤田昌隆委員長 

これより、都市整備課関係議案の審査を始めます。 

議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

中島勇一建設部長 

それでは引き続き、都市整備課分について御説明いたします。 
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都市整備課分の当初予算額といたしましては、歳入額9,779万7,000円、歳出額３億5,051万

4,000円となっており、令和７年度の主な事業といたしましては、引き続き、立地適正化計画

策定事業を行っていく予定でございます。 

また、市民公園基本設計測量詳細設計業務に着手する予定でございます。 

詳しくは担当課長から説明させますので、何とぞ御審議のほどよろしくお願いいたします。 

田中秀信都市整備課長 

議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算のうち、都市整備課分の主なものについて御

説明申し上げます。 

資料は建設経済常任委員会予算説明資料37ページをお願いいたします。 

歳入でございます。 

款15使用料及び手数料、項１使用料、目５土木使用料、節２都市計画使用料につきまして

は、公園に係る使用料でございます。 

続きまして、38ページをお願いいたします。 

款16国庫支出金、項２国庫補助金、目４土木費国庫補助金、節３都市計画費国庫補助金の

社会資本整備総合交付金につきましては、公園施設長寿命化対策支援事業及び都市公園事業

として受け入れるものでございます。 

その下の集約都市形成支援事業費補助金は、立地適正化計画策定事業として受け入れるも

のでございます。 

続きまして、39ページをお願いいたします。 

款17県支出金、項２県補助金、目６土木費県補助金、節１都市計画費県補助金につきまし

ては、樹木の植栽に伴う緑の景観づくり事業として受け入れるものでございます。 

続きまして、40ページをお願いいたします。 

款23市債、項１市債、目４土木債、節３都市計画債につきましては、公園整備事業に係る

起債でございます。 

続きまして、41ページをお願いいたします。 

歳出でございます。 

節２給料から節４共済費までは、職員10名分の人件費に要するものでございます。 

節12委託料につきましては、資料の42ページをお願いいたします。 

事業名立地適正化計画策定事業、こちらの事業につきましては、２か年事業の２年目で、 

令和７年度の業務内容につきましては、誘導施策、防災指針の検討、目標値、効果、評価方

法の検討、立地適正化計画区域のＧＩＳ情報の作成などでございます。 

続きまして、43ページをお願いいたします。 
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節18負担金、補助及び交付金につきましては、開発行為に伴う接続道路整備補助金でござ

います。 

続きまして、44ページをお願いいたします。 

目２公園管理費、節１報酬から節８旅費につきましては、会計年度任用職員２名分の人件

費でございます。 

節10需用費につきましては、公園管理に必要な消耗品、光熱水費、修繕料等でございます。 

節12委託料につきましては、公園委託料といたしまして、公園の年間の管理、清掃、樹木

伐採等でございます。 

続きまして、資料の45ページをお願いいたします。 

事業名市民公園整備事業、内容につきましては、市民公園整備計画に基づき、基本設計、

測量、詳細設計を行うものでございます。 

続きまして、46ページをお願いいたします。 

節14工事請負費でございます。 

公園整備工事費として公園遊具等の改修工事等を予定しており、具体的には、市民公園の

緑化整備、田代外町堤開発公園の遊具改修やいずみパーク防護柵設置工事等を行うこととい

たしております。 

節16公有財産購入費につきましては、47ページをお願いいたします。 

図面の赤く着色した部分でございますけれども、こちらは今泉町のいずみパークに隣接す

る鉄道高架用地、土地開発公社用地、面積1,154.9平米を買い戻すものでございます。 

続きまして、48ページをお願いいたします。 

目４緑化推進費、節７報償費、節10需用費につきましては、花とみどりの祭りの開催に要

します経費等でございます。 

節12委託料につきましては、市民公園、中心商店街等へのフラワーポット等への花苗移植

でございます。 

節18負担金、補助及び交付金につきましては、花とみどりの推進協議会の補助金でござい

ます。 

以上で、都市整備課の当初予算の御説明とさせていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

藤田昌隆委員長 

どうもありがとうございました。 

これより質疑を行います。 

野下泰弘委員 
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47ページの買戻しのところですけど、この土地開発公社がそもそも鉄道高架用地を購入し

た時期っていうのはいつになりますでしょうか。 

樋本太郎都市整備課参事兼課長補佐兼公園緑地係長 

お答えいたします。平成５年になります。 

野下泰弘委員 

それ以降、近年はないと思うんですけど、この鉄道高架用地で近年購入されたところ――

もちろん土地開発公社が買われていると思うんですけど、ほかにもこういうところは結構あ

るんですか。 

樋本太郎都市整備課参事兼課長補佐兼公園緑地係長 

お答えいたします。 

本課ではございませんが、本年度、駅周辺整備課で買戻しをされている土地等はございま

す。 

以上でございます。 

野下泰弘委員 

ちょっと質問のあれが違ったんですけど、今、高架というところが止まってる中で、土地

開発公社が現状でまだ買われたりはしてるのかっていうところで。 

樋本太郎都市整備課参事兼課長補佐兼公園緑地係長 

土地開発公社は先行取得で買戻しをしていくものでございまして、平成５年頃ですから、

以前ですが、それ以前に本市に高架について整備事業を具体的に始めておりまして、それ以

降については、現在、買戻し等はしておりません。 

以上でございます。 

野下泰弘委員 

ありがとうございます。 

藤田昌隆委員長 

ほかに。 

小石弘和委員 

これを買戻してどう使うと。 

田中秀信都市整備課長 

今回の購入予定地につきましては、緩衝緑地帯ということで管理を行っていきたいと考え

ております。 

小石弘和委員 

何て？ 
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田中秀信都市整備課長 

もう一つすいません。こちらが鉄道沿いにございますので、鉄道に面したところで、植樹、

植林等で防音効果がある緩衝帯ということで管理を行っていきたいと考えております。 

小石弘和委員 

防音ってどういう管理するわけ。 

樋本太郎都市整備課参事兼課長補佐兼公園緑地係長 

お答えさせていただきます。 

資料の47ページを御覧いただきたいと思いますが、現状、こちらの用地につきましては、

フェンスで囲まれている部分と、点線を引いておりますが公園と一体となって使用している

部分等がございます。 

このフェンス以降については線路と近接しており、非常に危険な状態ですので、現状のま

ま管理をさせていただきたいと思っています。 

公園の一部の部分については、新たにいずみパークに付随するものとして管理をさせてい

ただきまして、いずみパークは現状、都市公園でございますけれども、都市公園としての位

置づけとしてこの区域に入れる予定は、現在ではございません。 

以上でございます。 

小石弘和委員 

高架事業がもしも出来てきたら、そこらは加味してあるわけ。 

樋本太郎都市整備課参事兼課長補佐兼公園緑地係長 

おっしゃるとおりでございます。 

藤田昌隆委員長 

ほかに。 

齊藤正治委員 

42ページの立地適正化計画の策定ですが、超高齢化社会に向けた効率的な市街地形成とい

うことで書いてあるけれども、計画しようとしている範囲っていうのは図面で分かりますか。 

田中秀信都市整備課長 

今回の立地適正化計画の範囲につきましては、法律上市街化区域内ということでございま

すので、市街化区域内での範囲で策定する予定でございます。 

三橋秀成都市整備課長補佐兼都市計画係長兼流域治水対策室流域治水対策係総務主査 

立地適正化計画の範囲は都市計画区域内となっていますので、鳥栖市としてはもう全域が

都市計画区域です。 

今、課長が申し上げました市街化区域内っていうのは、都市機能誘導区域です。居住誘導 
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区域っていうのは、市街化区域内というふうなことになっております。 

齊藤正治委員 

全域ということだから、全域ということは、市街化調整区域も線引きされているっていう

のは関係ないということですよね。（「はい」と呼ぶ者あり）そういうことですね。 

了解いたしました。 

もう一点は、これも三橋さんにお聞きしたいんだけど、景観行政団体の話をこの間したと

思うんですけれども、それはこの予算にのっていないけど、どういうふうな扱いを今後され

ていくのか。 

三橋秀成都市整備課長補佐兼都市計画係長兼流域治水対策室流域治水対策係総務主査 

今、お話いただいた景観行政団体への移行というふうなことですけれども、現在、都市計

画マスタープランなどにおいて景観ということでの位置づけというのが触れているわけです

けれども、非常に薄いような、どういうふうな経過を目指すっていうふうなことの記載がで

きていないような状況です。 

まずは、本市がどういうふうな景観行政を進めていくかというのを進めるために、令和７

年度においては県の事業を活用させていただいて、予定ですがアドバイザーの派遣だとか、

そういったことを計画しているところでございます。 

以上です。 

齊藤正治委員 

例えば、勝尾城周辺のこれをどういうふうに守っていくのかとか、長崎街道とかこういっ

たものをどういうふうに保全していくのかとか、そういったことっていうのはもうたくさん

ある中で、新しくは太陽光の規制をどういうふうにしていくかっていうのがこの中に織り込

んでいかないといかん話だろうと思いますけれども、そこら辺をもうちょっと議論っていう

か、県とも調整した上でそうしないと、わざわざ太陽光は太陽光だけ作らにゃいかんってな

ってくる。そういったことをお願いしたいと思います。 

藤田昌隆委員長 

よろしいですか。 

  ほかに。 

    〔発言する者なし〕 

それでは、以上で質疑を終わります。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 
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報告（都市整備課） 

 

   鳥栖市市街化調整区域における地区計画の運用基準の改正について 

   市有地と県有地の交換について 

                                            

藤田昌隆委員長 

次に、議案外の報告の申出があっておりますので、お受けしたいと思います。 

田中秀信都市整備課長 

都市整備課から議案外を２件御報告させていただきます。 

資料につきましては、建設経済常任委員会議案外報告資料をお願いいたします。 

２ページ目をお願いいたします。 

一つ目でございます。 

鳥栖市市街化調整区域における地区計画の運用基準の改正についてでございます。 

概要につきましては、住宅地の確保を目的として改正するものでございます。 

今回の改正は、区域面積のみであるため、引き続き、調整池設置基準は、流域治水の観点

から市の独自基準の適用を継続いたします。 

改正の内容につきましては、対象の地区類型は、新幹線駅周辺型、小中学校周辺型の２類

型でございます。 

条件といたしましては、住宅建築（共同住宅、賃貸含む）のみを目的とする場合、区域面

積の現在の１ヘクタール以上を改正後は0.5ヘクタール以上への緩和でございます。 

スケジュールといたしましては、令和７年４月１日施行といたしております。 

次の３ページ目は、参考資料として現在の運用基準の概要版でございます。 

今回の改正箇所につきましては、右側中段のところにございます３類型の表がございます

けれども、そこの面積のところの朱書き部分が今回の改正内容のところでございます。 

引き続き２件目のほう、４ページをお願いいたします。 

２項目めは、市民公園における市有地と県有地の交換についてでございます。 

まず、位置図でございます。基本計画図を拡大した右側の図面を御覧いただきたいと思い

ます。 

今回交換予定の市有地は、サガン鳥栖Ｕ-15グラウンド整備予定の青色の南側部分でござ

います。 

それと一方、交換する県有地は、上のほうになります市民文化会館の西側の青色の部分で

ございます。 
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現在、県におきまして分筆をしていただいている最中でございますが、右側の青い部分を

交換し、左側の残地、白い部分につきましては後の議会においてお諮りし、購入させていた

だきたいと考えております。 

詳細につきましては、次の５ページをお願いいたします。市有地と県有地の概況でござい

ます。価格はいずれも令和７年３月１日時点でございます。 

市有地につきましては、所在地は鳥栖市宿町字野々下807番19、地目は公園、地積は3,030.46

平米、価額といたしましては１億7,500万円、平米単価は５万7,700円でございます。 

県有地につきましては、所在地は鳥栖市宿町字野々下807番20、地目は宅地、地積は5,145.31

平方メートルでございます。価額は３億4,900万円、平米単価は６万7,900円でございます。

交換地積は2,577.35平方メートルでございます。 

こちらは市有地価額の１億7,500万円を県有地の平米単価、６万7,900円で割った数字が

2,577.35平米でございます。 

なお、残地につきましては、先ほどの説明に補足させていただきますと、県から価額を２

分の１に減額していただき、さらにその額の３分の１は国からの交付金を受ける予定でござ

います。 

例年、４月上旬に国の内示がございますので、それ以降の議会において、残地の購入につ

いてお諮りさせていただきたいと考えております。 

交換年月日は、令和７年３月下旬の予定でございます。 

その他でございますけれども、サガン鳥栖Ｕ-15グラウンド整備につきましては、佐賀県よ

り情報提供がありまして、工事は令和７年４月中旬に着手を予定されているとのことでござ

います。 

以上で、御報告を終わらせていただきます。 

藤田昌隆委員長 

何か確認したいこととか質問がございましたら。 

小石弘和委員 

地区計画の変更があっておりますけども、新幹線周辺型っていうと西も東も入るわけです

か。 

三橋秀成都市整備課長補佐兼都市計画係長兼流域治水対策室流域治水対策係総務主査 

新幹線駅周辺型につきましては、新幹線駅、新鳥栖駅を起点に１キロメートルの範囲とい

うふうになっております。 

１キロメートルのうち今おっしゃる――想定の話にはなりますけれども、現在、住宅地に 

接しているところ、ですので住宅地といえば北側、南側であれば鳥栖西中学校の付近です。 
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西中が住居地域になります。その辺りは含まれることになります。 

小石弘和委員 

ちょうど西中の辺りが新幹線の駅予定地のようになっているんだよね。それが決まらない

ままそこで住宅地にした場合はもうそれでやってしまうわけですよね。許可してしまうわけ

ですよね。 

田中秀信都市整備課長 

そのとおりでございます。（「それは無茶苦茶じゃないか」と呼ぶ者あり） 

藤田昌隆委員長 

暫時休憩します。 

 

  午後１時37分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午後１時47分再開 

 

藤田昌隆委員長 

 再開します。 

この説明については、そう簡単にはいと言えるような問題でもないし、今日初めて説明を

受けたということで、先ほどあったような意見とかそういうものも、きちんともう一回こう

いう意見があったというのを上と相談の上、また検討というか――検討される余地があるの

かないのか分かりませんが、委員会としてはもう一回よく考えてほしいという要望です。 

ほかにありますか。 

    〔発言する者なし〕 

ないですか。 

それでは、これで議案外の報告を終わります。 

次に、国道交通政策課関係議案の審査に入りますので、執行部準備のため、暫時休憩をい

たします。 

 

  午後１時48分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 
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  午後１時52分再開 

 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  国道・交通政策課 

 

   議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算 

 

藤田昌隆委員長 

これより、国道・交通政策課関係議案の審査を始めます。 

議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

中島勇一建設部長 

それでは引き続き、国道・交通政策課分につきまして御説明いたします。 

国道・交通政策課分の当初予算額といたしましては、歳入額6,114万1,000円。歳出額１億

9,487万1,000円となっており、令和７年度の主な事業といたしましては、地方バス路線事業

及び地域公共交通確保維持改善事業により、路線バス６路線の運行維持とミニバス４路線の

運行を行うほか、高速道路利便増進事業、国道３号鳥栖拡幅事業、鳥栖久留米道路事業など

の推進及び鳥栖駅東及び鳥栖駅周辺駐車場管理業務などを行っていく予定でございます。 

また、新たな事業といたしまして、本年秋以降に予約型乗合タクシー実証運行事業を行う

に当たっての準備業務を行う予定でございます。 

詳しくは担当課長から説明させますので、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

藤田昌隆委員長 

どうもありがとうございました 

森岡敬晶国道・交通政策課長 

 それでは、議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算、国道・交通政策課関係分につき 

まして、その主なものについて御説明をさせていただきます。 

委員会資料は49ページをお願い申し上げます。まず、歳入でございます。 

款15使用料及び手数料、項１使用料、目５土木使用料、節２都市計画使用料のうち、鳥栖

駅周辺駐車場使用料につきましては、鳥栖駅東駐車場の使用料収入でございます。 
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節４新幹線対策使用料につきましては、新鳥栖駅周辺駐車場、５か所ございますけど、そ

ちらの使用料収入でございます。 

次に、款18財産収入、項１財産運用収入、目２利子及び配当金、節１利子及び配当金につ

きましては、九州新幹線減渇水被害対策基金利子186万6,000円につきまして、同基金の運用

につきまして、令和６年度から金融機関へ預託を行っており、利率の高い地方債購入のほう

で運用をしておりまして、その分の利子でございます。 

続きまして、委員会資料51ページをお願いいたします。歳出でございます。 

款８土木費、項２道路橋梁費、目１道路橋梁総務費、節２給料から節４の共済費につきま

しては、国道・交通政策課職員７人分の人件費でございます。 

資料52ページをお願い申し上げます。 

款８土木費、項４都市計画費、目１都市計画総務費、節10需用費のうち主なものとしまし

て、光熱水費は、鳥栖駅前広場及び鳥栖駅東駐車場等の電気料金と鳥栖駅前広場の修繕料で

ございます。 

節11役務費につきましては、鳥栖駅東駐車場の料金が電子マネーで支払われた際の料金徴

収に係る手数料でございます。 

53ページをお願い申し上げます。 

節12委託料のうち主なものとしまして、清掃委託料としまして、ＪＲ田代駅、ＪＲ肥前麓

駅、ＪＲ肥前旭駅、３駅のトイレ清掃業務を委託するものでございます。 

鳥栖駅東駐車場管理委託料につきましては、鳥栖駅東駐車場の利用料金の徴収、駐車場料

金の精算機器の管理及び巡回清掃等の管理委託に係る費用でございます。 

次に、ミニバス運行業務委託料につきましては、市内４路線のミニバス運行に係る運行事

業者への委託料でございます。 

また、システム導入委託料を上げておりますが、新たな交通サービスとして、実証運行を

行います予約型乗合タクシーで現在採用を予定しております予約システムの導入等に係る費

用でございます。 

こちらの両委託料につきましては、委員会資料の54ページ、55ページの主要事項説明で御

説明をいたします。 

54ページをお願いいたします。54ページの主要事項の説明をいたします。 

事業名につきましては、地域公共交通確保維持改善事業、事業全体の予算額は1,957万8,000

円となっております。 

本事業の目的につきましては、ＪＲ、路線バス等の利用が困難な地域への対応としまして、 

引き続きになりますが、鳥栖・田代地区及び基里・旭地区のミニバス運行を行ってまいりま 
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す。 

こちらの予算の内訳としましては、地域公共交通会議委員謝金、旅費として32万4,000円。

利用促進のためのミニバス乗車体験会等の費用としまして10万4,000円。ミニバス車両のラ

ッピングを予定しておりまして、こちらの費用が127万6,000円。ミニバスの本体の運行委託

料としまして1,069万4,000円。また、地域公共交通会議の負担金としまして718万円を計上し

ているところでございます。 

こちらの地域公共交通会議の負担金としましては、今年度、地域公共交通計画の策定を予

定しておりまして、基本方針や課題解決の目標を掲げております。 

こちらの目標を達成するために具体的な実施計画、こちらの策定をする予定にしておりま

して、これに係る経費を公共交通会議へ負担金として計上しているものでございます。 

55ページの主要事項説明を行います。予約型乗合タクシーの実証運行事業でございます。 

目的としましては、高齢者をはじめとする交通弱者、ＪＲ、路線バス、ミニバスといった

既存の公共交通の利用が不便な地域にお住まいの方、こういった方にも利用しやすい予約型

乗合タクシー実証運行を行うものでございます。 

内訳としましては、予約や運行を管理するシステムの構築、また停留所の設定など、運行

の準備にかかる費用、また、予約受付の際のコールセンターの運営経費、そして年間を通じ

てにはなりますが、システムの利用料となっております。 

56ページに予約型乗合タクシーの概要をつけておりますので、御覧いただきたいと思いま

す。現在、路線バス、ミニバスともに定時・定路線と言いますが、要は決まった時間に決ま

ったルートを走るというものになります。 

この予約型乗り合いタクシーにつきましては、こういった路線、また、ダイヤがございま

せんので、予約によって運行するものでございます。乗り合いが前提となっている関係もあ

りまして、通常のタクシーより、送迎といった所要の時間がかかりますが、タクシーよりも

低額の乗り物になるように予定をしております。 

繰り返しになりますけれども、従来、御自宅等の近くに路線バスがない方、バス停まで遠

いといった方でも利用しやすい乗り物となることを想定して実証運行をしているところでご

ざいます。 

続きまして、委員会資料57ページをお願いいたします。 

節14工事請負費100万円につきましては、鳥栖駅東の駐車場区画線の誘導線が薄くなって

おりますので、引き直しにかかる費用を計上しているところでございます。 

節18負担金、補助及び交付金につきましては、説明欄の１項目にあります県道路愛護協会 

負担金から５項目めの九州国道協会負担金につきましては、鳥栖市が加盟しています国道関 
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係の団体及び期成会の負担金でございます。 

また、地方バス路線維持費補助金につきましては、西鉄バス佐賀が運行しております市内

３路線、広域線３路線の路線維持に係る補助金でございます。 

詳細につきましては、58ページの主要事項説明書で御説明いたします。 

事業名は地方バス路線維持費補助金、予算額は6,782万8,000円でございます。人件費等、

燃料費の高騰が続いており、運行経費が増加しておりますことから、前年度比より400万円程

度の増額となっているところでございます。 

路線の維持を図るために路線バスの運行事業者に対し路線の運行経費から国県の補助金、

運賃収入を差し引いた残りの部分、運行赤字額について補助金を交付するものでございます。 

委員会資料59ページをお願いいたします。 

款８土木費、項６新幹線対策費、目１新幹線対策費、節10需用費につきましては、主なも

のとしまして、光熱水費として、新鳥栖駅周辺施設及び減渇水施設の電気料、新鳥栖駅みん

なのトイレ、観光施設の上下水道料金でございます。 

修繕料としまして、新鳥栖駅トイレの洗面台の照明のＬＥＤ化と施設の修繕としまして、

50万円を計上しております。 

節12委託料新鳥栖駅周辺施設管理委託料の内容としましては、新鳥栖駅内にあります、み

んなのトイレ、自由通路の清掃委託、また、新鳥栖駅周辺にあります、駐車場の利用料金の

集金、機器の管理、駐車場の巡回清掃等の委託料でございます。 

最後になります。 

節24積立金につきましては、歳入で御説明いたしました九州新幹線減渇水被害対策基金の

運用で得られた利子を基金に積み増しするものでございます。 

以上、議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算、国道・交通政策部の説明といたしま

す。 

よろしくお願いいたします。 

藤田昌隆委員長 

説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

小石弘和委員 

55ページの予約型乗合タクシー実証運行事業の実施は、予算が通ったらいつからすると。 

森岡敬晶国道・交通政策課長 

秋以降ということで、我々もそれに向けて準備を進めてまいりたいと思っております。 

小石弘和委員 

 鉄道駅やバス停を離れた公共交通利用が不便な地域に行う新たな移動手段、この地域をど 
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ういうふうにして定めていくものか、どこの地域を何箇所かどうして決めるのかなと思いな

がらお聞きしているわけです。 

森岡敬晶国道・交通政策課長 

委員がおっしゃられた公共交通の不便な地域ということで、今月末に策定を予定しており

ます公共交通計画もございます。 

その中で、バス停から半径300メートル以上離れたところ、または、ＪＲの駅から500メー

トル以上離れるところにお住まいの方は、お近くに駅とかバス停がないというのを300メー

トル500メートルという区切りをもって、それ以上離れたところをこういった交通不便地域

として定めております。 

小石弘和委員 

鳥栖市内を見たら相当地域はあるよ。それをどうして限定をしていくの。 

森岡敬晶国道・交通政策課長 

委員の御指摘のとおり鳥栖市内に何箇所か点在をしております。 

例えば、若葉地区もそういったエリアにもなります。 

例えば高田町、安楽寺町、立石町のほうもそうですけど、要は今、特に路線バスやミニバ

スが走っていないエリアについては、路線バスから離れた地域が点在しておりますので、そ

ういったところにお住まいの方でもこういった予約型乗り合いタクシーによって、これまで

公共交通の利用がなかなかしにくかった方でも、さっき言いましたようにルートは決まって

おりませんので、御自宅の近くであったり、目的地の近くの乗り降りのできる場所まで送迎

できる乗り物にしていきたいと思っております。 

小石弘和委員 

先ほどから300メートルって言ってあるけど、直線？それとも市道のメーター数？ 

森岡敬晶国道・交通政策課長 

直線距離でございます。 

小石弘和委員 

直線距離って、そのバス停から山を越えても直線？ 

森岡敬晶国道・交通政策課長 

平面で見て、直線でございます。 

小石弘和委員 

聞くと時間が物すごい長くなるけん。実施をやるためには何台使うわけ。これだけちょっ

とお聞きするけん。 

森岡敬晶国道・交通政策課長 
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今回初めての導入ということもありますし、実証という取扱いでございますけれども、ま

ずは、１日２台で行っていきたいと考えております。 

藤田昌隆委員長 

事前予約ってさらっと書いてあるけど、当日の朝とか２時間前とかその辺は。事前予約と

書いてありますが、事前予約とはいつですか。 

森岡敬晶国道・交通政策課長 

これからシステム業者と４月以降に発表しまして話をしていくところにはしておりますけ

れども、他市の事例を見ておりますと、前日予約っていうのが一つの目安になっております

――事前というのがですね。 

あとは、直前の１時間前なのか30分前までできるのかっていうところが一つの目安になっ

てきますので、そこは利便性を考慮しながら決めてまいりたいと思っております。 

藤田昌隆委員長 

ＡＩという形であるんやけど、ＡＩオンデマンドシステムの構築というのは、例えば、タ

クシー会社だとスマイルタクシーとか西鉄タクシーとか、それは限定するわけ。今、２台と

言われたけれども、例えば、スマイルタクシーで１台、西鉄タクシーで１台とするのか、そ

の辺は。 

森岡敬晶国道・交通政策課長 

繰り返しにはなりますけれども、まずは、４月以降にシステムの導入をしたいと思ってい

ます。 

あとは、運行の部分、委員長が言われるようにドライバーと車両が必要になりますので、

これにつきましては、市内のタクシー業者と協議をしながら進めてまいりたいと思っており

まして、１社に何台とかというのはこれから決めてまいりたいと思っております。 

藤田昌隆委員長 

今、タクシーも運転手が足りない。そういうときにそういう確保がきちんとできた上で、

これを受けるところと十分話した上でされたんでしょうけど、その辺の人材確保っていうか、

運転手の確保あたりの問題は出なかったですか。 

森岡敬晶国道・交通政策課長 

市内に４社のタクシー業者さんがいらっしゃいます。 

実際この予約型乗り合いタクシーがタクシーとバスのちょうど間のような乗り物になりま 

すけれども、やはり、タクシーのお客様を奪ってしまうというようなことも少なからずあり

得ましたので、４社のタクシー業者のほうには話をさせていただいておりますが、今のとこ

ろこの導入については御理解いただいている状態でございます。 
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おっしゃられるようにドライバーの確保というものが一つの課題にはなってはくるかと思

いますけれども、業者全部ではないんですけれども、市内数社に聞いたところ、対応できる

といいますか、こちらの制度に人と車両をお出しするのは可能ということでお聞きしており

ます。 

小石弘和委員 

このデマンドタクシーというのは、私たちも何箇所でも視察をさせていただきました。こ

れを秋までに実証できるというようなことは無理じゃないかなと。相当、やっぱり三、四年

かけて実証をしている地方自治体が多かったと思うんです。これは難しい問題ですよ。 

国道・交通政策課は非常にすばらしい方がいらっしゃるから、秋にできるというようなこ

とを言われるんですが、私たちは視察に何遍でも行かせていただいて、非常に難しい問題で

すから。頑張ってください。 

和田晴美委員 

私も引き続き、オンデマンド第４の交通手段として質問をさせていただきます。 

実証実験的なもので、仮でいいんですけれども、実証実験をする時間帯はどのぐらいの想

定をしているか、そこら辺が気になるところです。 

もう一つが、ＡＩっていうとスマートフォンも活用ということで、高齢者の方も想定の中

ですが、意外とこういうシステムにアレルギーっていうか、最初から諦めて御利用いただけ

なくて、この実証実験が予定どおりにいかないっていうのも心配なので。私が想定していま

すのが、年配者だけではなくて学生も含めた若い方が活用していただいて、それを見て高齢

者の方が乗ってくるほうが上手いこと実験ができるんじゃないかと思うんです。 

実証としてスマートフォンと電話を実践に向けるために想定して、予約も入ったけれども、

例えばキャンセルが出て、空で走ったりとか、そういった部分の検討をする実証の方向性な

どを詳しいところでお話を伺いたいと思います。 

まず運行時間と、新しいものがすっと入るようにどういうふうに進めていくかっていうと

ころをお聞かせいただけますでしょうか。 

森岡敬晶国道・交通政策課長 

決定事項ではございません。 

委員が言われていました、仮にということでお答えをさせていただければ、現在はミニバ 

スが走っている時間帯が朝９時から大体夜５時までを想定しておりまして、路線バス、ミニ

バス、このデマンドの併用といいますか、乗り継ぎも含めて御利用になっていただきたいと

いうことで、まず朝９時から夜５時まではこの予約型乗り合いタクシーは運行をさせたいと

思っております。 
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御年配の方の利用がミニバスも多うございます。 

御心配のとおり、スマホでの予約っていうのは簡単ではないと思っておりますので、それ

の一つの受皿としましては、タクシーと同じように電話での受付は大丈夫ですよというのを

まずは安心材料にしたいと思っております。 

それと、どうしてもコールセンターっていうのは、人件費がかかったり人手がかかってき

ますので、我々も少しスマートフォンでのアプリを使っての予約っていうのは推奨したいと

思っておりまして、他市の事例で、皆さん結構ＬＩＮＥは使われているそうなんです。スマ

ホのいろんなソフトの中でもＬＩＮＥは家族との連絡でよく使っているということで、この

ＬＩＮＥを使って予約ができるシステムもございます。 

それで少しハードルが下がるというような情報もお聞きしていますので、ぜひこれは導入

したいと思ってるところでございます。 

もう一つは、使い方教室といいますか、地元に出向いて、例えばまちづくり推進センター

の講座にお邪魔するとか、直接行って使い方の指導も含めてお手伝いをさせてもらいたいと

は考えております。 

小石弘和委員 

この提案はトップダウンね。提案者は誰。 

森岡敬晶国道・交通政策課長 

今、交通計画をつくっていますということでお話ししていましたけれども、この前の網形

成計画という今年の３月まで生きている計画がございます。 

この中で、新しい交通サービスとして、こういった予約型乗り合いタクシー、俗にオンデ

マンド交通とか言われますけど、それの調査検討をずっとうちも続けてまいっておりました。 

それと、免許返納後の方の移動確保というのは市長公約でも上がっておりますけれども、

我々が今まで進めてきたこの調査検討がそれと合致するものかなということで進めていると

ころでございます。 

飛松妙子委員 

その件に関しまして２点。 

１点は、運賃はどのくらいまでを想定されているのかと、距離をどのくらいまで考えてい

らっしゃるのかを教えてください。 

森岡敬晶国道・交通政策課長 

運賃の決定もこれからではございますが、先ほど申し上げましたタクシーとバスのちょう

ど中間的な乗り物になります。 

今、バスの１区間での初乗り料金が210円でございます。鳥栖市内でバスで一番遠くまで行 
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って大体420円とか、そのぐらいの金額になります。タクシーの初乗りが今、810円でござい

ます。要は、そこの中間を狙った金額で設定をしてまいりたいと考えております。 

ですので、400円から500円ぐらい――これから決めますが、それが一つの基準になるので

はないかと考えております。 

それと、先ほど言いましたが、これの前提は乗り合いです。１人のお客様を１か所に連れ

て行くというよりは、複数のお客様を数珠つなぎといいますか、拾って降ろして拾って降ろ

してやっていきます。鳥栖市内、端から端までと移動距離が長くなりますと、どうしても１

台を独占じゃないですけどそういった要因にもなりますので、複数のブロックを分けたよう

な運用をすることで、例えば鳥栖市内を２つのブロックに分けると、片道５キロの範囲内と

かになるかと思われますので、そういったことで少し頻回に動く乗り物というようなことを

考えております。 

先ほども言いましたが、併用といいますか、当然あまり競合しないということは念頭に設

定をしていきたいと思っております。 

飛松妙子委員 

ありがとうございました。 

では次に、54ページのミニバスのラッピングの件ですが、この127万6,000円の内容を教え

ていただけますか。 

森岡敬晶国道・交通政策課長 

ラッピングにつきましては、現在走っておりますミニバス２台分を想定しております。 

今年度発表もしておりましたけれども、やはりこのサガン鳥栖支援のこともございますの

で、デザインにつきましては、サガン鳥栖、久光スプリングスも含めてではありますけれど

も、サガン鳥栖支援も念頭に置きながら作っていきたいと考えておるところでございます。 

飛松妙子委員 

それのスケジュールはどのようになっていますでしょうか。 

森岡敬晶国道・交通政策課長 

新年度早々にデザインの決定、それと発注もかけていきたいと思っております。 

飛松妙子委員 

デザインはどなたが決めるんでしょうか、どこか業者さんに委託するんでしょうか。大体

いつ頃までに決定をしたいってお考えでしょうか。 

藤田昌隆委員長 

決定していなかったらまだ何も決定していませんと言ってください。時間がもったいない

です。 



 

- 106 - 

 

森岡敬晶国道・交通政策課長 

細かいスケジュールにつきましては、まだ決定しておりません。 

飛松妙子委員 

では、いつ頃からラッピング車は走る予定で想定をされておりますか。 

森岡敬晶国道・交通政策課長 

すみません。先ほどの答弁と同じになりますが、詳細が決まっておりませんのでいつから

というのは申し訳ございません。 

飛松妙子委員 

分かりました。できるだけ早くということですね。（「はい」と呼ぶ者あり） 

藤田昌隆委員長 

ほかにないようでしたら、次に経済部関係議案の審査に入りますので、執行部準備のため

暫時休憩をいたします。 

 

  午後２時22分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午後２時24分再開 

 

藤田昌隆委員長 

先ほど野下議員から質問がありましたが、ガス等とか、その辺についての説明をお願いい

たします。 

三澄洋文建設課長 

何回も時間ばかりいただきましてすみません。ありがとうございます。 

先ほどの質問で答えられなかった部分を整理してまいりました。 

内訳につきましては、ここに羅列しています数字になっております。 

２行目になりますけれども、給湯器ということで、ガス給湯器はリンナイの製品を使って

いまして、大体１か所16万3,000円の製品に諸経費が４万4,000円で合計１か所当たりで20万

7,000円という額で使用させていただいています。 

その他もろもろで、例えば換気扇の交換分の資材であったり、例えば浴槽、浴槽も基本的

に入れ替えておりますので、浴槽代とかシャワー付水洗であったりとか流し台とかそういっ 

たもの、あと電気設備関係、撤去費用、産廃処分費用ということでこういった項目を積み上 
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げますとこういった金額になるということでございます。 

以上でございます。 

藤田昌隆委員長 

よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

どうもありがとうございました。 

暫時休憩します。 

 

  午後２時25分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午後２時30分再開 

 

藤田昌隆委員長 

 再開いたします。 

審査に入ります前に、宮原部長より一言御挨拶をお受けいたします。 

宮原信経済部長兼上下水道局長 

今回の建設経済常任委員会におきまして、御審議をいただきます経済部及び上下水道局関

係の案件につきましては、当初予算関係議案４件でございます。 

さが園芸８８８整備支援事業費補助金、三島江島地区の経営体育成基盤整備事業、企業立

地奨励金、新産業集積エリア整備事業、水道事業関連施設更新整備事業と公共下水道整備事

業などについて予算を計上させていただいております。 

詳細につきましては、各担当課長から御説明をさせていただきますので、よろしくお願い

いたします。 

藤田昌隆委員長 

どうもありがとうございました。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  農林課・農業委員会 
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   議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

藤田昌隆委員長 

これより、経済部関係議案の審査を始めます。 

農林課及び農業委員会事務局関係議案の審査を行います。 

議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

庄山裕一農業委員会事務局長 

それでは、議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算のうち、農業委員会事務局関係分

について御説明をいたします。 

委員会資料の当初予算説明資料の２ページをお願いいたします。歳入についてです。 

款17県支出金、項２県補助金、目４農林水産業費県補助金、節１農業費県補助金のうち、

主なものといたしましては、説明欄１項目めの農業委員会交付金は、農業委員会の事務に要

する経費に対しての県からの交付金です。 

次に、説明欄３項目めの農地利用最適化交付金は、農業委員11名及び推進委員15名が行う

農地の集積や遊休農地の解消等の活動、成果に応じた手当を支払うための県からの交付金に

なっております。 

次に、資料４ページをお願いいたします。歳出についてでございます。 

款６農林水産業費、項１農業費、目１農業委員会費のうち、主なものについて御説明をい

たします。 

節１報酬は、農業委員11名分と推進委員15名分の12か月分の報酬及び農地利用最適化交付

金による報酬の加算分でございます。 

次に、節２給料から節４共済費につきましては、農業委員会事務局職員５名分の人件費で

ございます。 

次に、資料５ページをお願いいたします。 

節８旅費は、職員、農業委員、推進委員の研修旅費及び農業委員会定例委員会の出席費用

等でございます。 

以上、簡単ではございますが、農業委員会事務局関係分の当初予算説明とさせていただき

ます。 

楠和久農林課長 
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続きまして、農林課関係分について御説明いたします。 

まず、歳入の主なものについて御説明いたします。７ページをお願いします。 

款14分担金及び負担金、項１分担金、目１農林水産業費分担金、節１農業費分担金につき

ましては、老朽農業用水路改修事業に伴う受益者の分担金でございます。 

８ページをお願いします。 

款17県支出金、項２県補助金、目４農林水産業費県補助金、節１農業費県補助金のうち、

主なものについて御説明いたします。 

説明欄２項目めの多面的機能支払補助金につきましては、農業者及び地域住民を含む組織

が取り組む水路の泥上げや草刈り等の保全活動、植栽等による農村環境の質的向上を図る共

同活動を支援するための補助金でございます。 

次の、中山間地域等直接支払交付金につきましては、農業生産条件の不利な中山間地域な

どにおいて、農用地を維持管理していくための取決めを締結した集落が農業生産活動等を行

う場合に、その面積に応じて交付するものでございます。 

５項目めの、さが園芸８８８整備支援事業費補助金につきましては、園芸施設の整備に対

する補助金でございます。 

次の、経営所得安定対策等推進事業費補助金につきましては、鳥栖市農業再生協議会に対

しまして経営所得安定対策の推進や作付面積の確認に必要となる経費を助成する補助金でご

ざいます。 

次の、農業次世代人材投資資金事業補助金につきましては、新規就農や就農後の経営確立

を支援するための補助金でございます。 

次の、基盤整備促進事業費補助金につきましては、老朽農業用水の改修工事に対する補助

金でございます。 

節２林業費県補助金につきましては、林道橋の調査設計業務等に係る補助金でございます。 

９ページをお願いします。 

項３委託金、目２農林水産業費県委託金、節１農業費委託金の河内防災ダム管理委託金に

つきましては、河内ダムの維持管理に要します経費に対する県委託金でございます。 

10ページをお願いします。 

款20繰入金、項１基金繰入金、目６森林環境譲与税基金繰入金、節１森林環境譲与税基金

繰入金につきましては、令和７年度に実施する森林経営管理事業の予算相当額を繰入れるも

のでございます。 

11ページをお願いします。 

款22諸収入、項６雑入、目４雑入、節４雑入の説明欄１項目め、市民の森ネーミングライ 
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ツ料につきましては、コカ・コーラボトラーズジャパンのネーミングライツ料でございます。 

款23市債、項１市債、目３農林水産業債、節１農業債につきましては、老朽農業用水路改

修事業に関する起債でございます。 

続きまして、歳出の主なものについて御説明いたします。 

12ページをお願いします。 

款６農林水産業費、項１農業費、目２農業総務費のうち、主なものについて御説明いたし

ます。 

節２給料から節４共済費につきましては、農林課職員13名分の人件費でございます。 

13ページをお願いします。 

目３農業振興費のうち、主なものについて御説明いたします。 

節18負担金、補助及び交付金の説明欄５項目め、さが園芸８８８整備支援事業費補助金に

つきましては、次のページの主要事項説明書を御覧ください。 

令和７年度は、タマネギ用大型鉄コンテナ、タマネギ用運搬用機械等の購入費用につきま

して、３件の農業者に対し助成するものでございます。 

なお、園芸農業の振興を図るため、令和７年度からこれまで10％としておりました市の補

助率を20％に拡充しております。 

15ページをお願いします。 

２項目めの農業次世代人材投資資金、３項目めの経営開始資金につきましては、50歳未満

で一定の要件を満たす新規就農者に対し、資金を交付するものでございます。 

４項目めの中山間地域等直接支払交付金につきましては、農業生産条件の不利な中山間地

域などにおいて、農用地を維持管理していくための取決めを締結した集落が農業生産活動等

を行う場合にその面積に応じて交付するものでございます。 

16ページをお願いします。 

目５農業生産基盤整備費のうち、主なものについて御説明いたします。 

節１報酬から節４共済費につきましては、経営体基盤整備事業の用地買収、登記事務のた

め、会計年度任用職員１名分の人件費でございます。 

節12委託料につきましては、次のページの主要事項説明書を御覧ください。 

三島・江島地区の農業用施設につきましては、老朽化が進んでおり、施設の再整備を行う

必要があることから、県事業であります経営体育成基盤整備事業の令和８年度採択を目指し

事業計画を策定するものでございます。 

令和６年度当初予算に計上しておりましたが、事業採択の要となります園芸団地用地の調

整に時間を要しましたことから、令和７年度に改めて計上するものでございます。 
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前のページに戻ります。 

節14工事請負費につきましては、老朽化した既設農業用水路の改修工事を行うための費用

でございます。藤木町、高田町、山浦町の工事を予定しております。 

節18負担金、補助及び交付金、説明欄１項目めのかんがい排水事業推進負担金につきまし

ては、農業用水の安定供給を目的とした揚水施設の維持管理費に対する負担金でございます。 

18ページをお願いします。 

説明欄最後の多面的機能支払補助金につきましては、農業者及び地域住民を含む組織が取

り組みます水路の泥上げや草刈り、農道の維持管理等の基礎的保全活動や植栽による農業環

境の良好な保全といった地域資源の質的向上を図る共同活動を支援する補助金でございます。 

19ページをお願いします。 

目６農地等保全管理費のうち主なものについて御説明いたします。 

節１報酬から節４共済費につきましては、河内ダム管理のための会計年度任用職員及び河

内河川プールの監視員の人件費でございます。 

20ページをお願いします。 

節12委託料、河内ダム施設管理等委託料につきましては、河内ダム管理システムの保守業

務やダム堤体等の草刈り業務などの委託を行うものでございます。 

21ページをお願いします。 

目７米需給調整総合対策費、節18負担金、補助及び交付金の説明欄１項目め、経営所得安

定対策等推進事業費補助金につきましては、鳥栖市農業再生協議会に対しまして経営所得安

定対策の推進や作付面積の確認に必要となる経費を助成するものでございます。 

目８農業研修施設費、節12委託料の栖の宿指定管理料につきましては、栖の宿の管理運営

を委託するものでございます。 

22ページをお願いします。 

項２林業費、目１林業総務費の節２給料から節４共済費につきましては、林務担当職員１

名分の人件費でございます。 

目２林業振興費のうち主なものについて御説明いたします。 

節１報酬から節４共済費につきましては、森林経営管理制度の事業推進のための会計年度

任用職員１名分の人件費でございます。 

23ページをお願いします。 

節12委託料の伐採委託料につきましては、市と協定を締結した民有林の伐採等に要する費

用でございます。 

節24積立金、森林環境譲与税基金積立金につきましては、森林環境譲与税を基金に積み立 
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てるものでございます。 

24ページをお願いします。 

目３林道事業費のうち主なものについて御説明いたします。 

節12委託料の橋梁点検等委託料につきましては、大谷橋ほか点検業務に要する費用でござ

います。 

25ページをお願いします。 

目４治山事業費の主なものについて御説明いたします。 

節12委託料につきましては、市内の各小学校に配付しております市民の森ノベルティグッ

ズの作成等に要する費用でございます。 

節14工事請負費につきましては、市民の森内の支障木の伐採や駐車場車止め改修等に要す

る費用でございます。 

26ページをお願いします。 

款11災害復旧費、項１農業水産施設災害復旧費、目１農林水産施設災害復旧費、節12委託

料につきましては、災害応急対応などに要する委託料でございます。 

節14工事請負費につきましては、災害応急対応などに要する工事請負費でございます。 

以上、簡単ではございますが、農林課関係分の当初予算の説明とさせていただきます。 

藤田昌隆委員長 

説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

小石弘和委員 

市民の森の240万円の歳出を見ていたら、市民の森のトイレとかあれくらいのしか予算が

ないやんね。 

市民の森の整備のためにもコカ・コーラジャパンからもらってる分は突っ込んでいかなけ

ればいけないわけだよね。今、あそこはもう崩壊状態なんですよ。私が話を聞くと、どうも

トップダウンで市民の森の何とかに指示が出ていると思うんですけど、担当課は全然動いて

いないやんね。トップダウンか何かで指示が来ているはずよ。もう少しそのくらいの予算ぐ

らい組んで、200万円ぐらい一般財源からでも組んで、あそこを観光名所としてやっていくべ

きじゃないかな。もう荒れ放題やん。 

楠和久農林課長 

ネーミングライツ料については、主に先ほど申し上げましたノベルティグッズだったり、

あとは、市民の森の整備のほうに充てております。 

委員がおっしゃるように、これまで市民の森についてはほとんど手が入れられていない状

況でございました。 
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今年度に一部入り口のほうの木の伐採をしたりして見通しをよくしているんですけれども、

予算につきましては、25ページの工事請負費については、今年570万円組んでおるんですが、

昨年は工事請負費が当初予算では200万円でした。 

これが当初予算で570万円にしておりますので、市民の森整備については予算を増額して

市民の森内の整備を行う予定にしております。 

藤田昌隆委員長 

よろしいですか。 

    〔発言する者なし〕 

ほかに。 

和田晴美委員 

私からは、補正と続く話にはなりますが、13ページに有害鳥獣に関わる予算がついており

ますが、さきの補正予算でも言いましたけれども、これまでの対策も含めて効果のある計画

とそれに沿った対策をしてほしいと、これは一旦要望だけとします。 

もしよければ、新たに令和７年度で違う対策を既にお持ちであればそこをお答えいただき

たいです。 

それともう一つ、少し関わりまして15ページにあります鳥インフルエンザのための消石灰

を購入する予定でいるようですけれども、佐賀では豚熱のほうもありまして、これは豚熱に

も使えるかと思うんですが――何でこの質問をしているかというと、佐賀西部のほうで若干

繁殖しています豚熱がもしかするといつかこっちに飛んでくる可能性もあるということを耳

にしておりますので、それに迅速に対応できるようなこういった備蓄品っていうのはいるの

かなと思いまして――一旦ここまで２点についてお答えいただけますでしょうか。 

15ページ鳥インフルエンザの消石灰の備蓄の分については、豚熱でも使えるのか、そうい

った分も想定に入れてるのか、よかったら教えてください。 

楠和久農林課長 

 有害鳥獣対策については、今年度も基本的には例年どおりの予算を組んでおりますので、 

議員御質問の特別新しい取組というのは現状予定しておりません。 

消石灰につきましては、鳥インフルエンザの予防のために養鶏場の周辺とかに散布する消

石灰を予定しておりますので、おっしゃるように西部のほうではイノシシで豚熱が発生して

いて、経口ワクチン等の配付も行っているようですけれども、東部地区はまだそういう状況

ではありません。 

ただ、この消石灰につきましては、現状はそういう豚熱を想定したものではございません。 

和田晴美委員 
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ありがとうございました。 

13ページの有害鳥獣の分は、これまでと一緒の計画であれば効果はないというふうなこと

をお伝えしておきます。 

なので、令和７年度に入りましたら、もう少し協議会のほうでまたさらなる審議をされる

と思いますが、前向きな審議になりますようお願いしたいと思います。 

あともう一つお伺いしたいのが、23ページにあります森林環境の基金ですが、これを積立

てして何をするのかっていうのと、あと一つお尋ねしたいのが、林道に関する整備は一定さ

れているんですが、作業道っていって舗装されてないところがなかなか入りにくいっていう

御意見もあって、私自身もそういった現場を幾つか見て、入れなくて悪循環になっていない

か心配をするところを見かけたことがありましたので、この基金を集めてそういったものに

も活用する予定があるか、それ以外の基金を活用する御予定がありましたら、その分を教え

ていただけますでしょうか。 

楠和久農林課長 

森林環境譲与税の積立金については、今年度上げていますように1,300万円ということで

計上しております。毎年同じぐらいの金額が譲与税として市の歳入として繰り入れられるこ

とになっております。これに対する歳出といたしましては、22から23ページにかけてなんで

すけれども、主には23ページの伐採等委託料、これが主な使い道になります。 

主には間伐を行うんですけれども、おっしゃるように作業道については当然、伐採等をす

る場合、搬出等をする場合には必要になってくる場合がございます。 

現状の予定では作業道を設置する予定はないんですけれども、今後の伐採等の状況によっ

ては、これを使って作業道等の整備っていうことも今後は出てくる可能性はございます。 

和田晴美委員 

ありがとうございました。 

作業道もありましたけれど、他市町では一般や子供向けに環境に関した夏休みにする教室 

みたいなものをして、そういったものを周知するような活動もしていますので、よかったら 

今後御検討をお願いしたいと思います。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

ほかに。 

野下泰弘委員 

８ページの歳入、節１多面的機能支払補助金、去年より１組織増えていると思うんですけ

れども理由等があれば教えてください。あと場所もです。 
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楠和久農林課長 

今年度から儀徳町が増えております。 

これは地元のほうで協議をされて、今年度から活動組織を作って活動に取り組むというこ

とですので、１組織増えている状況です。 

野下泰弘委員 

ありがとうございます。 

もう一点、13ページの節18の施設園芸の就農希望者の支援等というところの５万円の用途

を教えてください。 

楠和久農林課長 

このスタートアップ協議会につきましては、園芸作物の振興ということで県とＪＡと市で

組織しているものでございます。 

主に新規就農者、例えば毎年イチゴを始める方向けとかアスパラガスを始める方向けのセ

ミナー等を開催しております。そういった様々な取組を行っていくんですが、そういったも

のに使われる費用となっております。 

野下泰弘委員 

ありがとうございます。もう一点確認です。 

新規就農者の補助金があると思うんですけど、今年度１名継続ということですが、昨年は

これの活用がされたのか、私も勉強不足でそこだけ確認できればと思います。 

楠和久農林課長 

現在２名の方が交付を受けてあります。 

１件がイチゴ農家の方、１件がミカン農家の方ということで交付をしている状況です。 

藤田昌隆委員長 

よろしいですか。 

野下泰弘委員 

 本年度２名だった場合は、２件分出せる予算はあるっていう認識でよろしかったでしょう 

か。 

楠和久農林課長 

２件分の予算になっております。 

野下泰弘委員 

これ表記は１名分じゃないですか。ちょっと確認です。 

楠和久農林課長 

 15ページで農業次世代投資資金というのと経営開始資金、途中で制度が変わって名前が変 
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わっております。それぞれが同じように新規就農に対する補助金でございまして、次世代投

資資金で１名、経営開始資金で１名という状況になっております。 

藤田昌隆委員長 

ほかに。 

飛松妙子委員 

10ページの森林環境譲与税基金繰入れですが、令和７年度と令和８年度で430万円ほど減

っているんですが、減った内容を教えてもらっていいですか。 

楠和久農林課長 

主には、先ほど申し上げました市と協定を締結した民有林の伐採を行うものが900万円程

度ございます。昨年は今年よりもより多くの面積を伐採する予定でございました。 

ただ、令和６年度についてもいろいろ計画の変更がございまして、決算見込みでは400万円

ほど減額をしております。 

去年もそうですが、今年度、来年度も約９ヘクタール程度の間伐を行う予定です。 

この事業費につきましては、毎年1,300万円程度の譲与税がございますので、大体同じぐら

いの規模の予算歳出となるように予算を組んでおります。 

飛松妙子委員 

ということは、減額が令和６年度で入るので、６年度、７年度は同じ金額になるというこ

とですね。 

楠和久農林課長 

おおむね同程度の金額になっております。 

飛松妙子委員 

分かりました。ありがとうございます。 

次に、14ページのさが園芸８８８ですが、ここも増減で1,000万円減っていますので、減っ

ている理由が前回の申請取消しの金額でよかったのか、８８８に関しては補助率を20％にし

ていただいていますので、今後も力を入れていくところだと思うんですが、どのように力を

入れていかれるのか教えてください。 

楠和久農林課長 

令和６年度は、おっしゃったようにアスパラガスのハウスの分を当初予算で計上しており

ました。 

今回はここに上げております農業機械の補助となっておりますので減額となっております。 

園芸振興につきましては、来年度より市の補助率を10％から20％に拡充をしております。 

理由の一つといたしましては、鳥栖市はどうしても農地が減少していくという状況がござ 



 

- 117 - 

 

いますので、面積が減少していく中でも高収益を得られる園芸作物にできる限り移行してい

く必要があるものと考えておりますので、そういった形で支援は継続していきたいと考えて

おります。 

飛松妙子委員 

今、高収入が得られる作物と言われたと思うんですが、その高収入っていうのがどういう

内容になるのか教えてください。 

楠和久農林課長 

一般的に高収益と言っているのは、米と比較してということになっております。 

ですので、ここに上がっておりますタマネギやキャベツ等の露地野菜、もしくはイチゴや

アスパラガスなどの園芸施設、そういったものになるかと思います。 

飛松妙子委員 

分かりました。 

鳥栖市としては、タマネギ、キャベツ、バレイショ、イチゴ、そういう関係に力を入れて

いきたいということでよろしかったでしょうか。 

楠和久農林課長 

作物を限定するわけではないですけれども、主にこういった作物になるかと考えておりま

す。 

飛松妙子委員 

分かりました。 

藤田昌隆委員長 

ほかに。 

    〔発言する者なし〕 

なければ、農林課及び農業委員会事務局に対する質疑を終わります。 

次に、商工観光課関係議案の審査に入りますので、暫時休憩をいたします。 

 

  午後３時２分休憩 

                                           

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                           

  午後３時７分再開 

                                           

藤田昌隆委員長 
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再開いたします。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  商工観光課 

 

   議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算 

 

藤田昌隆委員長 

これより、商工観光課関係議案の審査を行います。 

初めに、議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

令和７年度一般会計当初予算中、商工観光課関係分の主なものについて御説明をいたしま

す。 

委員会資料は27ページをお願いします。歳入です。 

上から二つ目、款19寄附金につきましては、ふるさと納税の寄附金見込額となっておりま

す。 

款20繰入金につきましては、ふるさと納税の基金からの繰入金でございます。 

次のページ、28ページをお願いいたします。 

款22諸収入につきましては、市内の中小事業者向けの貸付制度に伴います各金融機関への

預託金の元金収入となっております。 

委員会資料、30ページをお願いいたします。歳出でございます。 

款５労働費、節20貸付金につきましては、労働者向けの融資の原資といたしまして、労働

金庫に預託するものです。 

次に、款７商工費、目１商工総務費につきましては、経済部長及び商工観光課職員の人件

費が主なものとなっております。 

31ページをお願いいたします。 

節12委託料につきましては、市内工業団地の管理委託料、それからサンメッセ鳥栖の１階

に設置しております創業支援相談業務の委託料が主なものでございます。 

32ページをお願いいたします。 

節20貸付金でございますけれども、佐賀東信用組合融資預託金及び市小口資金、融資預託 
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金は、市内の中小事業者の運転資金や設備資金の円滑化を図るため、市内各金融機関へ預託

するものです。 

節21補償、補填及び賠償金につきましては、市小口資金融資制度に伴い、中小事業者への

融資に係る保証料を負担し支援するものとなっております。 

節27繰出金でございますけれども、産業団地造成特別会計への繰出金でございます。 

33ページをお願いいたします。 

企業立地奨励金について申し上げます。 

今回、６社に対しまして企業立地奨励金の交付を予定いたしております。うち３社に対し

まして、雇用奨励金の交付を予定いたしております。 

まず、企業立地奨励金についてでございますけれども、三省製薬、こちらが３年目となっ

ております。福岡情報ビジネスセンター、アイティエス、こちらがそれぞれ２年目でござい

ます。東洋新薬、テクノネットワーク、寶結株式会社、こちらが１年目となっております。 

雇用奨励金についてでございますけれども、福岡情報ビジネスセンターが市民５人を雇用

され、100万円、１人当たり20万円ですので100万円。テクノネットワークが市民９人を雇用

され、180万円。寶結株式会社が市民５人を雇用され、100万円となっております。 

34ページをお願いいたします。 

節１報酬についてでございますが、四阿屋遊泳場などの監視員及びふるさと納税業務に従

事する会計年度任用職員の人件費となっております。 

35ページをお願いいたします。 

ふるさと「とす」応援寄附金事業について申し上げます。 

まず、歳入の見込額といたしましては、４億3,000万円を見込んでおります。歳出といたし

まして、謝礼品代が１億4,276万円。謝礼品等の管理委託料が2,371万6,000円。人件費、通信

運搬費、手数料などの事務経費が4,580万6,000円といたしております。 

36ページをお願いいたします。 

節12委託料、デザインマンホールについて申し上げます。 

資料37ページを見てください。 

まず、マンホールカードの作成事業でございますけれども、市内観光の誘客コンテンツの

一つといたしまして、マンホールカードを作成し、配布をいたします。 

マンホールカードとは、全国の各自治体等が御当地ならではのデザインで設置しておりま

す下水道のマンホール蓋を全国統一形式のカードにしたものでございます。 

令和６年12月末現在で全国727の自治体等で1,112種類のマンホールカードが発行されてお

ります。 
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県内では佐賀市、武雄市をはじめ８自治体、９種類のマンホールカードが発行されており

ます。 

全国を巡ってこのマンホールカードを収集されるマンホールカードマニアと呼ばれるコレ

クターの方がおられるそうです。 

本市でも今回、サガン鳥栖のデザインをマンホール蓋に描きまして、そのマンホールカー

ドを作成いたしまして配布をしたいと考えております。 

配布場所といたしましては、新鳥栖駅観光案内所を予定しております。 

配布は１人当たり１枚、デザインはサガン鳥栖に関連するもので予定したいと考えており

ます。かかる経費につきましては、御覧のとおりを予定しております。 

38ページをお願いいたします。 

節18負担金、補助及び交付金の主なものといたしましては、新鳥栖駅観光案内事業補助金、

観光イベント推進補助金、観光コンベンション事業補助金、こちらはいずれも観光イベント

の開催や観光振興のため鳥栖市観光協会への補助金でございます。 

39ページをお願いいたします。 

観光イベント推進補助金の内訳といたしまして、鳥栖山笠、まつり鳥栖、長崎街道まつり

などの観光イベントの開催などに対するものとなっております。 

以上で説明を終わります。 

藤田昌隆委員長 

説明が終わりましたので、質疑に入ります。 

和田晴美委員 

私からは37ページのマンホール及びマンホールカードをお尋ねさせていただきます。 

御説明いただきましたように、マンホールの熱烈な推し活をする方がいらっしゃって、あ

えて来るぐらい人が動くっていうのは調べて承知しているところなんですが、聞くところに

よっては、場所とデザインが非常に大事らしくて、あと、本市ではこのマンホールを使って

そこに人を寄せたいのかなと思っているんですが、場所はどこら辺に……。観光とは言うけ

れども、いろんなところがあるけれども、どういうところにって思いましたので、まず場所

です。 

それとあと、デザインについては、鳥栖市っていうとやっぱりとっとちゃんかなと、推し

活されている方にとっては御当地キャラクターも非常にポイントが高いらしいです。 

なので、サガン鳥栖のデザインとはどういった感じで考えているのか、人を寄せる魅力を

このマンホールでどのようにしようとしているのか教えていただけますでしょうか。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 
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まず、設置場所はまだ検討中ではございますが、マンホールカードを収集される方はマン

ホールカードの配布場所に行かれます。 

それは広域交流拠点であります新鳥栖駅を想定しておりまして、新鳥栖駅の観光案内所に

行きますと、市内の様々な観光情報がございます。 

ですので、市内を回遊されるきっかけになる地点だと思っております。 

肝腎のマンホールの設置場所ですけれども、先ほど申し上げたとおりまだ検討中ではござ

いますが、中心市街地辺りをマンホールの設置場所としてはどうかと担当課としては考えて

おりまして、なおかつ、Ｃｙｇａｍｅｓが設置をされたゾンビランドサガのデザインマンホ

ールが鳥栖駅東側とそれから新鳥栖駅のところにあるんですけれども、そういったものへの

波及効果、そういったものもあるのかなというふうに思っております。 

設置場所についてはこれから検討ですけれども、回遊を促すような設置場所としてどこが

いいかを検討してまいりたいと思っております。 

それとあと、デザインですけれども、今回サガン鳥栖に関連したデザインということでし

ておりますが、主要事項にも書いておりますとおり、鳥栖市及びサガン鳥栖に関連するとい

うことでとっとちゃんにつきましても候補の中には入っておりまして、そういったものも併

せて掲載できたらいいなと思っておりますので、デザインも含めて検討をいたします。 

以上です。 

和田晴美委員 

デザインに関しましては、一例を挙げただけですので、とっとちゃんにしてっていう意味

ではありませんので、十分検討いただいて決めていただければと思います。 

あともう一つが、新鳥栖駅だと非常に場所が良すぎてシールだけもらったらほかのところ

に行くっていうことがあるので、シールだけもらって鳥栖を離れられてはちょっと切ないと

いうか残念ですので、これから考えるということでしたので、シールをもらって、あまり不

便がないところ、行きやすい場所にマンホールを設置していただいて鳥栖のことも楽しんで

いただけるように御計画をお願いいたします。 

以上です。 

飛松妙子委員 

マンホールカードに関連しての質問ですが、カードが全部なくなった場合は、追加でまた

発行する予定があるのか。 

それと、ミニバスもラッピングを考えてあって、サガン鳥栖のことも考えてあったんです

が、そういうミニバスとかのラッピングとかとも共有というか連携してやっていくようなお

考えがあるのかどうかを教えていただけますか。 
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古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

まずカードがなくなった場合には追加をいたしまして継続をしてまいりたいと思っており

ます。 

それとあと、ミニバスのラッピングでございますが、これは国道・交通政策課ですると思

うんですけれども、全く関連がないというわけではございませんけれども、どういうデザイ

ンにするかはお互い共有しながらやっていきたいと思います。 

以上です。 

飛松妙子委員 

ありがとうございます。 

せっかくなら似たような同じようなことで何かやっていただけたらさらにＰＲが進むかな

と思っておりますので。 

それと今回は、サガン鳥栖をデザインとしていくってことですが、好評だったら今後も継

続してやっていくお考えなのかどうかも教えていただいてよろしいですか。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

今後、好評だったら継続をしてとおっしゃられるのは、別のマンホールを造って、もう１

種類追加をしてカードを配布したりっていうことを続けるかっていうことでよろしいですか。

（「そうです」と呼ぶ者あり） 

本市での初めてのマンホールカードとなりますので、その状況を踏まえながら検討してま

いりたいと思います。 

飛松妙子委員 

次に、39ページの観光イベント推進補助金ですが、毎年大体同じような金額をつけていた

だいていると思うんですが、せっかくこれだけの事業をしているのであれば、これを観光Ｐ

Ｒにできるような動画作成とかそういうのも含めて観光のＰＲにつなげていただきたいと思

うんですが、そのお考えはいかがでしょうか。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

こちらの予算につきましては、イベントの開催の経費が主に補助対象となっておりまして、

付随するそういった動画の撮影につきましての予算まで賄えるかといいますと、ちょっと難

しいのかなと思います。 

ただ、おっしゃられるとおり動画とかネット配信とかそういったものについては、本市の

魅力を発信するっていう上では、良い試みじゃないかなと思いますので、引き続き検討して

まいりたいと思います。 

藤田昌隆委員長 
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よろしいですか。 

飛松妙子委員 

以上です。 

小石弘和委員 

37ページのマンホールカードの件に関して、このマンホールカラーの製作は１枚？そして、

マンホールのデザインを製作するのに50万円もかかるわけ。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

デザインマンホールの数は１つでございます。 

そして、デザインの費用等ではなくて、マンホールの鋳型から作成をしていただくってい

う特注費になりますので、その費用としてこちらの金額となってございます。 

小石弘和委員 

なら、そのマンホール自体はロック式になっとるわけ。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

下水道課とも協議をいたしまして、ロック式で設置をしたいと思います。 

小石弘和委員 

そうしてもらわんと盗難という形に……。 

しかし、１枚造るのに鋳型から造って50万円も100万円も。それだけ効果があるかなという

ふうなことを思うわけです。 

以上です。 

野下泰弘委員 

39ページ。お祭りの費用が２年前と比べて上積みされていると思うんです。 

去年は70周年だったんで多かったんですけど、まつり鳥栖であれば10万円増やしていただ 

いているんですけど、この10万円というのはどういった采配というか、予算がこれだけしか

なかったんで10万円なのか、物価指数の上昇率を考えれば僕はもっと上げるべきだと思うん

です。そこら辺を教えていただければと思います。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

おっしゃられるとおりイベントへの補助金というのは増額をしておりまして、それぞれ１

割増額をしております。 

その考え方といたしましては、昨今、物価上昇が著しいですけれども、特に安全にまつり

を実施していただくための警備、そういったものにかかる経費についてはしっかりみる必要

があるということで１割増としておるところでございます。 

以上です。 
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野下泰弘委員 

ありがとうございます。 

特にまつり鳥栖なんですけど、非常に費用的にきついということをおっしゃられておりま

したので、もし今後増額できる余裕があればぜひ検討していただきたいと思います。 

もう一点よろしいですか。 

35ページのふるさと納税ですけど、先日、減額というところで、やはりコカ・コーラさん

のお茶がなくなったことが一番響いたっていうような報告があったんですけれども、本年度、

この４億3,000万円の設定に関してどういった戦略を持ってそのコカ・コーラ分を補ってい

くかっていうところが何かあれば教えていただきたいと思います。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

おっしゃられるとおり、説明をいたしましたようにコカ・コーラ社のお茶類が出せなくな

った、鳥栖工場さんでなくなったというのが減った要因の大きなものでございますけれども、

令和７年度に向けましてはそれを補うようにアイリスオーヤマさんが炭酸水を鳥栖工場で作

っておられます。それと、数がまだ安定はしておりませんけれどもパック御飯の製造を始め

られております。 

それから、同じくアイリスオーヤマさんがお茶を予定されているということですので、そ

のあたりちょっと期待をしておるところでございます。 

それから、今まで農産物の謝礼品が少のうございました。私が商工観光課に参りまして、

農林課がすぐ隣にあることもございまして、タマネギ、それからバレイショ、そういったも

のについても出品をいただくように登録を行ってもらっておりますので、今後、農産物につ

きましても推していきたいというふうに考えております。 

以上です。 

野下泰弘委員 

ありがとうございます。期待しております。 

一点意見ですけれども、ふるさと納税の使途項目っていうところで、少し前までサガン鳥

栖とかそういったスタジアム関係があったと思うんですけど、近年そこら辺がもうなくなっ

てきて、大きい枠でしかふるさと納税の税金の用途っていうのが選べなくなっているんです。 

ぜひサガン鳥栖さんとかをまた選べるようにしていただければもしかすると金額が増える

のかなと思いますので、ぜひその点よろしくお願いします。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

 おっしゃられるとおり、大きい枠で使途がありますけれども、サガン鳥栖と久光スプリン 

グスにつきましては、別途設けたほうがいいのかなというふうに担当課としては思っており 
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ますので、検討を進めます。 

それと、サガン鳥栖のグッズ、それからスプリングスのグッズ、そういったもの、それか

ら、年間パスポートとかそういったものも含めて謝礼品となりますので、その辺りは両チー

ムとも調整をして、魅力ある謝礼品になるよう努めてまいりたいと思います。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

よろしいでしょうか。 

簡単にいきます。31ページの創業支援相談業務委託料931万1,000円。 

昨年の相談件数と金額、それから今年のこの委託料の金額の見込みが何社ぐらい、何件ぐ

らい質問があるのかと。 

それと39ページの観光イベントで前年より160万円減額されていますがどのイベント事業

がなくなっているのか教えてください。 

以上２点です。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

お尋ねされた順番が逆ですけれども、イベントの減額となった分について申し上げます。 

令和６年度は70周年記念事業で事業費をプラスしておったんですけれども、それが減額と

なりまして、通常どおりの補助金となってございます。よろしいですか。（「はい」と呼ぶ

者あり）70周年でプラスしていたものがなくなったと。 

藤田昌隆委員長 

じゃあ、イベント事業の中で、鳥栖山笠が165万円なんですが、これは毎年、山車を修繕す

るために支払っているという答弁が前にあったんですよ。 

山車が各組にあって、毎年順番に百何十万円ずつやっていくというこの方法は変えてない

ですか。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

それは恐らく、宝くじの補助金のほうだと思いますけれども、山車を作り変えたりする際

に宝くじの補助金を活用されて各町区が実施をされているものに補助をしておりますけれど

も、ここに毎年掲載をしております鳥栖山笠につきましては、夏休みの最初の土日に通常行

われる２日間の山笠の開催経費の補助金となっておりますので、山笠自体の修繕費に当たっ

ているということではございません。 

藤田昌隆委員長 

 前に同じ質問をして、この山笠のこの金額は何に使うんですかと聞いたら、修繕を毎年毎

年違う組にずっと回しているって、おかしいんじゃないですかという質問をしたことがある 
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んですよ。 

そうしたら今、これは違いますということですが、ここはどうなんですか。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

先ほど申し上げたとおり、ここに掲載をしているものは以前から山笠の２日間の開催経費

に充てる補助金となっておりまして、山笠の修繕とか造り替えについては各町区順番で宝く

じの補助金を活用されております。 

藤田昌隆委員長 

宝くじの補助金というのは、市に入るべきお金なんでしょう。違う？各区に入るわけ。 

宝くじといえば市は全然関係ないのか。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

窓口は総合政策課になってございまして、山笠にかかわらず各町区から地元の祭りの獅子

舞の道具だとかそういったものとかにもついてもコミュニティー助成ということで、市を通

じて補助金が各町区に出ているものでございます。 

藤田昌隆委員長 

私がなぜこれを言うかというと、地元で獅子舞があったり、いろんな行事が行われている

じゃないですか。 

そこは全然補助金がもらえなかったり自分たちでしているというのが多いんで、鳥栖山笠

が鳥栖全体の祭りになっているかっちゅうと鳥栖駅近辺のにしかなっていないと。 

だから、そういう金があるんやったら、各地区の例えば浮立とか獅子舞とかそういうもの

にも配分したらどうでしょうかということで質問したんです。 

減額になっとったからどこかなくなったのかなと思ったんですが、昔から全然変わってな

いということですね。 

じゃあ、次の質問。 

廣重浩三商工観光課長補佐兼商工観光労政係長 

相談件数についてお答えいたします。 

令和６年度の相談件数については、今のところ230件相談があっておりまして、創業件数は

16件となっております。 

藤田昌隆委員長 

この931万1,000円が委託料としては相当だと思われますか。 

その成果として相談委託料が931万円っていうのは、委託内容とか相談内容からいって適

正であるかどうか、どういうふうに考えているか聞きたいんですが。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 
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予算をお願いしているに当たっては、もちろん適正だというふうに認識をして計上させて

もらっております。 

というのが、サンメッセの１階に鳥栖ビズということで設置をしておりますけれども、サ

ンメッセの休館日の月曜日を除きまして、土日でも御依頼があれば創業支援の相談とか、あ

とは資金繰りの相談とかそういったものに対応してもらっています。 

相談員が１人というわけではなくて総勢で五、六人はおりまして、五、六人が常駐してい

るわけではございませんけれども、数名で対応をされてあります。 

それとあと、年に複数回テレワークのセミナーを開催されたりとか野下議員がよく言われ

た越境ＥＣのセミナーを開催されたりとか、物価高騰に対応する補助金の御案内をされたり

とか、そういったことでやっておられますので、適切な額だと認識をしております。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

分かりました。 

飛松妙子委員 

ふるさと応援寄附金の先ほどの事業の内容ですが、謝礼品が変わったことでかなり減額に

なったっていうことが、皆さん謝礼品を目当てに寄附されているっていうのが、とても残念

な思いもあって、やっぱり鳥栖市の事業に対して寄附をしていただけるようなことも考えて

いただきたいと思います。 

もちろんサガン鳥栖とスプリングスもそうなんですが、各課がこういう事業をやって、こ 

こに寄附をいただきたいっていうようなことをもっとアピールできるようなことを各課に考

えていただいて、それを来年度とかに向けて何か事業化ができないかなと思いますので、ぜ

ひそこは検討していただきたいと思っております。よろしいでしょうか。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

おっしゃられることは重々理解をしております。 

検討をしておりますけれども、令和７年度からというわけではございませんが、クラウド

ファンディング型のふるさと納税というものがございまして、それはその事業に対して寄附

を募る――謝礼品とかがなくても寄附を募る、謝礼品がある場合もございますけれども、そ

ういったことでその事業に賛同される方から広く募るという方法があるようでございますの

で、そこは調査・研究をしてまいりたいと思います。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

もうよろしいですか。 
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    〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

以上で、質疑を終わります。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

    議案乙第12号令和７年度鳥栖市産業団地造成特別会計予算 

                                          

藤田昌隆委員長 

続きまして、議案乙第12号令和７年度鳥栖市産業団地造成特別会計予算を議題といたしま

す。 

執行部の説明を求めます。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

次に、産業団地造成特別会計について御説明をいたします。 

委員会資料40ページをお願いいたします。歳入です。 

款１県支出金につきましては、新産業集積エリア整備事業に伴う県負担金となっておりま

す。 

款２繰入金につきましては、一般会計からの繰入金でございます。 

41ページをお願いいたします。 

款５市債につきましては、新産業集積エリア整備事業に伴う起債となっております。 

42ページをお願いいたします。歳出です。 

節12委託料について申し上げます。 

測量委託料でございますけれども、こちらは３工区の造成工事完了後の土地の引渡しに伴

う用地測量の予算でございます。 

建築確認申請業務委託料につきましては、公園に設置をいたしますあずまや２か所及びト

イレ１か所、こちらの建築確認申請業務を委託するものとなっております。 

工事管理委託料は、公園緑地工事の積算業務を委託するものとなっております。 

環境調査委託料の道路環境調査につきましては、造成工事に伴います周辺地域における騒

音や振動等の調査委託料でございます。 

盛土動態観測解析につきましては、造成工事中の盛土の状況を管理するための委託料とな

っております。 

水質調査委託料につきましては、造成工事に伴います周辺地域における地下水の調査の委

託料でございます。 
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節14工事請負費について申し上げます。 

新産業集積エリア整備事業における公園緑地工事費と管理用道路の舗装工事費でございま

す。 

節18負担金、補助及び交付については、県道中原鳥栖線の道路改良事業に合わせまして、

令和６年度から一部進捗に応じて見送ったものの県道に水道管を埋設するに当たり、市の上

下水道局へ負担金として支払うものになっております。 

節21補償、補填及び賠償金につきましては、まず移転補償費に関しましては、公園整備に

伴いまして支障いたします既設の電柱１本の移転補償費でございます。 

公共補償に関しましては、幸津町への水路の土砂堆積に係る補償費となってございます。 

43ページをお願いいたします。 

先ほど御説明をいたしました内容の主要事項説明書でございます。 

44ページをお願いします。 

先ほど御説明いたしました工事関係の位置図となっております。 

45ページをお願いいたします。 

款２公債費につきましては、地方債の元金と一時借入金の利子償還金でございます。 

以上、説明を終わります。 

藤田昌隆委員長 

どうもありがとうございました。 

質疑に入りますが、一点いいですか。42ページの幸津町の公共補償費1,669万4,000円。こ

れは毎年発生するやつですか。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

１回限りです。 

藤田昌隆委員長 

了解。 

飛松妙子委員 

44ページの公園緑地の整備は、令和７年度に完成ということでよろしかったでしょうか。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

令和７年度には完成しないと思っておりまして、といいますのが、３工区の造成工事が、

まず下地といいますか、造成工事が必要ですので造成工事の進捗に合わせて公園緑地の工事

を部分的に発注していこうというふうに考えておりますので、早いところの箇所は秋か冬ぐ

らいの発注になるんじゃなかろうかとは想定をしておりますが、令和７年度中に完了するも

のではございません。 
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飛松妙子委員 

完了するものではないっていう部分が、今、公園が２つと緑地が２つ、方角がよく分から

ないんですが、下と横と両方とも全部４か所とも令和７年度には完成しないということでよ

かったでしょうか。 

能冨繁和商工観光課産業団地推進室長補佐兼産業団地推進係長   

令和７年度で完了しない部分につきましては、図面の左上に緑地と書いている色をつけて

いるところとその下の左側の公園と書いているところ、それから右下の公園って書いている

ところの一部については令和８年度まで繰り越すことになるんじゃないかと思っておりまし

て、令和７年度には下側の緑地って書いているところについてはあらかた整備が終わってく

るのかなっていうふうに考えております。 

飛松妙子委員 

そうしましたら、令和７年度に出来たものは市民の方が使えるということでしょうか。そ

れとも、通行止めとかそういうのをされるということでしょうか。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

この周りの白いところって言ったら分かりますか、そこは現在も緑地公園の工事を進めて

おりまして一部終わっているところも多うございますけれども、状況を見ながら供用はした

いと思っております。 

以前にも申し上げましたけれども、ここは行く行くは都市整備課の公園緑地係の管理とな 

るもんですから、そのあたりは都市整備課の公園緑地係とも話をしていつ頃に供用させるか 

っていうのは話をして進めていきたいと思っております。 

以上です。 

飛松妙子委員 

まだここの工事が完了されてないというところで、この下の部分の緑地のところも出入口

が工事車両とかありますよね。そのままここは工事車両が出入りされるのかどうか。下の部

分は県道中原鳥栖線ですよね。 

古沢修経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 

工事車両の出入口はこの真ん中に入り口っぽいものがございますけれども、ここが乗り入

れ口となりますが、ここを中心に乗り入れをしてまいりますので、周辺の緑地とかにどんど

ん入っていくというものではございません。 

飛松妙子委員 

 ここが出入口になるってことは、それだけ工事業者車両が多くなりますので、市民の方が 

ここを使うとなると危なくないかなというところが心配もありますので、使えるということ 



 

- 131 - 

 

であれば、その辺りの注意はしていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

藤田昌隆委員長 

よろしいですか。 

以上で、商工観光課に対する質疑を終わります。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

藤田昌隆委員長 

以上で、本日の日程は全て終了しました。 

これをもちまして本日の委員会を散会いたします。 

                                          

  午後３時47分散会 

                                          

  



 

- 132 - 

 

  



 

- 133 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年３月18日（火） 

  



 

- 134 - 

 

  



 

- 135 - 
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  委員 久保山日出男 

  委員 和田晴美 

  委員 野下泰弘 

 

２ 欠席委員氏名 

 

  なし 

 

３ 説明のため出席した者の職氏名 

 

経済部長兼上下水道局長 宮原信 

                                   

 上下水道局管理課長 犬丸章宏 
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  議事調査係主査  松雪望 

 

５ 日程 

 

 上下水道局審査 
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  午前９時58分開会                                   

                                           

藤田昌隆委員長 

本日の建設経済常任委員会を開きます。 

                                                                                  

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  上下水道局 

                                          

   議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算 

                                          

藤田昌隆委員長 

これより、上下水道局関係議案の審査を始めます。 

初めに、議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

犬丸章宏上下水道局管理課長 

おはようございます。 

それでは、議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算のうち、上下水道局関係分の主な

ものについて当初予算説明資料により御説明をさせていただきます。 

資料の２ページを御覧いただきますようお願いいたします。歳出でございます。 

款４衛生費、項４環境対策費、目３浄化槽設置整備事業費、節18負担金、補助及び交付金

のうち浄化槽設置整備事業補助金につきましては、鳥栖市公共下水道事業区域に事業認可区

域外における家庭用合併浄化槽の整備に係る補助金でございまして、令和７年度は、５人槽

１基の整備に対する補助金の交付を見込んでいるところでございます。 

浄化槽維持管理費補助金につきましては、鳥栖市公共下水道の処理区域外に設置されてい

る家庭用合併浄化槽の維持管理に係る補助金で、令和７年度は49件分の補助金を見込んでお

ります。 

以上で、議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算のうち、上下水道局関係分の説明を

終わらせていただきます。 

よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

藤田昌隆委員長 

今、説明が終わりました。 
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これより質疑を行います。 

ありませんか。 

    〔発言する者なし〕 

以上で、質疑を終わります。 

                                              

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

   議案乙第13号令和７年度鳥栖市水道事業会計予算 

                                          

藤田昌隆委員長 

続きまして、議案乙第13号令和７年度鳥栖市水道事業会計予算を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

犬丸章宏上下水道局管理課長 

それでは、議案乙第13号令和７年度鳥栖市水道事業会計予算の概要につきまして御説明を

させていただきます。 

最初に恐れ入りますが、令和７年度水道事業予算に定めます事項の概要につきまして説明

を申し上げますので、予算書を御覧いただきたいと思います。タブレットにも入っていると

いうことでしたので、予算書をお持ちでなければタブレットのほうで、令和７年度の分の水

道事業予算の確認をお願いいたします。 

それでは、予算書の１ページからお願いをいたします。 

第２条に水道事業業務の予定量を定めております。給水戸数は前年度と比べ300戸増の３

万3,600戸。年間総給水量は前年度と同水準の768万立方メートル。１日平均給水量は２万

1,041立方メートルをそれぞれ見込んでおります。 

第３条に収益的収支、予算書の２ページに移りますけれども、第４条に資本的収支につき

ましてそれぞれ予定額を定めております。 

この予算の内容につきましては、後ほど当初予算説明資料にて御説明を申し上げます。 

予算書の３ページをお願いいたします。 

第５条債務負担行為に関する事項でございます。 

浄水場運転管理業務委託に係るものでございまして、現在の委託契約の期間が令和６年度

末で満了となることに伴いまして、新たに令和７年度より３か年の委託契約を締結するため

のものでございます。 

続きまして、第６条におきましては、企業債、予算書４ページに移っていただきまして、 
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第７条以降に一時借入金、経費の流用、棚卸資産購入限度額に関する事項をそれぞれ定めて

おります。 

続きまして、予算書の６ページから９ページ、予算実施計画でございます。 

これについてはまた後ほど当初予算説明資料にて御説明をさせていただきます。 

続きまして、予算書10ページ、11ページをお願いいたします。 

令和７年度予算に係ります予定キャッシュフロー計算書でございます。 

11ページの１番下の段に資金の期末残高を記載しております。残高は18億1,191万5,936円

を見込んでおるところでございます。 

続きまして、予算書の12ページから18ページでございますけれども、ここにつきましては

水道事業会計に計上する職員給与費に関しまして、職員数及び給与費の内訳、会計年度任用

職員の状況などについて18ページまでにわたって記載をさせていただいております。 

続きまして、予算書の19ページでございますけれども、債務負担行為に関する調書でござ

います。 

この内容につきましては、先ほど御説明いたしました浄水場運転管理業務委託に係ります

内容となっております。 

続きまして、予算書の20ページから25ページでございますけれども、令和７年度の予定貸

借対照表を記載しております。 

続いて、予算書の26ページから27ページに令和６年度の予定損益計算書、予算書28ページ

から34ページにかけて令和６年度の予定貸借対照表をそれぞれ記載させていただいておりま

す。 

予算書の説明は以上でございますので、続きまして、当初予算の説明資料にて予算の内容

を説明させていただきたいと思いますので、当初予算説明資料の３ページを御覧いただきま

すようお願いいたします。 

まず、収益的収支のうち、収入の主なものについて申し上げます。 

款１水道事業収益、項１営業収益、目１給水主給水収益につきましては、水道料金の見込

みでございまして、令和７年度の業務の予定量などから算定した額を計上しております。 

続きまして、目２加入金につきましては、給水装置の新設等に係ります加入負担金の見込

額を計上しております。 

続きまして、目４その他営業収益のうち雑収益につきましては、下水道使用料の徴収事務

に係ります下水道事業会計からの負担金及び消火栓維持管理に係ります一般会計からの負担

金でございます。 

続きまして、項２営業外収益、目２消費税還付金及び地方消費税還付金につきましては、 
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令和６年度分の消費税等に係ります還付額の見込みでございます。 

続きまして、目３長期前受金戻入につきましては、収益的支出に計上します減価償却費の

考え方と同様に会計処理として施設建設の財源となる工事負担金等について、繰延べて収益

化するものでございます。 

続きまして、資料の４ページを御覧いただきますようお願いいたします。 

収益的収支のうち、支出の主なものについて申し上げます。 

初めに、収益的支出に計上しております給与費について説明をさせていただきます。 

款１水道事業費用、項１営業費用のうち、目１目２、目４、目５にそれぞれ計上しており

ます給与費は、上下水道局職員のうち、職員21人分及び会計年度職員３人分の人件費でござ

います。 

続きまして、各項目の事業費の概要について説明を申し上げます。 

項１営業費用、目１原水及び浄水費のうち委託料につきましては、浄水場の運転管理業務、

脱水汚泥等運搬処分業務、機械設備等の保守点検業務、水質検査業務などに係る委託料でご

ざいます。 

これらの業務委託のうち浄水場運転管理業務委託につきましては、先ほども説明させてい

ただきました債務負担行為の設定と合わせまして委託契約を締結することを予定しておると

ころでございます。 

次に、修繕費につきましては、主に浄水場の機械、電気設備及び水質分析機器などの修繕

費でございます。 

動力費につきましては、水源地、浄水場、送水ポンプ場の電気料でございます。 

薬品費につきましては、粉末活性炭などの水処理に要する薬品や水質検査用の試薬の購入

費でございます。 

負担金につきましては、ダム等の施設管理費負担金などでございます。 

続きまして、目２配水及び給水費のうち、修繕費につきましては、給排水管などの修繕費

でございます。 

路面復旧費につきましては、配水管布設工事後の道路舗装工事費でございます。 

続きまして、目４業務費のうち、通信運搬費につきましては、毎月の水道料金等の納付書、

督促状の発送などに係る郵便料でございます。 

委託料につきましては、検針事務、検定満期となる量水器の取替え業務、水道料金システ

ムの保守業務などの委託料でございます。 

修繕費につきましては、検定満期となった量水器の取替え業務において使用する量水器の

費用などでございます。 
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続きまして、目５総係費のうち委託料につきましては、水道事業経営戦略策定支援業務に

係る委託料などでございます。 

現在の計画につきましては、令和２年度に策定をしておりまして、計画期間を10年間とし

ており、おおむね５年で見直しを行うこととしておりますことから、令和７年度中に水道事

業の経営戦略について見直し、改定をすることを予定しているための委託料でございます。 

続きまして、目６減価償却費につきましては、水源地や浄水場の建物、機械などの設備、

配水管、導水管などの固定資産に係る減価償却費でございます。 

続きまして、目７資産減耗費につきましては、配水管布設替及び水道施設更新に伴う固定

資産の除却費でございます。 

資料の５ページをお願いいたします。 

続きまして、項２営業外費用、目１支払利息及び企業債取扱諸費につきましては、企業債

償還利息などでございます。 

続きまして、資本的収支のうち収入の主なものについて御説明をいたします。 

款１資本的収入、項１企業債につきましては、建設改良事業費の財源の一部とするための

企業債による借入れを予定しておるところでございます。 

続きまして、項２工事負担金につきましては、開発行為、河川改修などに伴います受託工

事に係る負担金でございます。 

続きまして、項３他会計負担金につきましては、消火栓設置に伴います一般会計からの負

担金でございます。 

資料の６ページをお願いいたします。 

続きまして、資本的収支のうち支出の主なものについて御説明いたします。 

初めに、資本的支出に計上しております職員給与費について申し上げます。 

款１資本的支出、項１建設改良費、目２、目３に計上しております給与費は上下水道局職

員のうち、職員４人分の人件費でございます。 

続きまして、各項目の事業費の概要について申し上げます。 

項１建設改良費、目１原水設備費のうち、工事請負費につきましては、令和６年度に着手

をしております安楽寺水源地電気設備更新事業に係ります令和７年度分の工事請負費でござ

います。 

続きまして、目２浄水設備費につきましては、浄水場の設備、機器の整備に要する経費で

ございます。 

続きまして、目３送配水設備費のうち、委託料につきましては、配水管、導水管の更新な

どに係る設計業務の委託料でございます。 
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工事請負費につきましては、配水管及び導水管の更新工事、開発行為や河川改修に伴いま

す受託工事などに係る工事請負費でございます。 

土地購入費は、配水管を布設するために必要となる用地の購入費でございます。 

建設改良費の主な事業の概要につきましては、後ほど別途御説明をいたします。 

続きまして、項２企業債償還金につきましては、建設改良費等の財源に充てるための企業

債の元金償還に要する経費でございます。 

続きまして、項３投資その他の資産、目１投資有価証券につきましては、水道事業会計に

おけるさらなる収益を確保するため国が発行する国債などを買い入れるための経費でござい

ます。 

日吉和裕上下水道局次長兼水道課長 

資料の７ページをお願いいたします。 

次に、先ほどの建設改良費の主な事業概要としまして、令和７年度の水道事業関連施設更

新・整備の概要について御説明をいたします。 

現在、令和11年度までを計画期間とする鳥栖市水道事業ビジョンに基づき事業を進めてお

ります。 

令和７年度は令和６年度に引き続き主に３つの項目に取り組んでまいることとしておりま

す。 

１つ目は、配水管更新工事でございます。配水管のうち、幹線に関わる工事箇所としまし

て、蔵上町の県道新鳥栖停車場線及び県道佐賀川久保鳥栖線での整備を予定しております。 

また、その他の配水管の工事としまして、姫方町の国道３号、儀徳町の県道中原鳥栖線な

どでの整備を予定しております。 

事業費といたしましては、工事請負費、３億8,857万5,000円を計上いたしております。 

主なものとして、配水管の幹線の工事の予定箇所につきましては、資料の８ページを御覧

ください。赤く着色した箇所が令和７年度の施工予定箇所でございます。 

県道新鳥栖停車場線が安良川を横断する南郷橋の下流におきまして、導水管と同時施工で

行います、水管橋の下部工１基、それと、取付管などの間接として延長31メートルを予定い

たしております。 

また、陸上競技場の北側の県道佐賀川久保鳥栖線において、管敷設として延長158メートル

を予定いたしております。 

資料の７ページに戻っていただきまして、２つ目が、平成30年度から事業着手しておりま

す導水管更新工事でございます。 

この事業は、安楽寺水源地から浄水場まで原水を送る導水管延長約５キロメートルを布設 
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するものでございます。 

令和７年度は、真木町の県道中原鳥栖線及び蔵上町の県道新鳥栖停車場線での施行を予定

しております。 

事業費といたしましては、工事請負費１億2,891万2,000円を計上しております。工事予定

箇所につきましては、９ページをお願いいたします。 

赤く着色した箇所が令和７年度の施工予定箇所で、県道中原鳥栖線が轟木川を横断する今

川橋の上流におきまして現在工事中であります水管橋の取付管の管布設といたしまして、延

長32メートルを予定いたしております。 

また、県道新鳥栖停車場線におきまして、先ほどの配水管の幹線と同時施工で行います南

郷橋の下流における水管工の下部工１基、及びその取付管など延長31メートルを予定をいた

しております。 

再度７ページに戻っていただきまして、３つ目が、近年の大規模自然災害の状況を鑑み被

災時の水道における市民への影響を踏まえ、豪雨時に浸水が想定されます安楽寺水源地の浸

水対策に取り組むものでございます。 

令和６年度から令和７年度にかけて、受変電設備等の更新を図っておりまして、令和７年

度の事業費といたしまして、工事請負費３億9,303万円を計上いたしております。 

工事の予定箇所につきましては、資料の10ページをお願いいたします。 

左側にあります平面図の赤く着色した箇所に新たに電気室を建築し、その電気室に受変電

設備等を設置するものでございます。 

電気室の建築工事につきましては、令和５年度におきまして耐水化を図っており、令和６

年度から受変電設備等の更新に着手しておりまして、令和７年度に電気設備の工事の完了を

予定いたしております。 

以上で、議案乙第13号令和７年度鳥栖市水道事業会計予算の説明を終わります。 

よろしくお願いいたします。 

藤田昌隆委員長 

今から質疑を行います。 

何かありますか。 

    〔発言する者なし〕 

じゃあ、私から。今の安楽寺水源地平面図という中で、今回電気室かな……、電気関係が

３億円ぐらいかかるということですが、今までこの安楽寺の施設は水害に遭ったことはある

んですか。 

日吉和裕上下水道局次長兼水道課長 
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今まで運転をし始めて水害に遭ったことはございません。 

ただ、数年前の大雨で前川排水機場のポンプが停止して長期間止まったときがあったかと

思いますけれども、そのときには、敷地のぎりぎりまで水位が来たような経緯もございます

ので、水源というのは重要な施設でございますので、耐水化を図ることといたしておるとこ

ろでございます。 

藤田昌隆委員長 

もう一つ。今回は電気ということで外枠とか外構とか水が入って来ないようなそういった

対策は今後とられるんですか。 

日吉和裕上下水道局次長兼水道課長 

もともとこの耐水化の検討をするに当たって、建物自体を囲う案と敷地を囲うような案と

検討しましたけれども敷地を囲ってしまうと、水源地は比較的用地が狭いもんですから、今

後の建物の更新とかそのものに影響を来しますので、今回は災害に遭ったときに一番復旧に

時間がかかる最も重要な電気設備の耐水化を図ることといたしたところでございます。 

ポンプ等に関しましては、もし被災に遭ったとしても比較的短期間での復旧が可能ですし、

ポンプ自体は今、更新を定期的に行っております――施設の入替えをですね。もともと入れ

替える前のポンプにつきましては、今の浄水場の倉庫に確保をしておりますので、いざ災害

に遭ったときには、それを即時に移設するような形で仮復旧を行いたいというような形で考

えておるところでございます。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

ありがとうございました。 

小石弘和委員 

その電気設備を上げることはできないの。 

日吉和裕上下水道局次長兼水道課長 

おっしゃるように上げることもできます。 

今回は敷地の広さとかもありまして、上に上げると電気設備等は結構重たいものでもあり

ますので、耐震のときに揺れるのに非常に不利な状況にもなりますので、今回は１階におい

てするような形で、建物自体の開口部をなくすような形で、設備の出し入れ等は２階からす

るような形での計画に変えております。 

小石弘和委員 

その金額がかかり過ぎるけん上げないの。 

平塚俊範上下水道局次長兼事業課浄水場長 
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金額云々ではなくて、より安全性を求めて１階に設けたというところが実情でございます。 

小石弘和委員 

安全を求めるっちゅうことは、１階に……、どういうことですか。 

平塚俊範上下水道局次長兼事業課浄水場長 

水害だけではなくて、地震とか、もしも火災が起きた場合に一番速やかに対処ができる方

法を決定したところでございます。 

藤田昌隆委員長 

ほかには。 

    〔発言する者なし〕 

よろしいですか。 

それでは、質疑を終わります。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

   議案乙第14号令和７年度鳥栖市下水道事業会計予算 

                                          

藤田昌隆委員長 

続きまして、議案乙第14号令和７年度鳥栖市下水道事業会計予算を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

犬丸章宏上下水道局管理課長 

それでは、議案乙第14号令和７年度鳥栖市下水道事業会計予算の概要について御説明いた

します。 

最初に、令和７年度下水道事業予算書に定めます事項の概要につきまして申し上げますの

で、また大変恐れ入りますけれども予算書のほうをお持ちであれば予算書の35ページを、お

持ちでない場合はタブレットのほうの予算書の資料を御確認いただきますようお願いいたし

ます。 

それでは、予算書の35ページ、第２条からでございますが、下水道事業の業務に関する予

定量を定めております。 

水洗化戸数につきましては前年度と比べ300戸増の３万800戸、年間総処理水量は前年度と

同水準の850万立方メートル、１日平均処理水量は２万3,288立方メートルをそれぞれ見込ん

でおるところでございます。 

続きまして、第３条に収益的収支、予算書の36ページになりますが、第４条に資本的収支 
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につきましてそれぞれ予定額を定めております。 

予算の内容につきましては、後ほど当初予算説明資料にて御説明を申し上げます。 

続きまして、予算書の37ページ、第５条でございますけれども、これにつきましては債務

負担行為に関する事項でございます。 

浄化センター包括的管理業務委託につきましては、現在の委託契約の期間が令和６年度末

で満了となることに伴いまして、新たに令和７年度より３か年の委託契約を締結するための

ものでございます。 

浄化センターストックマネジメント事業委託につきましては、年次計画により進めており

ます浄化センターの改築工事委託に関するもので、事業期間が令和８年度までとなることを

今、見込んでおりますことから、債務負担行為を設定するものでございます。 

浄化センター耐水化事業委託につきましては、浄化センターの耐水化を図るものでござい

まして、年次計画により事業を進めていきたいと考えております。 

今回は、令和９年度までに実施することを予定している工事委託に関しまして、債務負担

行為を設定するものでございます。 

続きまして、予算書38ページに第６条がありますけれども、その第６条以降におきまして、

企業債、一時借入金、経費の流用、一般会計からの補助金、利益剰余金の処分に関する事項

を定めておるところでございます。 

続きまして、予算書の42ページから45ページまでの予算実施計画につきましては、後ほど

当初予算説明資料にて説明をさせていただきます。 

続きまして、予算書46ページ47ページをお願いいたします。 

令和７年度予算に係ります予定キャッシュフロー計算書を記載しております。 

47ページの１番下にありますが、資金の期末残高につきましては、5,689万9,304円を見込

んでおるところでございます。 

続きまして、予算書48ページから53ページに下水道事業会計に計上します職員給与費に関

しまして、職員数及び給与費の内訳などについて記載をさせていただいております。 

続きまして、予算書54ページをお願いいたします。 

債務負担行為に関する調書でございますが、これにつきましては先ほど御説明をさせてい

ただきました３件に係る内容を記載させていただいております。 

続きまして、予算書56ページから61ページにかけまして令和７年度の予定貸借対照表を記

載しております。 

併せまして、予算書の64ページ、65ページに令和６年度の予定損益計算書、66ページから 

72ページにかけまして令和６年度の予定貸借対照表をそれぞれ記載させていただいておりま 
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す。 

予算書に関する説明は以上でございまして、続きまして、当初予算説明資料にて予算の内

容について説明をさせていただきたいと思いますので、当初予算説明資料のほうを御確認い

ただきますようお願いをいたします。 

ページ数は11ページからでございます。 

まず、収益的収支のうち収入の主なものについて御説明いたします。 

款１下水道事業収益、項１営業収益、目１下水道使用料につきましては、令和７年度の業

務の予定量などから下水道使用料の見込みとして算定した額を計上しております。 

続きまして、目２他会計負担金につきましては、雨水処理に要する経費について、一般会

計から負担金として受け入れるものでございます。 

続きまして、目４その他の営業収益のうち、雑収益につきましては、浄化センターにおけ

るし尿受入れに係ります経費として一般会計より受け入れるものでございます。 

続きまして、項２営業外収益、目２国庫補助金につきましては、収益的支出における国庫

補助事業の財源の一部となるものでございます。 

続きまして、目３他会計補助金につきましては、一般会計からの繰入金でございます。 

続きまして、目４長期前受金戻入につきましては、収益的支出に計上します減価償却費の

考え方と同様に会計処理として施設建設の財源となる国庫補助金等について繰り延べて収益

化するものでございます。 

続きまして、資料の12ページを御覧いただきますようお願いいたします。 

収益的収支のうち、支出の主なものについて御説明いたします。 

初めに、収益的支出に計上しております給与費について申し上げます。 

款１下水道事業費用、項１営業費用、目２、目４、目５のそれぞれに計上しております給

与費は、上下水道局職員のうち職員12人分の人件費でございます。 

続きまして、各項目の事業費の概要について申し上げます。 

項１営業費用、目１管きょ費のうち、委託料につきましては、管渠の耐震診断、ストック

マネジメント事業に係る点検調査業務及び計画策定業務の委託料のほか管渠清掃業務などの

下水道管路施設の維持管理に係る委託料でございます。 

修繕費につきましては、マンホール等の補修に要する経費などでございます。 

次に、目２処理場費のうち、委託料につきましては、浄化センターの耐震診断、ストック

マネジメント計画策定業務に係る委託料のほか、浄化センター及び北部中継ポンプ場の運転

管理業務に薬品代や電気代を含めた包括的管理業務委託料、汚水処理で発生します汚泥の収

集運搬など浄化センター等の維持管理に係る委託料でございます。 
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これらの業務委託のうち、浄化センターの包括的管理業務委託につきましては、先ほども

御説明させていただきました債務負担行為の設定と合わせまして委託契約を締結することを

予定させていただいております。 

修繕費につきましては、浄化センターの機械設備等の修繕に要する経費などでございます。 

続きまして、目４業務費のうち負担金につきましては、下水道使用料などの徴収事務を水

道事業において一括して一体的に行っておりますことから、徴収事務に要する経費の一部を

水道事業のほうに負担をするものでございます。 

目６減価償却費につきましては、浄化センターの建物や機械などの設備、管渠などの固定

資産に係る減価償却費でございます。 

続きまして、目７資産減耗費につきましては、浄化センターの改築、管渠の布設替えなど

に伴います固定資産の除却費でございます。 

続きまして、資料の13ページを御覧いただきますようお願い申し上げます。 

項２営業外費用、目１支払利息及び企業債取扱諸費につきましては、企業債償還利息など

でございます。 

続きまして、目２消費税及び地方消費税につきましては、令和７年度の納税見込額でござ

います。 

続きまして、資料の14ページを御覧いただきますようお願いいたします。 

資本的収支のうち、収入の概要について御説明をさせていただきます。 

款１資本的収入、項１企業債につきましては、建設改良費の財源の一部とする下水道建設

事業債、資本費の平準化を図るための資本費平準化債による借入れをそれぞれ予定をしてお

ります。 

続きまして、項２国庫補助金につきましては、浄化センターのストックマネジメント事業

及び耐水化事業、管渠のストックマネジメント事業に係ります国からの交付金を計上してお

ります。 

続きまして、資料の15ページをお願いいたします。 

資本的収支のうち、支出の主なものについて御説明いたします。 

款１資本的支出、項１建設改良費、目１施設建設費のうち、給与費につきましては、上下

水道局職員のうち職員６人分の人件費でございます。 

委託料につきましては、浄化センターストックマネジメント事業に係る改築工事委託及び

浄化センターの耐水化工事委託などでございまして、これらの工事委託は債務負担行為の設

定と併せまして委託契約を締結することを予定しております。 

工事請負費につきましては、管渠ストックマネジメント事業に係る環境改築、国道、県道 
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の道路改良に伴う下水道管渠の移設などの工事請負費でございます。 

施設建設費などの主な事業の概要につきましては、後ほど別途説明をさせていただきます。 

項２企業債償還金、目１企業債償還金につきましては、下水道事業債及び資本費平準化債

の元金償還に要する経費でございます。 

桑形伸上下水道局下水道課長 

ここから令和７年度の公共下水道整備事業の概要について御説明させていただきます。 

資料の16ページをお願いいたします。 

令和７年度は、主に３つの事業に取り組むこととしております。 

一つ目の事業は、平成30年度から取り組んでおりますストックマネジメント事業になりま

す。 

この事業は、今後老朽化していくことが想定される下水道施設の管理の最適化を図る事業

となっております。 

令和７年度は浄化センター及び管渠に係る業務を予定しており、事業費といたしましては

１億4,203万円を計上しております。 

また、債務負担行為として、令和８年度に４億6,000万円を計上しております。 

業務予定箇所について御説明いたします。 

まず資料の17ページをお願いいたします。 

浄化センターの中、地下管廊内に敷設しております脱離液管の改築工事に先立ち、実施設

計を行う計画としております。 

続きまして、資料の18ページをお願いいたします。 

同じく浄化センターにおいて、赤く着色した箇所に令和７年、８年度の２か年計画で送風

機１基の改築工事を予定しております。 

なお、青く着色した箇所は、令和５年度、６年度の２か年計画で非常用発電設備を改築し

ており、オレンジ色の箇所が非常用発電設備の基礎工事などを令和６年度に実施していると

ころになります。 

資料の19ページをお願いいたします。 

今度は管渠に係るストックマネジメントの点検調査になります。 

令和７年度は、赤色の着色範囲において、国の基準に合わせてカメラなどを用い、管渠及

びマンホールの腐食状況や破損状況など延長約14キロメートルを点検調査する予定としてお

ります。 

資料の20ページをお願いいたします。 

同じく管渠に係るストックマネジメントの改築工事になります。 
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令和７年度は、赤色の着色箇所において、口径200ミリから250ミリの管渠延長約13メート

ル、また腐食しているマンホールの蓋の取替工事を市内一円25か所を実施する予定としてお

ります。 

なお、青色で着色している範囲は、さきの２月議会で報告しました国の経済対策に伴う補

正予算で、これから実施する箇所となっております。 

再び16ページに戻っていただいてよろしいでしょうか。 

今年の主な事業の２つ目になります。 

２つ目は、浄化センターの耐水化事業です。 

この事業は、近年の豪雨災害を鑑み浸水想定区域にある浄化センターの耐水化を図るもの

です。 

令和７年度から11年度にかけて、被災地に大きな影響がある水処理施設側から優先的に工

事を進める計画としております。 

令和７年度の事業費としましては、7,000万円を計上しております。 

また、債務負担行為として、令和８年、９年度にかけて15億8,000万円を計上しております。 

電気、機械設備工事を含めた総事業費は37億5,000万円を見込んでおります。 

工事の概要につきましては、21ページをお願いいたします。 

図面の右のほうが方角として北側になります。 

真ん中の中原鳥栖線より北側の部分、水処理施設側に高さ4.9メートルの耐水壁を設置し

施設の周囲をぐるりと囲う計画としております。 

令和７年から９年度にかけて赤色に着色した箇所の西側半分の耐水壁を設置する工事を予

定しております。 

黒の点線箇所につきましては、令和９年から11年で第２期工事として耐水壁を設置する予

定です。 

再度16ページをお願いしてよろしいでしょうか。 

主な事業の３つ目は、下水道の耐震化事業になります。 

この事業は、耐震性能のない下水道施設に地震対策を施すものです。 

令和７年１月に策定しました上下水道耐震化計画に基づき、急所施設及び重要施設に接続

する管渠の地震対策を行うものです。 

令和７年度の事業費としましては、9,460万円を計上いたしております。 

事業の内容を御説明いたします。資料の22ページをお願いいたします。 

１つは、浄化センターの耐震診断になります。赤色に着色した箇所、汚泥濃縮槽機械棟、

汚泥処理棟、塩素混和池において耐震診断を実施する予定としております。 
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資料の23ページをお願いいたします。 

今度は、管渠の耐震診断になります。黒い色の実線の箇所は、耐震診断が完了している区

間になります。令和７年度は、赤色に着色した箇所、延長約2.4キロメートルを診断を実施す

る予定としております。 

以上で、議案乙第14号令和７年度鳥栖市下水道事業会計予算の説明を終わります。 

よろしくお願いいたします。 

藤田昌隆委員長 

どうもありがとうございました。 

これより質疑を行います。 

小石弘和委員 

16ページの浄化センター耐水化事業は、令和11年度で完了ということですか。 

桑形伸上下水道局下水道課長 

北側の水処理施設側が、令和11年度で完了する予定としております。その後に南側の汚泥

処理側のほうを順次仕掛けていくような予定としております。 

小石弘和委員 

ぐるりと囲むのはどのくらいかかるわけ。 

桑形伸上下水道局下水道課長 

北側で今、37.５億円を想定しております。 

藤田昌隆委員長 

どれぐらいかかりますか。（「期間ですか」と呼ぶ者あり）期間。 

桑形伸上下水道局下水道課長 

北側の水処理をぐるりと囲うのが令和11年度までに完了する予定としております。（「費

用」と呼ぶ者あり） 

すいません、総工費は60億円を見込んでおります。 

北側が37.５億円なので、その残り部分が南側の予算ということになります。 

小石弘和委員 

分かりました。 

それから、12ページの管きょ費で、昨年度より2,200万円ぐらい予算が上がってるわけです

けど、私は以前からマンホールが非常に悪いというようなことでマンホールの修理費をもう

少し上げたらというようなことでお願いをしているんですけど、これは上がっているんです

か。約2,100万円のうちにこのマンホール修理費って上がっているわけですか。 

桑形伸上下水道局下水道課長 
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 去年、御指摘いただきましたので内部でも検討いたしまして、修繕費として今年400万円 

昨年より多く予算をつけて対応させていただこうと思っております。 

小石弘和委員 

400万円上がっているわけですね。今年は2,100万円使えるっちゅうわけですね。 

分かりました。 

藤田昌隆委員長 

ほかに。 

和田晴美委員 

私からは、21ページの件で御質問させていただきます。 

耐水壁として地上から出てくるのが大体4.9メートルということで、ちょっと心配な点が

幾つかありますのでお尋ねしたいんですけれども、耐水壁ですが、この壁自身が地震の揺れ

などに対応できるものであると思うんですけれども、それの有無――もちろん耐震対応はし

てあると思うんですけど、あまりにも高いので、万が一倒れた場合に道にかかるとか、歩道、

車道そういうところにバタンと一気に倒れるものなのか、ガタガタと崩れるような構造にな

っているのか。 

１例ではありますが崩れるとか耐震に関しての対応があるかをお尋ねさせていただけます

でしょうか。 

桑形伸上下水道局下水道課長 

もちろん耐震は考慮して、レベル２地震動に対応するものとして設計をしております。 

その辺も考慮しながら、壁自体の厚みも１メートルから１メートル50センチほど厚みその

ものがございます。 

その下にも基礎くいを打ち込むようにしておりまして、地盤改良を一部、この図面でいき

ますと、壁の下に黒い斜線を引いている着色部分があると思うんですけど、この部分に地盤

改良を施しまして、そしてそのさらに下にくいを17メートルほどだったと思いますが、この

辺は砂層になりますので下の硬い支持層までくいを入れて自立ができる、支えられるところ

までの構造を確保するようなことで考えております。 

かつ、壁自体が一体化する形になりますので、バタンというよりは、多分クラックとかが

入るっていうところが最初で、壁自体は自立するものと考えられます。 

和田晴美委員 

ありがとうございます。 

構造の説明で一安心したところです。 

もう一つだけ最後に質問なんですが、どのぐらいのレベルまで耐震を想定して作っている 
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かだけ質問させていただけますでしょうか。 

桑形伸上下水道局下水道課長 

震度何というのはちょっとあれなんですけど、構造的には、下水道とかで使う下水道指針

でいくと一定崩れてもその機能を保つという意味合いがあるので、震度何までって言われる

とちょっとあれですけど…… 

日吉和裕上下水道局次長兼水道課長 

震度に関しましては、今の耐震の指針自体が、皆さん御存じのように平成８年ぐらいの阪

神淡路大震災から強力に指針が定まっておりますので、あのときは６強ぐらいの震度だった

かと思います。だから、それに耐えられるような指針に基づいて、今設計等は進めていると

ころでございます。 

藤田昌隆委員長 

よろしいですか。 

じゃあ、私から一点要望です。 

20ページの耐水壁工事でイメージ図が下にあるんですが、最初に見たときに刑務所のイメ

ージが何かパッとして、これ刑務所じゃんっていうぐらいの非常に暗いイメージですんで、

前の焼却場がせっかく明るい色でありますんで、少し周りの色も考えて少し明るいイメージ

で造ってほしいんですが――これ要望です。 

ぜひ、御検討をよろしくお願いします。 

野下泰弘委員 

２点お伺いしたいんですけど。 

まず21ページの耐水のところなんですけど、どうしてもこの入り口のところの耐水がどう

なっているのかが不思議でしょうがないんで少し教えていただけますか。 

あと併せて、その耐水のところでもし水が来たときはここに何日かいないといけないとい

うような環境になると思うんですけど、そこの災害対策っていうのも併せて変わっていって

いるのか、お伺いできればと思います。 

桑形伸上下水道局下水道課長 

１つは、入り口の扉というところですけど、入り口の扉は硬性の防水扉を準備しておりま

して、止水栓を持っているものを付けて、雨が降る前にもう閉めてしまうというところで、

正門と裏門にも一つ同じようなものを準備しています。 

野下泰弘委員 

もちろん耐水だと思うんですけど……、また聞きに行きます。 

平塚俊範上下水道局次長兼水道課浄水場長 
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 簡単に言うと、海に堤防があるじゃないですか、堤防の横にスライドするやつ。あれと一 

緒のものです。 

藤田昌隆委員長 

野下議員、よろしいですか。 

野下泰弘委員 

はい。 

もう一点伺いたいのが、20ページのストックマネジメントなんですけど、今年、商工観光

課でマンホールカードっていうのを作成されるんですよ。 

上下水道局がマンホールの蓋を作成した場合、そして付けた場合の費用がもし分かれば教

えていただきたいなと。 

犬丸章宏上下水道局管理課長 

令和７年度、商工観光課のほうでマンホールカードの予算が計上になっております。 

これにつきましては、あくまでも観光促進といいますか、人の流れを呼び込むということ

等の意図でされております。 

下水道課といいますか、上下水道局といたしましては、下水道の普及も市内全域おおむね

完了しているっていうところもありますんで、事業でそういったマンホールカードを作る場

合が、普及促進を目的に作られるということがありますので、おおむね普及促進も整備完了

して水洗化率も高くなってきているところがありますので、下水道課のほうではマンホール

カードを作るという予定は、今のところ検討していないということでございます。 

野下泰弘委員 

すみません、聞き方が悪かったです。 

商工観光課のほうでは型から造るっていうところで、この蓋を１個作製するのに50万円か

かりますということだったんです。 

でも今、鳥栖市が置いているマンホールの蓋は幾らぐらいかかるのか、また今回、取付工

事っていう点で50万円が計上されていたんで、じゃあ現状、下水道課のほうでは取り付ける

のに幾らぐらいかかるのかです。 

桑形伸上下水道局下水道課長 

今はもう鳥栖市は型を起こしてもらっているので、製品として購入するときには、マンホ

ールの鉄蓋で、経費込みで20万円弱ぐらいの費用を持っています。 

それに手数料等を含めて工事の仕方にもよると思うんですけど、蓋を取り替えるのに１か

所30万円ぐらいはかかるかというふうに考えております。 

野下泰弘委員 
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確認ですが、その蓋を付けるという行為に30万円かかるっていうことですか。 

桑形伸上下水道局下水道課長 

今のは蓋を取り替えるものなので、新品を持ってきて既存のものと取り替えるのに工事費

込みでそれぐらいの費用がかかるというところでございます。 

日吉和裕上下水道局次長兼水道課長 

平均的には、今言ったように30万円のところもありますし、交通量の多いところとか舗装

の厚さとか、場所によっても変わってきますので、状況によっては、30万円から50万円の範

囲ぐらいの中で、設置する場所によって決まってくるかと思います。 

野下泰弘委員 

今回、商工観光課で上がっているのはロック式っていうのを付けるって言われていたんで

すけど、ロック式、ロック式じゃないっていうところで費用が変わってくるんですか。 

平塚俊範上下水道局次長兼水道課浄水場長 

ロック式とロック式でないというのは、もともと大雨等で吹き上がったことがあったので、

今は全てがロック式のほうになっております。 

以前、鳥栖市としてもデザイン蓋というのを造っているんですけれども、そのサンプルが

浄化センターに１個だけ残っています。 

主に設置されたのが鳥栖駅の前のグリーンホテルやったかな、あそこの通りのところは昔

のデザインマンホールが座っています。 

藤田昌隆委員長 

よろしいですか。 

小石弘和委員 

今、マンホールの話が出ましたけど、今はロック式がもう常識なんですよ。 

現在、鳥栖市内でロック式じゃないのはどのくらいあるんですか。 

桑形伸上下水道局下水道課長 

平成14年ぐらいからもうロック式に変わっていまして、多分半分ぐらいはロック式になっ

て――市内１万8,000個ぐらいマンホールがあるんですけど、半分ぐらいはロック式になっ

ていると思われます。 

それ以外のものは、昔のタイプで穴が空いていまして、そこにゴムパッキンをとめている

というようなもので、これは、以前御指摘いただいたようにマンホールの凸凹があったとき

とか、ガタガタしているときにストックマネジメントとも合わせながら随時新しいものに変

えていっているというのが実情です。 

小石弘和委員 
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 １万8,000個ぐらいあるうちに、依然としてまだ半分ぐらいあるというふうに理解してい 

いわけですね。 

それからその大きさは大と中とあるわけですよね。それを合わせて１万8,000個ぐらいで

すか。（発言する者多数あり） 

藤田昌隆委員長 

マイクでお願いします。 

平塚俊範上下水道局次長兼水道課浄水場長 

基本的に下水道を設置し始めたときから、先ほど言いました平成14年、それまでは全てが

ロック式じゃないものです。 

現時点で小さい30センチぐらいまでのやつはもうロックが付いています。もう一つ、小さ

いやつ、各家庭に取り出す分については、あれはロックはないです。ロックがある機構のも

のが販売されておりません。 

小石弘和委員 

予算に関するものではございませんけど、牛原町の周辺にこの前修理していただいたのは

何センチですか。 

あれと道路に埋め込んであるものが30センチで、しかし道路に埋め込んである分もあるわ

けですよね。 

桑形伸上下水道局下水道課長 

30センチは道路上にマンホールとして主に使っております。 

もう一つ小さい15センチとか20センチぐらいの家庭に付いているのがあります。 

家庭用の取り出し口として付いているものがあるんですけど、それはロックの機構がもう

はなからありません。 

それと、小石議員御指摘の牛原町のところについているこの前修繕をしたやつは、30セン

チの本管のマンホールとして使用しているものになります。 

藤田昌隆委員長 

よろしいですか。 

ほかに。 

    〔発言する者なし〕 

ありませんか。 

それでは質疑を終わります。 

以上で、上下水道局関係議案に対する質疑を終わります。 
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∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

藤田昌隆委員長 

以上で、上下水道局関係議案に対する質疑を終わります。 

暫時休憩いたします。 

 

午前11時３分休憩 

                                           

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                           

  午前11時４分再開 

                                           

藤田昌隆委員長 

 再開します。 

現地視察についてお諮りいたします。 

議案調査に関する現地視察のため、議長に対し委員派遣を要求したいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。 

なお、現地視察につきましては、副委員長よりお話をいたします。 

    〔発言する者なし〕 

じゃあ、私のほうからいいですか。 

２か所予定をしております。 

萱方線のところと、それから国交省の横の道路の拡張の移転先、この２か所を予定してお

りますが、これで決定でよろしいですか。 

    〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

２か所決定ということにいたしました。 

以上で、本日の日程は全て終了しました。 

これをもちまして、本日の委員会を散会いたします。 

                                          

  午前11時５分散会 
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１ 出席委員氏名 

 

  委員長 藤田昌隆 

  副委員長 飛松妙子 

  委員 小石弘和 

  委員 齊藤正治 

  委員 久保山日出男 

  委員 和田晴美 

  委員 野下泰弘 

 

２ 欠席委員氏名 

 

  なし 

 

３ 説明のため出席した者の職氏名 

 

経済部長兼上下水道局長 宮原信 

 経済部次長兼商工観光課長兼産業団地推進室長 古沢修 

 農林課長 楠和久 

 農業委員会事務局長 庄山裕一 

                                   

 上下水道局管理課長 犬丸章宏 

 上下水道局次長兼水道課長 日吉和裕 

 上下水道局下水道課長 桑形伸 

                                  

 建設部長 中島勇一 

 建設課長 三澄洋文 

 建設部次長兼維持管理課長兼流域治水対策室長 大石泰之 

 都市整備課長 田中秀信 

 国道・交通政策課長兼スマートインターチェンジ推進室長 森岡敬晶 

   

４ 出席した議会事務局職員の職氏名 
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  議事調査係主査  松雪望 

 

５ 日程 

 

 現地視察 

  田代大官町・萱方線等道路改良事業現地 

  国土交通省・今町線等道路改良事業現地 

 

 議案審査 

議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算 

議案乙第12号令和７年度鳥栖市産業団地造成特別会計予算 

議案乙第13号令和７年度鳥栖市水道事業会計予算 

議案乙第14号令和７年度鳥栖市下水道事業会計予算 

議案甲第18号工事請負契約の締結について 

〔総括、採決〕 

 報告（商工振興課） 

鳥栖市市街化調整区域における地区計画の運用基準の改正について 

市有地と県有地の交換について 

〔報告、質疑〕 

建設経済常任委員会行政視察の件 

 

６ 傍聴者 

 

  なし 

 

７ その他 

 

  なし 
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  自 午前10時 

                                            

  現地視察                                      

  田代大官町・萱方線等道路改良事業現地 

  国土交通省・今町線等道路改良事業現地 

                                              

  至 午前10時40分 

                                            

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                            

  午前11時８分開会 

                                            

藤田昌隆委員長 

本日の建設経済常任委員会を開きます。 

                                         

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

  自由討議 

                                         

藤田昌隆委員長 

これより、委員間での自由討議を行いたいと思いますが、ございますでしょうか。 

何かありますか、自由討議のテーマ。 

ありませんか。 

    〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

それでは、自由討議はこれで終わります。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  総   括 

                                          

藤田昌隆委員長 

議案に対する質疑は終了しておりますが、総括的に御意見、御要望があれば御発言をお願

いいたします。 



 

- 164 - 

 

野下泰弘委員 

お疲れさまでした。 

私からは２点、まずは予約型の乗り合いタクシーの実証ですが、早期にしっかりと実行し

ていただきまして、今後、継続して鳥栖市で行っていけるような実証といいますか、してい

ただければと思います。 

もう一点がふるさと納税についてです。 

今回、４億円以上の予算をとっておりますので、しっかりとこの４億3,000万円を達成でき

るようにしていただきたいと思いますし、それ以上になる分は全く構わないと思いますので、

ぜひ令和５年度のような、５億円以上いくような取組をしていただければと思います。 

よろしくお願いいたします。 

和田晴美委員 

私からも数点お伝えしたいと思います。 

まずは、３Ｄ都市モデル整備事業につきまして、こちらの情報ができましたら、防災に関

して興味がある方、それと自分たちの土地が具体的にどういった状況になるかに併せて防災

に備えたいという御意見もありますので、できましたら御活用いただき、そういった方の備

えに役立ててほしいと思います。 

続きまして、空家等対策事業につきましては、新規事業が２つありますが、こちらにつき

まして御説明を受けたところ、福祉課の、要は子ども食堂に活用したいなどの要望が既にあ

るということでした。 

私も空き家を活用したいっていう方の御意見をこれまで伺っておりましたので、そういっ

た方たちに御活用いただくように周知や事業の活用方法について、よりいい活用ができるよ

うな情報提供をしていただきたいと思いました。 

そして、あともう一つが、農林課が行っています有害鳥獣対策につきまして、こちらにつ

きましても再三申し上げておりますが、まず、効率のいい対策をするためには被害状況を今

まで以上に調査をして、被害情報を収集する。 

そして、分析をしまして、事業に合わせてソフト事業とハード事業をうまく使いこなして

いただき、そして、効率を今まで以上に上げていただいて、困っている方が解決でき、次世

代に移っていただけるような農業意欲が出るまで対策を考えてほしいと思います。 

私からは以上でございます。 

藤田昌隆委員長 

次、久保山日出男議員。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 
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飛松妙子委員 

まず、ミニバスのラッピングに関しまして、また、マンホールとマンホールカードの発行

につきまして、サガン鳥栖をイメージしたものにされるということですので、課ごとにぷつ

んぷつんするのではなくて、何か連動できるようなイメージで考えていただければと思いま

す。 

鳥栖としても、シティプロモーションとか地域のにぎわいとかも考えていらっしゃいます

ので、そういうところにつながるものをぜひお願いしたいと思います。 

また、子育て世帯空家補助金をつくって、今回いろんな部署で子育て世代に対する支援が

ございますが、その課だけでこれを広報、周知するとなると結構幅が狭くなるのではないか

と思っておりますので、できましたら、いろんな課がやっている子育て支援の項目を一つホ

ームページに設けていただいて、そこに空き家対策の補助金も載せていくような、鳥栖市と

して全体的に各課が連動して支援をしているという広報の仕方も考えていただきたいと思い

ます。 

もう一点、最後になりますが、ふるさと応援寄附金でございますが、今回、令和６年度の

寄附金額が下がったのは返礼品の商品の製造が変わったからであるという御答弁もございま

したが、返礼品に頼る寄附金ではなくて、鳥栖市の事業に寄附をしたいと思っていただける

ような事業の作成を――サガン鳥栖、スプリングスだけではなく、各課もその事業に寄附し

ていただけるような事業をぜひ考えて、その事業をしっかりとアップしてＰＲしていただき

たいと思いますので、ふるさと応援寄附金の充実をお願いしたいと思います。 

以上です。 

小石弘和委員 

委員会の現地視察で、ゆっくり部分的に説明をいただきありがとうございました。 

田代大官町の萱方線は都市計画道路の計画でございまして、長年の改良事業であったわけ

でございまして、新しい道ができるようなことであったんですけど、いろいろな問題があり

協議をされた結果、現道拡幅というふうな道路に変更され、やっと長年の地元の期待される

道路であります。 

平成27年から工事が池の内交差点、池田下ため池交差点の改良を含めて、その間1.1キロ、

工事費約14億円、国の補助が55％で、工事期間が５年間というふうな形で始まったわけでご

ざいます。 

私自身もこの工事の遅れに対して幾度となく一般質問や委員会などでの質問をし、納得の

答えではありませんでした。一般質問でのお答えは、最終的な完了は、令和４年度であった

ように思います。 
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その後、用地買収や立ち退き、それから資材等の入荷の遅れなどで令和７年度の完了とい

う質問のお答えではなかったかと思います。 

現在での進捗状況では、完了時期が大きく伸びるということで心配はあります。 

令和７年の当初予算の審査の中でも質問の答えでは、平成27年から令和６年度にかかった

費用が９年間で17億1,700万円。令和７年度でも国の支出金は別として、市債が6,180万円。

一般財源からでも737万8,000円の支出があるわけでございまして、工事期間が遅れれば遅れ

るほど市の財源に出費が多くなっていくわけでございまして、確かにいろいろ遅れの事情が

あろうと思いますけど、その中でもやはり労働力の不足というふうなことが多くあるのでは

ないかなと私自身は思っております。 

市の担当課としても、今後、いろいろ御苦労があると思いますけど、工事関係者の会社の

方々といろいろな協議をしながら、この工事を早急に進めていただきたいというふうなこと

を思うわけでございまして、この工事を早く完了することを望みます。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

次、齊藤議員。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

藤田昌隆委員長 

私からもいいですか。 

今日、信号機、交差点の視察をさせていただきましたが、実は加藤田の出口のときの信号

も大問題で、何のために信号をつけたかっていうと、スムーズに歩行者とか車が渡れるよう

にということなんですが、結局、その信号が見えなかったり、加藤田はタイミング的に警察

が来て、地元区長からこれじゃあ全然見えんということで補助の信号の位置も下げてもらい

ましたし、その手前に補助的に信号もつけてもらって、それでやっとオーケーなんです。 

そのとき思ったのは、警察も市の職員もそうですけど、実際に通ってみて、どこが悪いと

かそういうのをきちんと検査した上でオーケーという形にしてもらいたい。 

今度のやつも実際にもう検査が終わってオーケーという形になっていますが、実際は信号

が非常に見づらいとか、それから歩道と車道の分かれ方が分からないとか、そういう問題が

ありますんで、どんな工事もそうなんですが、使う人の立場とかそれを工事する人も相手の

立場に立って実際にこの工事がどうだったのかを見極めた上で合格の印鑑を押していただき

たいというふうに強く思います。 

私のほうからは以上です。 

それでは、これで総括を終わります。 
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∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  採   決 

                                          

藤田昌隆委委員長 

これより採決を行います。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

   議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算 

                                          

藤田昌隆委員長 

初めに、議案乙第９号令和７年度鳥栖市一般会計予算についてお諮りいたします。 

本案中、建設経済常任委員会に付託された関係分につきましては、原案のとおり可決する

ことに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。 

よって、本案中建設経済常任委員会に付託された関係分は原案のとおり可決されました。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

   議案乙第12号令和７年度鳥栖市産業団地造成特別会計予算 

                                          

藤田昌隆委員長 

続きまして、議案乙第12号令和７年度鳥栖産業団地造成特別会計予算についてお諮りいた

します。 

本案は原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

議案乙第13号令和７年度鳥栖市水道事業会計予算 

                                          

藤田昌隆委員長 

続きまして、議案乙第13号令和７年度鳥栖市水道事業会計予算についてお諮りいたします。 

本案は原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

   議案乙第14号令和７年度鳥栖市下水道事業会計予算 

                                          

藤田昌隆委員長 

続きまして、議案乙第14号令和７年度鳥栖市下水道事業会計予算についてお諮りをいたし

ます。 

本案は原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

   議案甲第18号工事請負契約の締結について 

                                          

藤田昌隆委員長 

続きまして、議案甲第18号工事請負契約の締結についてお諮りいたします。 

本案は原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。 
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よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

藤田昌隆委員長 

以上で、当委員会に付託された議案の審査は全て終了いたしました。 

本日議決した本案に対する委員長報告書の作成等につきましては、正副委員長に御一任願

いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。 

よって、そのように決しました。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                         

建設経済常任委員会の委員派遣について 

 

藤田昌隆委員長 

続きまして、建設経済常任委員会行政視察の件を議題といたします。 

５月13日火曜日から15日木曜日に行政視察を行うため、議長に対し委員派遣要求をしたい

と思いますが、これに御異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。 

よって、そのように決しました。 

なお、視察地、視察参加者、視察事項等の決定及び日程等をやむを得ず変更する場合につ

きましては、委員長に御一任願いたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。 

よって、そのように決しました。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

藤田昌隆委員長 
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以上で全ての日程が終了いたしました。 

これをもちまして、建設経済常任委員会を閉会いたします。 

                                          

  午前11時23分閉会 
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